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1.  

1.1 検討の背景 

2013 10 ⌐ ↕╣√ ⌐ ∆╢ ₈ ₉≤™℮⁹ ≢│⁸ ⌐

∆╢ ╩ ↑╠╣⁸ ⌐ ⇔⁸Ᵽכ♀ꜟ ⌐ ≠™≡ ↕╣√ ●▬♪ꜝ▬fi ╩

⇔⁸ ⅜ ∆╢ ─ ─ ⌐ ∫≡⁸ ⌂ ≢ ∆╢↓≤╩ ↑

≡™╢⁹ 

⅜ ≢│⁸ ╩ ╗ ⁸ ⅎ │⁸ ⌐ ™⁸ ╩ √∆╟℮⌐ ⇔≡

⁸ │ ⇔≡ ⌐ ∆╢↓≤≤↕╣≡™╢⁹ ⁸ │⁸

↓╣╕≢ ⌂ ≤⇔≡ ↕╣≡⅝≡⅔╡⁸ ≤⇔≡ ↕╣╢↓≤╩ ⇔≡™⌂⅛∫√⁹

⇔⅛⇔⁸ ⁸ ⌐╟╡⁸ ─ ⅜ ↕╣╢↓≤⌐ ™⁸ ≤⇔≡ ╡ ╦╣

╢╟℮⌂ ┘ ⅜≢≡ↄ╢↓≤⅜ ↕╣╢√╘⁸↓╣╠ ╩ ⌐

∆╢↓≤⅜ ╘╠╣╢⁹ 

↓─√╘⁸ ≢│ 22 ⅛╠ ─ ┘ ⌐ ∆╢ ╩⁸ 23 ⅛╠

─ ⌂ ⌐ ∆╢ ╩ ↑≡⁸ ┘ ╩ ∫≡⅝√⁹ ≢

│⁸↓╣╠─ ╩ ╕ⅎ≡⁸ ─ ⌂ ─ ╡ ⌐≈™≡⁸ ─

╩ ╕ⅎ⁸ ⌂ ⅎ ╩ ∆╢⁹ 

 

 

1.2 検討体制 

 ⌐⅔™≡ ↕╣√ ─ ≈─ ┘꞉כ◐fi◓◓ꜟכⱪ⌐⅔™≡⁸ ⁸

╩ ∫√⁹ 

 

（１） 平成 25 年度水銀廃棄物の環境上適正な管理に関する検討会 

⁸  

   
    

 

       

Ừ       

      

      

 Ừ  

 ○Ⱪ◙כⱣכ  
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（２） 平成 25 年度水銀の回収・処分に関するワーキンググループ 

⁸  

      

       

       

ה       

      

      

ⱪכꜟ◓        

 Ừ  
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2.  

2.1 水俣条約の概要 

 │⁸ ≤ ⅜ ⇔≡⁸ ─ ⁸ ⁸ ⁸ ─ ≢ ⌂

⌐ ⌐ ╡ ╗↓≤⌐╟╡⁸ ─ ⌂ ╩ ⇔⁸ ╩│∂╘≤∆╢ ─

─ ╩ ∆╙─≢№╢⁹ 

 ─ │⁸ ─╟℮⌐⁸ ⁸ ⌐ ⅝⁸ ╩ꜝ▬ⱨ◘▬◒ꜟ≢ ∆╢≤™℮ ⅛╠⁸

─ ╛ ⌐ ⇔≡ ⇔√ ┘ ⅛╠ ╕╡⁸ ╩ ⇔√

┘ ⱪ꜡☿☻─ ⁸ ≤ ⱪ꜡☿☻⌐ ∆╢ ⁸

⌐⅔↑╢ ─ ⁸ ─ ┼─ ─ ⁸ ┘ ┼─

─ ⁸ ─ ┘ ─ ⌂ ⌂ 10 ⁸

─ ⌂ 11 ⁸ ⌐ ↕╣√ ─ ┘ 12 ⌐ ∆╢

─ ╛ ╕⇔™ ╩ ⇔≡™╢⁹╕√⁸↓╣╠─ ─ ⌐№√∫≡ ≤⌂╢ ─

13 ⅜ ↕╣⁸ ה ┘ 14 ╩ ∆╢ ╙ ↕╣

√⁹↕╠⌐⁸ ─ ⌐№√∫≡⁸ ─ ⌐ ∆╢ 16 ⌐≈™≡╙⁸ ⌂

⅜ ↕╣≡⅔╡⁸ ≢─ ∆╢ 17 ⁸ ─√╘─ ╛ ┘

18 ⁸ ┘⸗♬♃ꜞfi◓ 19 ─ ⅜ →╠╣≡™╢⁹ 

表 2.1.1 水俣条約の構成 

 
 

  ⁸   

 ┘  ─ ┘  

 ≤ ⱪ꜡☿☻ 

⁸ ⁸ ╩ ╗ ⁸ ⁸

☻▬♇♅⁸ ▪ⱴꜟ●ⱶ⌂≥ ⁸ ⱪ꜡☿☻⁸

─ ⌐ ≠ↄ  

  ASGM  

 ┘  ┼─ ⁸ ┘ ┼─   

 ⁸  ⌂ ⁸ ⁸ ◘▬♩  

ה    ┘ ⱷ◌♬☼ⱶ⁸ ⁸   

 ⁸   
⁸ ─ ה ≤ ⁸ ה ≤⸗♬♃ꜞfi◓⁸

⁸ ⁸ ⁸ ─   

 

 



 

4 

2.2 水俣条約における水銀廃棄物の環境上適正な管理 

22..22..11  水水銀銀廃廃棄棄物物にに関関すするる条条約約のの規規定定  

 ≢│⁸ ╩ ─╟℮⌐ ⇔≡™╢ 11 ⁹ ─ ≤⌂╢

╩ ∆╢ ┘ ─ │ ≢ ╘╠╣╢⅜⁸₈ ⌐╟╢ ⅜

≠↑╠╣≡™╢╙─₉╩ ╪≢™╢╟℮⌐⁸ ⌐│⁸ ⌐⅔↑╢ ─ ╩ ╕ⅎ╢

╙─≤⌂∫≡™╢⁹ 

 ⁸ ≢ ↕╣╢ ⌐╙╟╢⅜⁸ ⅜ ─ ⁸ ╛ ⅎ ─℮∟⁸ ╩

0.005mg/ ╩ ⅎ≡ ∆╢ │ ⌂ ⅜ ⌂↓≤⅛╠⁸ ⌐│⁸ ╩

≤ ∆╢ ⅜ ™⁹ 

 

ₒ 11 2ₓ 

↓─ ─ ⁸₈ ₉≤│⁸ ⅜Ᵽכ♀ꜟ ─ ≤─ ─ ⌐

─≤╣√ ≢ ╘╢ ⌂ ╩ ⅎ╢ ─ ─ │ ≢№∫≡⁸ ↕╣⁸ ⅜ ↕

╣⁸ │ ⇔ↄ│↓─ ─ ⌐╟╢ ⅜ ≠↑╠╣≡™╢╙─╩™℮⁹ 

 (a)  │ ⅛╠ ╢ │  

 (b)  │ ╩ ╗ │  

 (c)  │ ⌐ ↕╣√ │  

↓─ │⁸ ⅜ ╘╢ ╩ ⅎ╢ │ ╩ ╕⌂™ ╡⁸ ↕╣√ ⁸

┘ ─ ⌐╟╢╙─╩ ↄ⁹ ╩ ↄ⁹ 

 

 ╕√⁸ ⌐│⁸ ╩ ─╟℮⌐ ╡ ℮↓≤⅜ ╘╠╣≡™╢ 11 ⁹

⌂ ⌐≈™≡⁸ 11 (a)≢ ↕╣≡™╢Ᵽכ♀ꜟ ─ ≢ ↕╣√●▬♪ꜝ▬fi│ №╢

⅜⁸ ╙ ─ ™╙─│₈Ᵽכ♀ꜟ ─ ⌂ ⌐ ∆╢ ●▬♪ꜝ▬fi

₈Ᵽכ♀ꜟ ●▬♪ꜝ▬fi₉≤™℮⁹₉≢№╡⁸ ⌐ →╠╣╢ ⌂ ─√╘─

│⁸ ≢ ↕╣╢↓≤⌐⌂╢⁹ 

 

ₒ 11 ₓ 

│⁸ ⅜ ─╟℮⌐ ╡ ╦╣╢√╘⌐ ⌂ ╩≤╢⁹ 

(a) Ᵽכ♀ꜟ ⌐ ≠™≡ ↕╣√ ╩ ⇔⁸⅛≈⁸ 27 ─ ⌐ ∫≡ ⅜

∆╢ ─ ─ ⌐ ™⁸ ⌂ ≢ ∆╢↓≤⁹ │⁸ ╩

∆╢⌐ √╡⁸ ─ ─√╘─ ┘ ╩ ∆╢⁹ 

(b)  ↓─ ⌐╟∫≡ ⌐ ↕╣╢ │(a)─ ⌐ ≠ↄ ⌂ ─√╘⌐─╖⁸

↕╣⁸ ↕╣⁸ ↕╣⁸ │ ↕╣╢↓≤⁹ 

(c)  Ᵽכ♀ꜟ ─ ⌐≈™≡│⁸↓─ ─ ┘Ᵽכ♀ꜟ ⌐ ∆╢ ⌂ ╩

≤∆╢ ╩ ↄ╒⅛⁸ ╩ ⅎ≡ ↕╣⌂™↓≤⁹Ᵽכ♀ꜟ ⅜ ╩ ⅎ╢ ⌐

≈™≡ ↕╣⌂™ ⌐│⁸ │⁸ ∆╢ ⌂ ⁸ ⁸ ╩ ⇔√ ⌐ ╡⁸

↓─╟℮⌂ ╩ ∆╢⁹ 

 

 



 

5 

22..22..22  ババーーゼゼルル条条約約技技術術ガガイイドドラライインンのの内内容容  

 Ᵽכ♀ꜟ ●▬♪ꜝ▬fi│⁸2011 10 ⌐ ↕╣√Ᵽכ♀ꜟ 10 ≢

↕╣√⁹ ─ ╩ ↑≡ ⇔⅜ ╦╣≡⅔╡⁸2015 ─ ≢ ⅜ ↕╣

╢ ≢№╢⁹ 

 Ᵽכ♀ꜟ ●▬♪ꜝ▬fi│⁸Ᵽכ♀ꜟ ╙ ╩ ∆╢╙─≢│⌂ↄ⁸╕√

╙₈ ∆╢₉╙─≤ ≠↑╠╣≡⅔╡⁸ ⅜ ╩ ∆╢ ≢─ ⁸ ≤⌂╢╙─≢

№╢⁹ 

 Ᵽכ♀ꜟ ●▬♪ꜝ▬fi─ ┘ ⌂ │ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 

表 2.2.1 バーゼル条約技術ガイドラインの構成と記載内容 

    記載内容 

  

A  

 1   Ᵽכ♀ꜟ ─ ≢─ ESM─  

 2  OECD  OECD⅜ ⇔√ Core Performance Elements for the of ESM of 

Wastes for Government and Industry─  

 3  

 

ꜝ▬ⱨ◘▬◒ꜟ ≤™℮ ─  

B  

 1  

 

─ ─ ─ ⁹ ⌐ ⌂

⁸ ⌂ ─ ⁸ ─ ⁹ 

 2  

 

┘ ⅜ ╙ ⌂ ─ ≈⁹ ─

⌐ ∆╢ ╖≤⇔≡─ EU─ RoHS ⁸

─  

 3  

 

Ᵽכ♀ꜟ ≢─ ─

⌐ ╢  

 4  

 

─ ─ ─ ⁸ ●▬♪ꜝ▬fi

─ ⁸ ─  

C  

 1   ⌐ ≠ↄ⁸ ─ ≤ ─ Table2  

 2   ┼─ ─ ─ ⁸UNEP─ ⇔√

▬fiⱬfi♩ꜞכ ─♩♇◐ꜟכ♠─ ⁸▬fiⱬfi♩ꜞכ⌐

≠™√ ─ ⁸PRTR─  

D サンプリング、分析、モニタリング 

 1   ◘fiⱪꜞfi◓ ─ ⁸ ─  

 2   ⁸ ●☻⁸ ─ ─ ─ ╩ Table3  

 3   ⸗♬♃ꜞfi◓ ⌐╟╢ ─  

E  

 1   

  a  ⌐ ⌂ ⱨꜞכ ⌐≈™≡─

 

  b VCM  ⱨꜞכ ─ ⁸ ─  
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    記載内容 

  c  ⱨꜞכ ─ ⁸ ─ ⌐ ∆

╢  

 2   

  a  ⱨꜞכ ⌐ ∆╢ ─  

  b 

 

ⱨꜞכ ┼─ ⌐⅔↑╢ ─  

  c  ⌐⅔↑╢ ─ ─ ⁸ ▬fi☿fi♥▫Ⱪ

 

 3  EPR EPR─ ─ ⁸ ≤⇔≡─ EU⌐⅔↑╢WEEE ─

 

 

F  

 1   ─ ┘ ─ ≤─ ─ ⁸

≢─ ▪ⱴꜟ●ⱶ─ ה №╢ꜞ◘▬◒ꜟ ─

ⱴꜟ●ⱶ▪ה ─ ה ─  

 2   ESM⌐⅔™≡ │◌◑≤⌂╢ ⁸ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ─ ─

⁸ ⌐⅔↑╢ ─ ┘  

 3   ─ ⌂ ┼─ ⁸ ─ ⁸

─ ⅝ ╡ ⁸ ─  

 4   ─ │ ─ ⅛╠

┼─ ⌐│⁸ │ ⌐ ∂√

⁸  

 5   №╢™│ ─ ╩ ↑√ ─ ⁸

─ ⁸ ⁸ ─  

 6   ─ ⁸ ─ ─ ⌐

─  

G  

 1   ⁸ ┘ הꜟ◒▬◘ꜞ─ ⁸ ⌐

∆╢ ─  

 2  

 

─ ⁸specially engineered landfill─

┘ ─ ⁸ ─ ┘

 

H  

 1  

 

─ ─ ⁸ ●☻ ⌐⅔↑╢

⁸ ●☻ ─ ⁸ ⌐ ∆╢

 

 2  

 

3 ≈─ ⁸ ⁸ ●☻ ─ ⁸ ─

⁸ ●☻─ ◦☻♥ⱶ 

I  

 1  

 

─ ⁸ ─  

 2   ─ ⁸ ─  
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    記載内容 

J  ─ ⁸ ●▬♪ꜝ▬fi─ ⁸ ─

≢─ ─ ⁸ ⌐⅔↑╢

─ ┘  

K  

 1   ⌐ ╘╢═⅝ ⁸ ⅜ ⇔√ ─

─  

 2  

 

⅜ ⇔√ ─ ─  

L  ┘ ─ ⁸ ┘ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─

⁸ ⌐ ∆╢ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─  
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3.  

3.1 我が国における水銀廃棄物の現状 

⅜ ⌐⅔™≡ ∆╢ │⁸ ─ ≤ ⁸ ⅝ↄ ↑≡ ⁸ ⁸

─ ≈⌐ ↕╣╢⁹ ⌐≈™≡│⁸ ≢ ─ ≢№╢╙─≤⁸

╩ ╗ ╛ ⅛╠ ↕╣√╙─⅜ ⅎ╠╣╢⅜⁸ ⁸ ⇔≡ ≤⇔≡ ╡ ╦╣

≡™╢⁹ ⁸ ╛ ┼─ⱥ▪ꜞfi◓ ⌐╟╢≤⁸∕╣∙╣─ │

─≤⅔╡≢№╢⁹ 

表 3.1.1 我が国において発生する水銀廃棄物の具体例 

水銀廃棄物の分類 水銀廃棄物の具体例 

 

ⱳ꜡◦ⱷכ♃כ⌐ ↕╣√ ⁸ ⁸ ●☻ ⅛╠

↕╣√  

╛ ⅛╠ ↕╣√  

 ╩ ╗ ⁸ ↕ ⅎ ⁸┌™∂╪  

 

Ⱳ♃fi ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ה♅♇▬☻

⁸כ꜠ꜞ ▪ⱴꜟ●ⱶ⁸꞉◒♅fi ♅ⱷ꜡◘כꜟ ⁸

 

 

 ⅜ ⌐⅔↑╢ ⌐ ∆╢ⱴ♥ꜞ▪ꜟⱨ꜡כ 2010 ⱬכ☻ ─ 1⌐╟╢≤⁸ 60

70♩fi─ ⁸ ≤⇔≡ ╡ ╦╣≡™╢╙─╩ ╗⁹ ⅜ ⇔≡™╢≤ ↕╣⁸

↓─℮∟ 50♩fi─ ⅜ ♩fi⁸ ⅜ 40♩fi⁸

⅜ ♩fi ⅜ ה ↕╣⁸∕─╒≤╪≥⅜ ↕╣≡™╢  3.1.1 ⁹

─ ●☻ ⅛╠ ↕╣╢☻ꜝ♇☺ │ ╩ ∆╢ ≤⇔≡ ╡ ╦╣≡™

╢⁹ ─ ⅜ ─ 8 ╩ ╘≡™╢⁹ 

⌂⅔⁸ ⱴ♥ꜞ▪ꜟⱨ꜡⁸│כ ─ ┼─ⱥ▪ꜞfi◓ ⁸ ┘ ─

┼─▪fi◔כ♩ ─ ⌐ ≠ↄ ╩ ⇔√╙─≢№╡⁸ ≡─ ╩ ⇔√╙─≢│

⌂™⁹╕√⁸↓─╒⅛⁸ №╢™│ ⇔≡™⌂™⅜ ↕╣≡™⌂™

⅜ ∆╢⁹ 

                                                   
1 http://www.env.go.jp/press/file_view.php?serial=21803&hou_id=16475 
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図 3.1.1 日本における廃棄物等に含まれる水銀のフロー（2010 年度ベース） 

 

 

3.2 廃金属水銀・水銀汚染物の現状と今後の見通し 

33..22..11  現現行行のの廃廃棄棄物物処処理理法法のの規規制制  

 ─ ┘ ⌂ ⌐ ∆╢ ─ ≤⇔≡│⁸ ⅜№╢⁹ 

表 3.2.1 水銀廃棄物の環境上適正な管理に関する関連法令（廃棄物処理法関連） 

法令名 条項 規定事項 

─ ┘ ⌐

∆╢  

  

⁸ ⁸

⁸  

⁸ ⁸

⁸  

 ─ ⁸  ─  

 10  ─  

 12  ─  

 12 ─  ─ ⌐ ╢  

 15 ─ ─  ─ ┘  

 15 ─ ─   

 18  ─  

─ ┘ ⌐

∆╢  

⁸   

 ─ ⱱ⁸♩⁸

꞊ 
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法令名 条項 規定事項 

  ─ ⁸ ⁸ ─  

 ─  ─ ⁸ ⁸

─  

  ─ ⁸ ⁸ ─  

 ─  ─ ⁸ ⁸

─  

─ ┘ ⌐

∆╢  

─ ⁸ ⁸

26  

─ ─ ≢ ╘╢  

  ─ ─  

 ─  ─ ─ ─

 

   

 ─ 13  

 12 ⁸ 12 ─  ─ ─  

 12 ─ ⁸ 12 ─  ─ ─ ─

 

╩ ╗ ⌐

╢ ╩ ╘╢  

⁸  ─ ⌐ ╢  

╩ ╗ ⌐

╢ ╩ ╘╢  

⁸ ⁸

 

─ ⌐ ╢

 

 

（１） 廃棄物の分類 

ה │⁸ ─ ⁸ ╛ ⌐ ≠⅝⁸ ⁸

⁸ ⁸ ⌐ ↕╣╢⁹ 

表 3.2.2 廃金属水銀及び水銀汚染物の現行の廃棄物処理法上の分類 

水銀廃棄物 具体例 現行の廃棄物処理法上の分類 

  ┘ │⁸ ≤

⇔≡ ↕╣≡™╢√╘⁸ ⌐│

⌐ ⇔⌂™  

 5♩fi/ ─

⅛╠ ∆╢┌™∂╪ ∂╪ ≢ ╘

╠╣√╙─  

 

 5♩fi/ ─

⅛╠ ∆╢┌™∂╪ 

 

 ↕™⁸┌™∂╪⁸ ┘∕╣╠─

ה ▪ꜟ◌ꜞ╩ ↄ  

─ 0.005mg/L

─

 

0.005mg/L ─  

 ↕™⁸┌™∂╪⁸ ─ * ה

▪ꜟ◌ꜞ─  

ה ▪ꜟ◌ꜞ ┘∕╣╠─ *

ה ▪ꜟ◌ꜞ─  

0.05mg/L ─

 

0.05mg/L ─  
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水銀廃棄物 具体例 現行の廃棄物処理法上の分類 

 ⅎ ⁸ ─ ⅛╠ ↕╣√

┌™∂╪⁸ ⁸ ⁸ ▪ꜟ◌ꜞ⁸∕

─ ─ ≢ ⌐ ↕╣≡™

╢╙─ 

 

 ─ ⌐╟╡ ∂√ ⌐ ↕╣

√ ⁸ ⁸ ↕™⁸ ⁸ ⅎ ⁸

⁸ ⁸ ▪ꜟ◌ꜞ⁸┌™∂╪ ⁸

∕╣╠─  

─ 0.005mg/L

─ ⁸ ↕™⁸ ⁸┌™∂╪ ┘

↓╣╠─ ⁸∕╣

 

*┌™∂╪⁸ ⁸ ⁸ ▪ꜟ◌ꜞ⌐≈™≡│⁸ ─ ⌐⅔™≡ ∂√╙─⌐ ╢⁹ 

**⌂⅔⁸ ⌐ ↕╣√ │⁸ ─ ⌐ ⇔⌂™⁹ ─

0.0005mg/L ⁸ 15mg/kg─ │⁸ ─₈ ₉⌐ ∆╢⁹ 

 

（２） 収集・運搬・処分基準 

⌐⅔™≡│⁸ ─ ⁸ ⁸ ⁸

⌐ ה ה ⅜ ↕╣≡™╢⁹ ⌂ ≤⇔≡│⁸ ⅜№╢⁹

─ ⌐ ╢ ⌐≈™≡│◖ꜝⱶ  

表 3.2.3 廃金属水銀及び水銀汚染物の処分に関する現行の廃棄物処理法の規定 

廃棄物 処分基準 

 

 · ╩ ∫≡│⌂╠⌂™ 4 ─ 2

3 ⁹ 

· ╩ ∫≡│⌂╠⌂™ 4

─ 2 4  

 ⅎ ⁸┌™∂╪⁸

⌐ ∆╢╙─

╩ ↄ  

· ╩ ╗ ─ ⌐ ∆╢  

52 03 14 5 ⌐ ╘╢

≢ ⇔√╙─╩ ∆╢ ⁸ ⌂

─ ─ ≢№╢↓≤╩

6 3 Ɫ  

· ⅎ ⁸┌™∂╪⁸ │↓╣╠╩ ⇔√╙

─│⁸ ≢ ╘╢ ─

0.005mg/L ⁸▪ꜟ◐ꜟ ⌐ ∆

╢╙─⌐∆╢⅛⁸ ╩ ╗ ─ ⌐

∆╢ ⌐ ≠⅝ ⇔≡⅛╠ ∆

╢ 6 3 ♃  

 

┌™∂╪⁸ ⅛╠

↕╣√╙─⌐ ╢

─ 0.005mg/L ⁸ │▪ꜟ

◐ꜟ  

· ╩ ╗ ─ ⌐ ∆╢  

52 03 14 5 ⌐ ╘╢

≢ ⇔√╙─ ∆╢ ⁸ ⌂

─ ─ ≢№╢↓≤╩ 6

3 Ɫ  



 

12 

廃棄物 処分基準 

· ┌™∂╪⁸ │↓╣╠╩ ⇔√╙─│⁸

≢ ╘╢ ─ 0.005mg/L

⁸▪ꜟ◐ꜟ ⌐ ∆╢╙─⌐∆

╢⅛⁸ ╩ ╗ ─ ⌐ ∆╢

⌐ ≠⅝ ⇔≡⅛╠ ∆╢ 6 ─

5 3 ♃  

 ⁸ ▪ꜟ◌ꜞ

0.05mg/L ⁸ │▪ꜟ◐ꜟ

╩ ╗  

· │ ▪ꜟ◌ꜞ─ │ │⁸↓╣╠─

⌐╟╢ ─ │ ⌐ ╢

⅜ ∏╢⅔∕╣╩⌂ↄ∆╢ ≤⇔≡

⅜ ╘╢ ⌐╟╡ ℮ 6 ─ 5 2

꜡  

 

∕ ǵыѝḨ ǵ Ǐ  

 ⅎ ⁸┌™∂╪⁸ │↓╣╠╩ ⇔√╙─≢⁸ 13 48 2 17

₈ ⌐ ╕╣╢ ─ ₉╩ ™≡ ╩ ∫√ ⁸ ─ │

∕─ ─ ⅜ 0.005mg/L ╩ ⅎ√╙─│⁸ ≢│⌂ↄ ┼─

⅜ ↑╠╣╢⁹↓─ 0.005mg/L ≤™℮ │⁸ ⌐ ╢ ─

─ ⌐ ∆╢ ⌐ ≠⅝ ↕╣≡™╢⁹ ─ ⌐ ╢ │⁸

0.02mg/L⁸▪ꜟ◐ꜟ 0.001mg/L≢№∫√⅜⁸∕─ ─ ⅜ ⇔⁸ ┘▪ꜟ

◐ꜟ ─ ⅜ 0.0005mg/L≤⌂∫√↓≤⅛╠⁸ ─ ╩ ⇔≡⁸ ─

⅜ 0.0005mg/L ≤⌂∫√⁹↓─ ⌐ ≠⅝⁸10 ─ ╩ ⇔√ ⅜

≤⇔≡ ↕╣≡⅔╡⁸0.005mg/L│ ≤ ⇔™ ≤⌂∫≡™╢⁹ 

 

 

33..22..22  廃廃金金属属水水銀銀・・水水銀銀汚汚染染物物のの排排出出状状況況のの概概観観、、条条約約発発効効後後のの状状況況のの見見通通しし  

╩ ∂≡ ↕╣√ ─ ╩╙≈ 344 ╩ ⌐⇔√▪fi◔

♩כ 36.9% ┘₈ ⅜ ─ ⌐ ∆╢ⱴ♥ꜞ▪ꜟⱨ꜡כ 2010 ⱬכ☻ ₉─

⌐╟╢≤⁸ ⅜ ⌐⅔™≡ ∆╢ ╛ ⅜ ─ ╙

╗⁹ ─ ⁸ ⁸ │ ─≤⅔╡≢№╢⁹⌂⅔⁸ ─ │ ≢

⇔√ ⌐ ≠⅝ ה ⇔√ ╩ ⇔√╙─≢№╡⁸ ≡─ ╩ ⇔√╙─≢│⌂™⁹ 

表 3.2.4 我が国において発生する廃金属水銀・水銀汚染物等の中間処理量・水銀回収量 

廃製品以外の産業廃棄物等の
種類 

中間処理量（kg） 
水銀回収量 
（kg） 焼却 

硫化・固化 
中和・不溶化等 

水銀回収 

 223,400 615,027 75,717,700 39,576 

 ☻ꜝ♇☺ 0 0 659,030 36,202 

 ☻ꜝ♇☺ ⁸☻ꜝꜞ

כ  

215,417 252,481 1,708,160 3,229 
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廃製品以外の産業廃棄物等の
種類 

中間処理量（kg） 
水銀回収量 
（kg） 焼却 

硫化・固化 
中和・不溶化等 

水銀回収 

 ♄☻♩ ┌™∂╪  0 0 73,323,000 142 

  0 0 34,000 1.5 

 ⁸ ▪ꜟ◌ꜞ  89 362,471 27,460 1.01 

  7,850 0 50 0.00125 

  44 75 0 0 

 8,656 8,656 

  ˈ 909 

 ⱳ꜡◦ⱷכ♃כ ⌐ ™

╠╣√  

ˈ 685 

 ●☻ ⅛╠ ↕╣√

 

ˈ 646 

 ⅛╠ ↕╣

√  

ˈ 308 

 ∕─  ˈ 6,108 

  

╕√⁸ ─ ⅜ ╕╣╢ ⱥ▪ꜞfi◓⌐╟╡⁸ ╩ ╗ ─ ≤

⌐≈™≡ ╩ ∫√≤↓╤⁸ ╩ ⌡ 10,000ppm ╗ ⅛╠│ ⅜ ╦

╣≡⅔╡⁸ ⅜ ─ ⌡ 10ppm │⁸ ↕╣≡™╢ ⅜ ↕╣√⁹ 

⅜ ↕╣╢ │⁸ ─≤⅔╡ 920♩fi ≢№╢⁹ 

 

表 3.2.5 水銀回収される水銀含有排出物（排出源別） 

 水銀含有排出物 年間発生量 水銀濃度 水銀溶出試験結果 水銀回収量 

非鉄金属

製錬施設 

●☻ ☻ꜝ♇☺ 659♩fi 0.5% 30%

 

55,000 

ppm*  

 

0.005mg/L  

36.2 t-Hg 

原油天然

ガス生産

施設 

☿Ɽ꜠ה♃כ♃fi◒⅛╠

─☻ꜝ♇☺⁸ ⅛╠

─☻ꜝ♇☺⁸  

263♩fi

☻

ꜝ♇☺ ╩

ↄ  

8,400ppm

* 

35mg/L 2.2t-Hg 

 ☿Ɽ꜠ה♃כ♃fi

◒⅛╠─☻ꜝ♇☺

 

16♩fi 43,000ppm*  0.71 t-Hg 

* │ ≤ ⅛╠ ⅜ ⇔√  

 

 ╕√⁸ ⅛╠ ↕╣╢ │ ─≤⅔╡ 755 ♩fi ≢№╡⁸╒╓

≡─ ⅜ 0.005mg/L╩ ∫≡™√⁹ ╩ ╢ ≤⇔≡│⁸

─ ↕─ ≤ ⅛╠ ↕╣╢ ─↔ↄ ⅜ ↕╣√⁹ 
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表 3.2.6 最終処分される水銀含有排出物（排出源別） 

 
水銀含有排出物 年間処分量 水銀濃度 

年間処分量に含

まれる水銀量 
処分先 

一 廃 焼

却 

↕ 347 ♩fi 2.6 5.4 ppm* 9.1 18.7 t-Hg  

産 廃 焼

却 

ⅎ  151 ♩fi   

0.67 3.8 t-Hg 

 

┌™∂╪ 145 ♩fi 0.46 2.6 ppm*  

非 鉄 金

属製錬 

 10 ♩fi 1 ppm  0.05 t-Hg   

9.5♩fi 1 ppm  0.05 t-Hg   

 2,082 ♩fi 0.8 160 ppm* 0.34 t-Hg  

2,527♩fi

50,183m
3
 

 0.59 t-Hg  

    1.0 t-Hg   

石 炭 火

力 発 電

所注１ 

 41 ♩fi 0.154 ppm 0.064 t-Hg  

 0.2 ♩fi 0.478 ppm 0.0008 t-Hg  

 8.2 ♩fi 6.81 ppm 0.55 t-Hg 

⁸

⌐  

    0.61 t-Hg  

下 水 汚

泥焼却 

 45 ♩fi 0.11 0.51 ppm* 0.05 0.23 t-Hg  

二 次 製

鉄 ♄☻♩ 
4.4 ♩fi 2.0 ppm 0.088 t-Hg 

◖fi◒ꜞכ♩

⁸

⌐  

一 次 製

鉄 

♄☻♩ 0.4 ♩fi 0.716 ppm 0.0030 t-Hg  

 0.4 ♩fi 8.34 ppm 0.037 t-Hg  

    0.04 t-Hg  

石 炭 焚

き 産 業

用 ボ イ

ラ 

 1.4 ♩fi 0.154 ppm 0.0020 t-Hg  

火葬場  116♩fi 1.68 ppm 0.00019 t-Hg 

 

 

 0.16 ♩fi 0.05 ppm  0.000082 t-Hg 

 

 

* │ ≤ ⅛╠ ⅜ ⇔√  

─ ─ ┘ ⌐ ╕╣╢ ⌐≈™≡│⁸
┼─ⱥ▪ꜞfi◓ ╩╙≤⌐ ⇔√ ⁹╕√⁸ │ ⱥ▪ꜞfi◓ ≢ ↕╣√ ⁹

⌐≈™≡│⁸↔ↄ ⅜◖fi◒ꜞכ♩ ⌐ ⌐ ↕╣≡™╢⁹ 

♄☻♩ ⌐ ↕╣≡™╢ ─ │⁸ ⌐ ─ ≢№╢⅜⁸
∕╣ ─ ⅜ ╩ √∆↓≤⌐╟╡⁸ ≤⇔≡ ╡ ╦╣≡™╢⁹  

 

 

 ─ ⌐ ∆╢ ─ ⌐≈™≡│⁸ⱥ▪ꜞfi◓─ ⁸ ╩ ∆╢

⌐ │⌂ↄ⁸ ─ ╙ ╩ ⅝ↄ ╢↓≤⅛╠⁸ ─₈ ₉⌐

∑∏⁸ ⌐♩כꜟꜟ◒▬◘ꜞ─ ⅜⌂™ ╡⁸ ─ │ ⅎ╠╣⌂™≤─ ⅜ ≢

№∫√⁹ ⁸ ─ ™ ╩ ∆╢ │⁸ ☻ꜝ♇☺⌐ ⁸ ─

⅜ ╕╣╢↓≤⅛╠⁸ ╙ ⌐╟╢☻ꜝ♇☺⅛╠─ ⁸ ┘☻ꜝ♇☺─

┼─ ≤™℮ ⌐♩כꜟ │⌂™≤⇔⌂⅜╠╙⁸↓╣╕≢ ⇔≡™√ ╩
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∆╢↓≤≤⌂∫√ ─ ─ ⌐≈™≡ ╩ ⇔≡™√⁹ 

 

33..22..33  主主要要なな排排出出源源別別状状況況  

 ⌐≈™≡⁸ ╩ ╗ ─ⱨ꜡כ ╩ ∆⁹ ⱨ꜡כ ─ │ ⌐ ∆⁹

⌂⅔⁸ⱨ꜡כ ─ ≤ │ ⌐ ⇔≡™╢√╘⁸ ─ ⅜≤╣≡™⌂™ ⅜№╢⁹

╕√⁸ ⅜ ╦╣╢╙─⁸ ↕╣╢╙─│⁸ⱨ꜡כ ↑≢ ⇔≡™╢⁹ 

 

（１） 非鉄金属製錬施設 

 ─ 2010 ─ ⱨ꜡כ│ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 

INPUT

INPUT

1.1 t-Hg 36.2 t-Hg

0.92 t-Hg 0.097 t-Hg

51 t-Hg

0.6 t-Hg

1.2 t-Hg 0.94 t-Hg

 

*ⱨ꜡כ ┘ⱨ꜡כ ┼─ 25 ⱥ▪ꜞfi◓  

図 3.2.1 非鉄金属製錬施設の排出フロー 
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（２） 原油・天然ガス生産施設 

ה  ●☻ ─ 2010 ─ ⱨ꜡כ│ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 

0.002 t-Hg

VOC

0.71 t-Hg

CO2

 

ⱨ꜡כ ┼─ 25 ⱥ▪ꜞfi◓ ╩╙≤⌐  

ⱨ꜡כ ₈ ⅜ ─ ⌐ ∆╢ⱴ♥ꜞ▪ꜟⱨ꜡כ 2010 ⱬכ☻ ₉ ╩ⱬכ☻⌐ 25

╩ ™≡ ⁹⌂⅔⁸ ╩ ╗ ─ ┘ │ ─ⱥ▪ꜞfi◓ ╩ ⇔ ╦∑√ ⁹ 

β1 ☻ꜝ♇☺─ │ ⁹ 

図 3.2.2 原油・天然ガス生産施設の排出フロー 

（３） 一般廃棄物焼却施設 

 ─ 2010 ─ ⱨ꜡כ│ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 

0.22 t-Hg

0.31 t-Hg

 
*ⱨ꜡כ ┼─ 23 ⱥ▪ꜞfi◓ ╩╙≤⌐  

*ⱨ꜡כ ₈ ⅜ ─ ⌐ ∆╢ⱴ♥ꜞ▪ꜟⱨ꜡כ 2010 ⱬכ☻ ₉ ⌐⅔↑╢  

図 3.2.3 一般廃棄物焼却施設の排出フロー 

β1 
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（４） 産業廃棄物焼却施設 

 ─ 2010 ─ ⱨ꜡כ│ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 

 
*ⱨ꜡כ ┼─ 23 ⱥ▪ꜞfi◓ ╩╙≤⌐  

*ⱨ꜡כ ₈ ⅜ ─ ⌐ ∆╢ⱴ♥ꜞ▪ꜟⱨ꜡כ 2010 ⱬכ☻ ₉ ╩ⱬכ☻⌐ 25

╩ ™≡ ⁹ │₈ 25 ╩  

図 3.2.4 産業廃棄物焼却施設の排出フロー 

 

（５） 石炭火力発電所 

 ─ 2010 ─ ⱨ꜡כ│ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 

99.9% 80.7% 19.3%

(
)

0.68 t-Hg

0.1%

1.33 t-Hg

95.4% 4.6%

0.80 t-Hg

3.1 t-Hg

1.39 t-Hg

(
)

0.13 t-Hg0.0008 t-Hg 0.80 t-Hg 0.55 t-Hg0.83 t-Hg 0.30 t-Hg 0.064 t-Hg0.21 t-Hg

22.3%62.1% 15.6%

 
*ⱨ꜡כ ┼─ 23 ⱥ▪ꜞfi◓ ╩╙≤⌐  

*ⱨ꜡כ ┼─ 25 ⱥ▪ꜞfi◓ ╩ⱬ⁸⌐☻כ ─ ╩

™≡  

図 3.2.5 石炭火力発電所の排出フロー 
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（６） 下水汚泥焼却施設 

 ─ 2010 ─ ⱨ꜡כ│ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 

0.12 t-Hg

1

 

ⱨ꜡כ ⱱכⱶⱭכ☺╩╙≤⌐  

ⱨ꜡כ ₈ ⅜ ─ ⌐ ∆╢ⱴ♥ꜞ▪ꜟⱨ꜡כ 2010 ⱬכ☻ ₉ ╩ⱬכ☻⌐ 25

╩ ™≡  

図 3.2.6 下水汚泥焼却施設の排出フロー 

 

（７） 二次製鉄プラント 

 ⱪꜝfi♩─ 2010 ─ ⱨ꜡כ│ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 

0.62 t-Hg

0.088 t-Hg  

ⱨ꜡כ ┼─ 25 ⱥ▪ꜞfi◓  

ⱨ꜡כ ₈ ⅜ ─ ⌐ ∆╢ⱴ♥ꜞ▪ꜟⱨ꜡כ 2010 ⱬכ☻ ₉ ⁸ ┼─ 25

ⱥ▪ꜞfi◓  

β ─ │⁸ ─ ╩ ™√⁹ ⇔⁸ │ ─ⱷכ◌כ⌐≡ ↕╣√

╙─≢№╡⁸◘fiⱪꜟ │ n=19 ≢№╢↓≤⌐ ∆╢ ⅜№╢⁹ 

図 3.2.7 二次製鉄プラントの排出フロー 

β  
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（８） 一次製鉄プラント 

 ⱪꜝfi♩─ 2010 ─ ⱨ꜡כ│ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 

4.1 t-Hg

0.037 t-Hg

0.003 t-Hg  
ⱨ꜡כ ┼─ 25 ⱥ▪ꜞfi◓  

ⱨ꜡כ ₈ ⅜ ─ ⌐ ∆╢ⱴ♥ꜞ▪ꜟⱨ꜡כ 2010 ⱬכ☻ ₉ ⁸ ┼─ 25

ⱥ▪ꜞfi◓  

β1  2010 │ ─ ⅜ ╦╣√⅜⁸ ≢│ⱪ꜡☿☻ ꜞ◘▬◒ꜟ─ ⌐╟╡⁸ ⌂

│ ╦╣≡™⌂™⁹ 

β2  ─ │⁸ ─ ₈ ⌐⅔↑╢ ₉

ה 2007 ⌐ ╩♃כ♦─ ™√ ◘fiⱪꜟ │ n=1⌂™⇔ n=3 ⁹ 

図 3.2.8 一次製鉄プラントの排出フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

β2  

β2  

β1  
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（９） 石炭焚き産業用ボイラ 

 ⅝ Ⱳ▬ꜝ─ 2010 ─ ⱨ꜡כ│ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 

0.21 t-Hg

0.77 t-Hg

0.16 t-Hg

0.398 t-Hg

0.32 t-Hg 0.031 t-Hg

0.40 t-Hg

0.0020 t-Hg0.050 t-Hg

(
)

(
)

99.5% 100%0.5%

0.16 t-Hg  
*ⱨ꜡כ Ⱳ▬ꜝ ┼─ 23 ⱥ▪ꜞfi◓ ╩╙≤⌐  

*ⱨ꜡כ ₈ ⅜ ─ ⌐ ∆╢ⱴ♥ꜞ▪ꜟⱨ꜡כ 2010 ⱬכ☻ ₉ ╩ⱬ⁸⌐☻כ

21 ╩ ™≡ ╩   

図 3.2.9 石炭焚き産業用ボイラの排出フロー 

 

（１０） 火葬場 

 ─ 2010 ─ ⱨ꜡כ│ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 

0.065 t-Hg

115 t1,637 t

 
ⱨ꜡כ ┘ⱨ꜡כ ₈ ⌐⅔↑╢ ─ ┘ ⌐ ∆╢  20

21  ₉╩  

図 3.2.10 火葬場の排出フロー 
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（１１） セメント製造施設 

 ☿ⱷfi♩ ─ 2010 ─ ⱨ꜡כ│ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 

0.58 t-Hg

0.22 t-Hg

1.2 t-Hg

0.84 t-Hg

0.19 t-Hg

0.29 t-Hg 1.3 t-Hg

5.3 t-Hg

 
ⱨ꜡כ ☿ⱷfi♩ ⱱכⱶⱭכ☺ ┘ ┼─ⱥ▪ꜞfi◓╩╙≤⌐  

ⱨ꜡כ ₈ ⅜ ─ ⌐ ∆╢ⱴ♥ꜞ▪ꜟⱨ꜡כ 2010 ⱬכ☻ ₉ ╩ⱬכ☻⌐ 25

╩ ™≡  

図 3.2.11 セメント製造施設の排出フロー 
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（１２） 石灰製品製造施設 

 ─ 2010 ─ ⱨ꜡כ│ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 

0.055 t-Hg

 

ⱨ꜡כ ₈ ⅜ ─ ⌐ ∆╢ⱴ♥ꜞ▪ꜟⱨ꜡כ 2010 ⱬכ☻ ₉ ╩ⱬכ☻⌐ 25

╩ ™≡  

≢ ↕╣╢┌™∂╪─ │ ⁹ 

図 3.2.12 石灰製品製造施設の排出フロー 

 

 

3.3 水銀添加廃製品の現状と今後の見通し 

33..33..11  現現行行のの廃廃棄棄物物処処理理法法のの規規制制  

（１） 廃棄物の分類 

 │⁸ ─ ⁸ ⅛╠ ↕╣√╙─│ ≤╖⌂↕╣⁸

⌐ ∫≡ ↕╣√ │⁸∕─╙── ⌐╟∫≡ ↕╣╢⁹ ⅎ┌⁸ │ ↄ

∏⁸●ꜝ☻ↄ∏ ─ ≤⇔≡ ╡ ╦╣╢⁹ 

表 3.3.1 水銀添加廃製品の現行の廃棄物処理法上の分類 

水銀廃棄物 具体例 現行の廃棄物処理法上の分類 

 ⁸ ⁸

⁸ ♄▬ꜘⱨꜝ

ⱶ◦כꜟ  

 

 ⁸  ⅛╠ ∆╢

 

 

⅛╠ ∆╢  

⅛╠ ∆╢  

 Ⱳ♃fi  

 כ꜠ꜞה♅♇▬☻ 

 ꜝfiⱪ⁸HID ꜝfiⱪ  
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水銀廃棄物 具体例 現行の廃棄物処理法上の分類 

 ↕╣∏⌐ ⅛╠

↕╣╢╙─ ⁸ ♩ꜝ♇ⱪ≢ ↕

╣√ ▪ⱴꜟ●ⱶ 

 

 ↕╣∏⌐ ⅛╠

↕╣╢╙─  

2
 

 

（２） 収集・運搬・処分基準 

⌐⅔™≡│⁸ ─ ⁸ ⌐ ה ה ⅜

↕╣≡™╢⁹ ⌐ ╦╢ ≤⇔≡│⁸ ⅜№╢⁹ 

表 3.3.2 水銀添加廃製品の処分に関する現行の廃棄物処理法の規定 

水銀添加製品を 
含む廃棄物 

廃棄物処理法の規定 関連規定 

♥꜠ⱦ

│∕─ ╩

╗ ╩ ╗

╙─  

· 

 

 ⌐ ∆╢

─℮∟

╩™℮⁹ ♩⌐⅔

™≡ ∂⁹─ │ ╩

℮ ⌐│⁸ ⅜

╘╢ ⌐╟╡ ℮↓≤

3 2 Ⱬ  

· ─

╩ ℮ ⌐│⁸№

╠⅛∂╘⁸ Ⱬ─ ⌐╟

╡ ⇔⁸ │ ∆╢↓≤

3 3 ♩  

┘

─ │ ─ ≤⇔≡

⅜ ╘╢  

─℮∟ │∕─ ₈

₉≤™℮⁹ ╩ ╗╙─⌐≈™≡⁸ ─≤

⅔╡≤∆╢⁹ 

(1) ╩ ™≡ ∆╢≤≤╙⌐⁸

⌐ ∫≡ ∏╢ │┌™∂╪⌐≈

™≡╙(2) │(3)─™∏╣⅛─ ⌐╟

╡ ∆╢ ⁹ 

(2) ╩ ™≡ ⌂ ─ ≤

⌐ ╡ −⁸ ⅜ ⇔⌂™╟

℮ ⌐ ⇔√ ⌐∆╢ ⁹ 

(3) ┌™ ╩ ™≡┌™ ∆╢≤≤╙

⌐⁸┌™ ⌐╟╡ ∆╢ ●☻╩

∆╢ ╩ ™≡ ●☻╩

∆╢ ⁹ 

 Ί ─ ⌐ ∆╢

 

⅛╠ ⁸ꜞ♅►ⱶ▬○fi

הꜟ◔♇♬⁸ ⁸♃▬ꜘ⁸ ⁸

┘ ─ ₈

₉≤™℮⁹ ╩ ⇔⁸ ⅛≈

⌐ ⌂ ≢⁸ ─

                                                   
2 ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢╙─╙№╢⅜⁸ ⁸ ⌂≥│ ─ ⌐

↕╣≡™⌂™√╘⁸ ⌐│ ↕╣⌂™⁹ 
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水銀添加製品を 
含む廃棄物 

廃棄物処理法の規定 関連規定 

╩ ╠ ℮⅛⁸ │ ╩ ≤⇔≡

℮↓≤⅜≢⅝╢ ⌐ ╩ ⅝

∆↓≤ 9 2 ⁹ 

 

 

33..33..22  水水銀銀添添加加廃廃製製品品のの排排出出状状況況のの概概観観、、条条約約発発効効後後のの状状況況のの見見通通しし  

 ⅛╠ ⅜ ↕╣≡™╢↓≤⅜ ≢⅝√ ─ ≤ │ ─≤⅔

╡≢№╢⁹▪fi◔כ♩ ⌐ ⇔√ ⅜ ╩ ∫√ ─ ≢№╡⁸

≢│⌂™⁹ 

表 3.3.3 水銀回収が確認された水銀添加廃製品の回収量と水銀回収量（平成 22 年度） 

製品 一般廃棄物回収量（水銀回収量） 産業廃棄物回収量（水銀回収量） 

ꜝfiⱪ 5,147♩fi 204kg  

1.2 ♩fi* 

8,000♩fi 1,487kg  

 11,200♩fi 193kg  

2 ♩fi* 

1,163♩fi 326kg  

 0.3♩fi 21kg  9.4♩fi 503kg  

* ─ │⁸ ╩ ™≡ ▪fi◔כ♩ ₈ 23 23 

⅛╠─ ₉ ⌐╟╢⁹ │⁸ ⌐ ∆╢▪fi◔כ♩ ₈

24 ⌐ ∆╢ ⌂ ╖ ₉ ≢ ↕╣√ ≢№╡⁸ ≢│⌂™⁹ 

 

 3.3.4⌐⁸ ─ ⌐ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ─

⁸ ─ ™⁸ ─ ⁸ ─ ⌐ ⇔√⁹ 
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表 3.3.4 水銀添加製品の一覧（用途、水銀年間使用量、水銀含有量、水銀回収量、代替化の動向、条約上の扱い、運搬時の水銀飛散性、処理方法） 

水銀添加製品 用途（廃製品

の排出源） 

水銀年間使用量 水銀含有

量 

水銀回収量 代替化の動向  条約上の扱い  運搬時の水銀

飛散性 注 3 

処理方法［水銀回収の有無 注 5］ 

       （2010 年） 注釈 注 1 注 2  根拠 一廃 注 4 産廃 

1  

  

  

  

  

Ⱳ♃fi

 

 

⁸

⁸Ⱳ♃fi

 

0.378 t 

 

 

 

0.1 wt% ₒ 0x.36t 

ₒ 0x.19t 

ⱷכ◌כ│

⌐  

 

⌐╟

╢ №╡  

A 

з  

ה  ↄ─ ⅜

 

 

)ה ) ⅜

 

╡  

ה ꜞ◘▬◒ꜟ

⅜ ╖ ╕╣≡

™╢

 

 

ה ↄ∏⁸ ≤⇔≡  

╡  

)ה ) ⅜  

╡  

▪ꜟ◌ꜞⱲ♃

fi  ⁸ ⁸

Ⱳ♃fi

 

0.103t 

0.2 wt% ≢│ 2020 ╕≢

⌐ ─ ⁹√

∞⇔⁸ ⌂ ⱷכ

⅜▪▼◦─כ◌ ╘≡

™ 

 A 

з  

 

 

⁸ ⁸

Ⱳ♃fi

⁸

 

0.515t 

0.3 wt%   

⌐╟

╢ №╡  

A 

з  

 

   ⁸

 

0 t 

 

0% ≢│ ╖  A 

з  

ה  ↄ─ ⅜

♩כꜟ  

כꜟ

♩│ ╡⁹∕─ │

 

ה ꜞ◘▬◒ꜟ  

 

ה ↄ∏⁸ ≤⇔≡  

╡  

2

  

●ꜝ☻

 

⁸

⁸ ⱦꜟ⁸

 

0.38 t 

 

 

3.7 g/  ₒ 0x.50t 

ₒ 0x.02t 

* ╩

ↄ 

♦☺♃ꜟ ≢

∞⅜⁸

≢│  

 

─╙

─⁹ ⌐╟╢

№╡  

A 

з  

ה    ⌐●ꜝ☻ↄ∏≤⇔≡  

╡  

ה │ ⅜

 

╡  

 

⁸  0.36 t 

 

 

100 g/  0 400ϴ≢│

≢ ∞⅜⁸400

600ϴ ─

─ ≢│  

 

♄▬ꜘ

ⱨꜝⱶ◦כꜟ

 

ה ה
ⱪꜝ☻♅♇◒
─  

0.046 t 

 

 

40 g/  ◦ꜞ◖fi○▬ꜟ≢

∞⅜⁸

─ ≢│  

 

 

 

0.04 t 

 

 

2 kg/ ה    ⌐●ꜝ☻ↄ∏≤⇔≡  

╡  

       

 

 A─  A 

з  

 

 

 

Ᵽꜝfi◘כ       

 

 A─  A 

з  

 

 

 

 

  

0.021 t 

 

 

1.5 kg/  

 

│№╢⅜⁸

─ ≢ ⌐

│  

A─  A 

(b) 

ה    ⌐●ꜝ☻ↄ∏≤⇔≡  

 

ה │ ⅜

 

╡  

●ꜝ☻

  

0.005 t 

 

5 g/  

 

 A─  A 

(b) 

 

 

 

 

┘

     

 

 A─  A 

(b) 

∑∏

⌐ ┬  
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水銀添加製品 用途（廃製品

の排出源） 

水銀年間使用量 水銀含有

量 

水銀回収量 代替化の動向  条約上の扱い  運搬時の水銀

飛散性 注 3 

処理方法［水銀回収の有無 注 5］ 

       （2010 年） 注釈 注 1 注 2  根拠 一廃 注 4 産廃 

ꜝfiⱪ 

⌐ ™╢

 

     

 

 A─  A 

(b) 

∑∏

⌐ ┬  
 

ה ≤⇔≡  

╡  

 

 ⁸

⁸

 

0t 

 

1.2 g/  

 

┼─ ⅜

╪≢™╢ 

 

─╙

─⁹ ⌐╟╢

№╡  

A 

з  

ה  ─ ⅜

 

╡  

ↄ∏⁸☻ꜝ●ה ↄ∏⁸

ⱪꜝ≤⇔≡  

╡  

ה │ ⅜

 

╡  

  1.9 t 

 

 

47.6 g/  

 

┼─ ╡

ⅎ⅜ ╪≢™╢ 

ה  ─ ⅜

 

╡  

 

 

 

      ⱷ1כ◌כ ⅜

╡ ∫≡™╢⁹

│ ⁹ 

A─  A 

з  

∑∏

⌐ ┬  

  

3

☻▬♇

♅⁸ꜞ

 כ꜠

☻▬♇♅ ⁸

◄▪◖fi כ꜠ꜞ  

ꜞ◘▬◒

ꜟ  

0 t 

 

g/  ₒ 0x.34t ≢│ 1996

│  

 

⅔╟┘

⌐╟╢

№╡  

A 

з  

∑∏

⌐ ┬  

ה ꜞ◘▬◒ꜟ  

╡  

ה ꜞ◘▬◒ꜟ  

╡  

 

 

0 t 

 

  ≢│ 2003

⁹√∞⇔

│⁸

⁹ 

ה  ꜞ◘▬◒ꜟ  

 

ה ꜞ◘▬◒ꜟ  

 

∕─ ─ ☻▬♇♅⁸ꜞ

╩כ꜠ ╗  

☿fi◘

הכ

 

0 t 

 

6.6  

 

◦☻♥ⱶ

─

⌐│ ⌂⇔⁹

─ ⱪꜝfi♩

☿fi◘כ │ ⱨꜞ

כ ⁹ 

ↄ∏⁸☻ꜝ●ה    ↄ∏⁸

ⱪꜝ⁸●ꜝ☻ה fi◖ה

ה♩כꜞ◒ ↄ∏≤⇔≡

 

 

4  

  

  

  

  

ꜝfi

ⱪ 

  ⁸

 

1.7 t 

 

 

6.9 mg/  ₒ ₓ1.5t 

ₒ 0x.20t 

ꜝfiⱪ⁸Ᵽ

♇◒ꜝ▬♩⁸ ─

─Ⱬ♇♪ꜝ▬♩

│⁸LED ⅜

⁹ 

─ ≢│⁸

⁹ 

 

⌂

─╙─⁹

⁸ ⁸

⌐╟╢ №

╡  

A 

з  

ה  ⅜

♩כꜟ ∕─  

כꜟ

♩│ ╡⁹∕─ │

 

ה ꜞ◘▬◒ꜟ  

 

ↄ∏⁸☻ꜝ●ה ↄ∏⁸●

ꜝ☻ↄ∏ה ↄ∏ה ⱪ

ꜝ─ ≤⇔≡  

╡  

ה ꜞ◘▬◒ꜟ

 

╡  

ꜝfiⱪ 

♥꜠ⱦ⌐

╕╣╢╙─ 

ꜞ◘▬◒

ꜟ  

0.88 t 

 

 

  

  

3.0 mg/  

  

  

 

╩ ⅝⁸

⌐ ⁹ 

 

♦▫☻ⱪ꜠

▬ ─╙─⁹

⅔╟┘ ↕

⌐╟╢ №

╡  

A 

з  

∑∏

⌐ ┬  

 

ה ꜞ◘▬◒ꜟ  

╡  

ה ꜞ◘▬◒ꜟ  

╡  

ⱡכ♩Ⱪ♇◒

PC⁸

♦▫☻ⱪ꜠▬

⌐ ╕╣

╢╙─ 

PCꜞ◘▬◒

ꜟ  

    

ה   

╡  

ה  

╡  

─╙

─ 

 

    

ה   ꜝfiⱪ≤  

ꜝfiⱪ 

  

⁸ ⁸

 

0.46 t 

  

 

47.3 mg/

 
 

│ ⁹

ⱷ♃ꜟⱢ▬♪ꜝfiⱪ╛

♫♩ꜞ►ⱶꜝfiⱪ

 

⌂

─╙─  

A 

з  

ה   ꜝfiⱪ≤  
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水銀添加製品 用途（廃製品

の排出源） 

水銀年間使用量 水銀含有

量 

水銀回収量 代替化の動向  条約上の扱い  運搬時の水銀

飛散性 注 3 

処理方法［水銀回収の有無 注 5］ 

       （2010 年） 注釈 注 1 注 2  根拠 一廃 注 4 産廃 

≢  

5

▪ⱴ

ꜟ●ⱶ 

     0.020 t 

─

 

 

46 wt% ₒ 0x.99t ⅜ ⇔≡™

╢⁹ 

A и ─

⌐ ∫≡

 

A 

и  

ה   ≤⇔≡  

ה ⅜ ∆╢

╙ ╡ 

╡  

6

 

  

꞉◒♅fi ♅ⱷ꜡◘כꜟ

 ╣  

0.000063 t 

 

2009  

0.005 

mg/mL 

 │№╢⅜⁸

♅ⱷ꜡◘כꜟ ꞉◒

♅fi─ ⌐ ∆╢

WHO─ №╡⁹ 

A─  

A(e) 

●ꜝ☻

⌐ ∫≡™

╢  

ה   ≤⇔≡  

 

 

ⱴכ◐ꜙ꜡◒

꜡ⱶ  

⁸

⁸  

   0.42Έ0.56 

w/v% 

 №╡  A 

з  

●ꜝ☻

⌐ ∫≡™

╢  

  

7     

╡ ⅎ ─

ↄ∏  

1.1 t 

 

 

   ⌂ │ ─ ≢

╙ ⁹ ⌂ ≢

│ ⁹ 

A─  

A(d) 

   

8

 

  

⁸ ה

 

0.068 t 

 

 

  0.91t 

7 

╙ ╘≡⁸

│ ⌐ ⅛∑⌂™

↓≤⅛╠⁸ ⁹ 

A─  A 

(b) 

●ꜝ☻

⌐ ∫≡™

╢  

ה   ≤⇔≡  

╡  

9

 

     7.5 t ─

63  

   ─♃▬Ⱶfi◓⌐№

╦∑≡⁸

 

A─  A 

з  

ה    ⅜ ה  

 │⁸ ┼─▪fi◔כ♩ 24 ≢ ↕╣√ ╩ ⇔√╙─≢№╡⁸ ≢│⌂™⁹ ⅜ ─ ─√╘⁸ ⅛╠─ │ 1  ⁹╢™≡∫╕≤≥⌐♃כ♦─╠⅛

 ₈ 23  ⅔╟┘ ─ ꜟ◒▬◘ⱨ▬ꜝה ⁸ 24 3 ⁸ ₉פֿ♅כ◘ꜞ ⅔╟┘ ╩ ↄ  

 │₈ ⅜ ∫√●ꜝ☻ ⅜╗⅝ ⇔─ ⌂≥⁸ ⌐ ╠⅛⌐ ⇔╛∆™╙─ ⁸ ⌂ ⌐ ∫≡™╢⌂≥⁸ ⌐ ╠⅛⌐ ⇔⌐ↄ™╙─ ⁸∕╣ ₉≤⇔√⁹ 

 ─ ⱶ≤⇔≡│⁸כ◐☻ ⌐╟╢ ╕√│ ≤⇔≡─ ⅜№╢⅜⁸ ⌐│ ⇔≡™⌂™⁹ 

 ╡ │⁸ ─ ⅜ ↕╣≡™╢╙─⁸⅔╟┘⁸ ─ ⅜ ↕╣≡™╢╙─╩ ∆⁹ 

 HIDꜝfiⱪ ꜝfiⱪ⁸ⱷ♃ꜟⱢꜝ▬♪ꜝfiⱪ⁸ ♫♩ꜞ►ⱶꜝfiⱪ─ ─  

 ≤⇔≡ ⌐ ↕╣≡™╢╙──╖⁹ 
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33..33..33  主主要要なな水水銀銀添添加加製製品品のの種種類類別別状状況況  

（１） 電球類 

 １） 製品の生産量、水銀含有量及び年間水銀使用量 

 ⌐╟╢≤⁸ ꜝfiⱪ ꜝfiⱪ ╗ ─

│ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 
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図 3.3.1 蛍光ランプ類（冷陰極蛍光ランプ含む）の年間生産量推移（1985 年～2011 年） 
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図 3.3.2 蛍光ランプ１本あたりの平均水銀含有量（原単位）4 

                                                   
3 ⌐ ∆╢ 24 ⱥ▪ꜞfi◓ ╟╡ 

)♅כ◘ꜞ 4 )₈ 23 ┘ ─ ꜟ◒▬◘ⱨ▬ꜝה

₉ 24 3  
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 ꜝfiⱪ─ №√╡─ │⁸ ┼─ⱥ▪ꜞfi◓

⌐╟╢≤ 3.0mg/ ≢№╢⁹↓─ │⁸ ⌐ ≠⅝ ─ ╩ ╘⁸∕

╣╩ ≢ ⇔√ ≢ ↕╣≡™╢⁹ 
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図 3.3.3  HID ランプの年間生産量推移（1985 年～2011 年） 

 HIDꜝfiⱪ─ №√╡─ │⁸ ┼─ⱥ▪ꜞfi◓ ⌐╟╢

≤ 47.3mg/ ≢№╢⁹↓─ │⁸ ⌐ ≠⅝ ─ ╩ ╘⁸∕╣╩

≢ ⇔√ ≢ ↕╣≡™╢⁹↓─ ≤ HIDꜝfiⱪ─ ╟╡⁸HID ꜝfiⱪ

─ ⌐⅔↑╢ ╩ ─╟℮⌐ ⇔√⁹HID ꜝfiⱪ⌐≈™≡│ ꜝfiⱪ

─╟℮⌂ ─ ⅜♃כ♦ ⇔⌂™√╘⁸ 47.3mg/ ≤™℮ ╩ 1985 ─

─ ⌐╙ ⇔≡™╢⁹ 
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図 3.3.4 HID ランプ生産における年間水銀使用量推移（1985 年～2011 年、推計値） 

 ⌐ ∆╢ 24 ⱥ▪ꜞfi◓ ⌐╟╢≤⁸2010 ─ ─

─ ≤⁸ │ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 
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表 3.3.5 電球類の年間水銀使用量（2010 年度） 

品目 
生産量 

（千本） 

生産量中の水銀量 

(t-Hg) 

水銀使用量 

(mg/本) 

ꜝfiⱪ 251,061 1.7 6.9 

ꜝfiⱪ 294,347 0.88 3.0 

HIDꜝfiⱪ 9,725 0.46 47.3 

 3.04  

 

２） 代替化の動向 

┼─ 24 ⱥ▪ꜞfi◓ ⌐╟╢≤⁸ ─ │⁸LED

┼─ ╡ ⅎ⌐╟∫≡ ≤⌂╢≤ ↕╣╢⁹≤ↄ⌐ ꜝfiⱪ Ᵽ♇◒ꜝ▬

♩ ⌐≈™≡│ LED ⅜ ⌐ ╪≢⅔╡⁸ ≢│ 2009 2015 ≢ │ 84%

∆╢≤ ↕╣╢⁹2020 ╕≢⌐│⁸╒≤╪≥─ ⅜ LED ∆╢─≢│⌂™⅛≤ ↕

╣╢⁹╕√⁸ RoHS
5 ─√╘⁸ №√╡─ ─ ╙ ╗≤ ↕╣╢

6⁹ 

 

３）条約上の扱い 

 ─ ≢│⁸ ─ │⁸2020 ⁸ ⁸ │ ╩ ╘≡│⌂╠⌂™↓

≤⌐⌂∫≡™╢⁹√∞⇔⁸ ╩ ╕⌂™ ⌂ ⌐╟∫≡ ∆╢↓≤⅜≢⅝⌂™

⌐⅔↑╢ ♦▫☻ⱪ꜠▬ ─ ꜝfiⱪ CCFL ┘ ꜝfiⱪ EEFL

│ ≢№╢⁹╕√⁸ ─ ⌐⌂╢ ⅛⁸ ≤⌂╢ ╩ →√

A─ ⅜ ≢ ∆╢ ⌐⁸ ┼ ⌐╟∫≡ ∆╢↓≤⌐╟╡⁸ ∕

─ ⁸ ⅜ ⇔≡⁸ ⅜ ∆╣┌↕╠⌐ ─ ╩ ≢⅝╢⁹ 

 

 

№√╡─ ⅜ 5mg╩ ⅎ╢ 30꞉♇♩ ─ ⌂ ─◖fiⱤ◒♩ ꜝ

fiⱪ(CFLs) 

─╙─⌐ ∆╢ ⌂ ─ ꜝfiⱪ LFLs  

(a) √╡─ ⅜ 5mg╩ ⅎ╢ 60꞉♇♩ ─ ╩ ⇔√╙─ 

(b) √╡─ ⅜ 10mg╩ ⅎ╢ 40꞉♇♩ ─Ɫ꜡ꜞfi ╩ ⇔√╙

─ 

⌂ ─ HPMV  

─╙─⌐ ∆╢ ♦▫☻ⱪ꜠▬ ─ ꜝfiⱪ CCFL ┘ ꜝfiⱪ

EEFL  

                                                   
5 2011/65/EU⁸
http://eur-lex.europa.eu/LexUriServ/LexUriServ.do?uri=CONSLEG:2011L0065:20130107:EN:PDF 

)♅כ◘ꜞ 6 )₈ 22  ( ⱴ♥ꜞ▪ꜟⱨ꜡כ ⌐ ∆╢ ) 

₉ 23 2  

http://eur-lex.europa.eu/LexUriServ/LexUriServ.do?uri=CONSLEG:2011L0065:20130107:EN:PDF
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(a) √╡─ ⅜ 3.5mg╩ ⅎ⁸ ┘ ↕⅜ 500mm ─╙─ 

(b) √╡─ ⅜ 5mg╩ ⅎ⁸ ┘ ↕⅜ 500mm 1500mm ─╙─ 

(c) √╡─ ⅜ 13mg╩ ⅎ⁸ ┘ ↕⅜ 1500mm ─╙─ 

 

４）一般廃棄物としての電球類の回収・処分状況 

＜蛍光ランプ・HID ランプ＞ 

ü 回収 

─ 23 7⌐╟╢≤⁸1,175─ 90,648,585 ⁸ ─ 74

│ ╩ ↔╖⁸ ↔╖≤│ ⌐ ⇔≡⅔╡⁸878─ 61,620,360 ⁸

─ 50 │ ╙ ⌐ ⇔≡™╢⁹ │⁸ ─ ⁸ 1,175

─ 79 ≢ ⁸ ∟ ╖ 47 ⁸ 28 ⁸ 9 ≤⌂∫≡

⅔╡⁸ ╙ ─ ≢№╢⁹ ⁸ ↔╖≤⇔≡ ⇔≡™╢ │⁸ ─

452⁸ ─ 666№╡⁸ ↔╖≤⇔≡ ⇔≡™╢ ╙ ─ 22⁸ ─

35№∫√⁹ ╙⇔ↄ│ ╩ ∫≡™╢ ⁸ │⁸ Ⱳ♦▫כ ⌐╟╢

⅜ ⁸Ɽ♇◌כ ≢ ≤ ⇔≡ ⇔≡™╢ ⅜ ≢№╢⁹ 

 

表 3.3.6 蛍光管を回収する市町村数（回収方法別） 

回収方法 未破損蛍光管 破損蛍光管 

ה ↔╖ ≤⇔≡  1,175 878 

  925 699 

 ∟ ╖ 552 433 

  325 180 

  105 29 

↔╖≤⇔≡  452 666 

↔╖≤⇔≡  22 35 

 

─ ⌐≈™≡│⁸ ╩ ⇔≡™╢ ─ ⅛╠ ⅜№∫√⁹ 22

⌐⅔™≡ ה ↔╖ ≤⇔≡ ↕╣√ ⅜ 6,970♩fi 890 ≢⁸

╩ ⇔⌂⅛∫√ ה ↔╖ ≤⇔≡ ⇔≡™╢ ─ ╩ ⇔≡⁸ ⱬ

≢☻כ ╩ ∆╢≤ 8,649♩fi 6,970♩fi×90,648,585 73,055,081 ≤⌂╢⁹ ↔╖

≤⇔≡ ↕╣√ │ 297♩fi 17 ⁸ ↔╖≤⇔≡ ↕╣√ │ 4

♩fi 2 ≢⁸ ה ↔╖ ≤⇔≡ ⇔≡™╢ ╩ ⅎ√ 7,271♩fi╩╙≤⌐⁸

ⱬכ☻≢ ≤⇔≡─ ╩ ∆╢≤ 12,313♩fi≤⌂╢ 7,271♩fi

×129,099,603 /76,229,398 ⁹ 

                                                   
7 ( ) ♥◒ⱡ꜡☺₈כ 23 ⅛╠─ ₉ 24 3  



 

32 

表 3.3.7 市町村による蛍光管回収量（平成 22 年度） 

ゴミ種別 蛍光ランプ回収量（トン） 全国換算値（トン） 

ה ◗Ⱶ ≤⇔≡ 

⁸

⁸ ∟ ╖⁸

 

6,970 8,649 

890 

73,055,081  

ה ↔╖ ≤⇔≡

⇔≡™╢ 1175 

90,648,585  

◗Ⱶ≤⇔≡ 

297 Ί 

17 

3,110,908  

↔╖≤⇔≡ ⇔≡™╢

452 

 

◗Ⱶ≤⇔≡ 

4 Ί 

2 

63,409  

↔╖≤⇔≡ ⇔≡™╢

22 

 

 

ü 処理・処分 

⇔√ │⁸ ↔╖─ │ ⁸ ↔╖─ │ ה ↕╣╢⅜⁸ ה

↔╖ ≤⇔≡ ⁸ ∟ ╖⁸ ⁸ ∆╢ ─ 1,020

│ ╩ ∫≡™╢⁹ ╩ ╦⌂™ │⁸ ⌐╟╡ ⁸

│ ⁸∕─ ─ ⅜ ╦╣╢⁹ 

─ ⁸ ⅝ↄ ↑≡⁸ ⁸ ╣⧵≥♩כꜟ─

≢♩כꜟ─ ↕╣╢⁹ ⁸│♩כꜟ ⅜₈ ─ ה

₉╩ ⇔⁸ ─ ╩ ⌐₈ ─ ה ₉⌐╟╡ ה ↕╣

√ ה ╩ ⁸ ה ∆╢◦☻♥ⱶ╩ 61 ⅛╠ ⇔≡™╢╙─≢⁸

22 ⌐⅔↑╢ ⁸ │ 167⁸ │ 2,210♩fi≤⌂∫≡™

╢8⁹ 

─≢♩כꜟ ה │⁸ ≢ ⇔√ ╩ JR◖fi♥♫≢ ⌐

∆╢ ⌐ ⇔⁸ ה ה ─☻ꜝ●ה ╩ ™⁸ ☻ꜝ♇☺ ┘

─ ↕ ╩ ⌐ ╢╙─ 24 ⅛╠│ ⁸ ⁸ ⁸∕╣

│ ╕≢ ≤⁸ ⌐ ∫≡⁸ ⁸ ╩ ℮╙─⅜№╢⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.3.5 全都清ルートにおける蛍光管の処理・処分の流れ 

                                                   
8  (2011) 22 ─ ה , 

http://www.jwma-tokyo.or.jp/asp/activity/kandenti/houkoku.pdf 

 

 
1  

ה · ה ה

●ꜝ☻─  

☻ꜝ♇☺⁸

─  

ה ה

1  

ה · ה ה

●ꜝ☻─  

·  
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≢♩כꜟ  ↕╣√ 2,210t⅛╠│⁸ 22 ⌐⅔™≡ 88kg─ ⅜ ↕╣

√9⁹╕√⁸ ─♩כꜟ ╩ ╘≡⁸ ─ ⌐⅔™≡ ─ ⅛╠

↕╣√ │ 204kg≢№╢10⁹ 

≢♩כꜟ─ ↕╣╢ │⁸ ה ╩ ≡ ⁸ ♩ⱷfi☿ה

⁸ ⌐╟╡ ⌂≥─ ⅜ ╦╣╢11⅜⁸∕─ ╛ │ ≢№╢⁹╕√

⌐╟∫≡ ↕╣√ │ ─╟℮⌂ ≤⌂∫≡™╢⁹ 

 

 

図 3.3.6 全都清以外のルートにおける蛍光ランプ類（乾電池を含む）の委託処理業者の分布 

 

↔╖≤⇔≡ ↕╣√ 297♩fi │ ⁸ ↔╖≤⇔≡ ↕╣√ 4♩

fi │ ↕╣╢≤ ↕╣╢⁹ ⅛╠ ⅜ ⌐ ∟ ╕

╣≡⅔╡ 22 │ ⅛╠ 308kg⁸ 21 23 ─ ≢ 450kg 12⁸ ꜝfiⱪ

╩ ⇔≡™╢ ≢│⁸ ╩ ∫≡™╢≤↓╤╙№╢≤ ↕╣╢⁹ 

 

 

                                                   
9  (2011) 22 ─ ה , 

http://www.jwma-tokyo.or.jp/asp/activity/kandenti/houkoku.pdf 

10 24 ╩ ╗ ─ ⅔╟┘ ⌐ ∆╢ ⅜ ⇔√

⌐ ∆╢▪fi◔כ♩ ⁹ 

11 ( ) ♥◒ⱡ꜡☺₈כ 23 ⅛╠─ ₉ 24 3  

12 ( )┼─ⱥ▪ꜞfi◓ ╟╡ 24 12  
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５） 産業廃棄物としての電球類の回収・処分状況 

＜蛍光ランプ・HID ランプ＞ 

ü 回収 

 ≤⇔≡─ ꜝfiⱪ│⁸ⱴ♬ⱨ▼☻♩ ⁸●ꜝ☻ↄ∏ ⱪꜝ☻♅♇◒ↄ∏ ↄ

∏─ 13⁸№╢™│●ꜝ☻ ⁸ ↄ∏14≤⇔≡ ה ↕╣╢⁹ 

 15≢ ⇔√⁸ ⅛╠ ╩ ↑≡™╢ ⌐ ∆╢▪fi◔כ♩ ─

⁸35 ⅛╠ ⅜№╡⁸ ≤⇔≡│⁸ ⅜ ╠ ⅝ ╡ ∆╢

─╒⅛⁸ ה ⅜ ∟ ╗ ⁸ ⁸ ⅜ ∟

╗ ⅜№╡⁸ ⅜ ∟ ╗ ⅜ ⅛∫√⁹ 

表 3.3.8 蛍光管（破損・破砕分含む）中間処理業者の取扱量（平成 22年度） 

排出源 回収方法 取扱量(kg) 

ה  ⅝ ╡ 112,226 

 ∟ ╖ 1,407,757 

⁸  ⅝ ╡ 340,429 

 ∟ ╖ 4,016,381 

 

ü 処理・処分 

⅜⁸ ╩ √ ╩ ≡ ⌐ ⇔≡™╢⁹ ≢│ꜝfiⱪ

⌐ ⇔⁸ꜝfiⱪ ⅜ ה☻ⱷfi♥♫fiה ╕≢╩ⱴⱠכ☺ⱷfi♩∆╢ ≢─

╙ ╦╣≡™╢16⁹ 

 24 ⌐ ╦╣√ ⌐ ∆╢▪fi◔כ♩ 17≢│⁸ ╩ ╗ꜝfi

ⱪ ꜝfiⱪ⁸HID ꜝfiⱪ ─ ╩ ∫≡™╢ 59 ⅛╠ ╩ ⁸

─ ≤⇔≡│⁸ ה ⁸☿ⱷfi♩ ה ⇔≡ ⁸ ⁸ ●

ꜝ☻⁸ │ ≤⇔≡ ⁸≤™℮ ⅜№╢↓≤⅜╦⅛∫√⁹ ⁸ ─╖╩ ℮

│⁸∕─ ─ ╩ ⇔≡⅔╡⁸ ⅜ ╦╣╢╙─≤☿ⱷfi♩ ⇔≡ ↕╣╢

╙─⌐ ⅛╣╢≤ ↕╣╢⁹ 

 

 

 

 

                                                   
13 JFE ( )┼─ⱥ▪ꜞfi◓ ╟╡ 24 12  

14 ( )┼─ⱥ▪ꜞfi◓ ╟╡ 24 12  

15 ( ) ♥◒ⱡ꜡☺₈כ 23 ⅛╠─ ₉ 24 3  

16 ₈ ╖ ꜝfiⱪ ─ꜟ◒▬◘ꜞה ≤ ( ─ ꜝfiⱪ₩╟╡ ⌐ ⇔™

╩ ⇔≡₩)₉  89(4), pp.195-200, 2005-04-01⁸  

17 24 ╩ ╗ ─ ⅔╟┘ ⌐ ∆╢ ⅜ ⇔√

⌐ ∆╢▪fi◔כ♩ ⁹ 
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表 3.3.9 アンケート回答企業 59社における蛍光管の処理方法 

処理方法 
事業所数 中間処理量 

（トン） 蛍光管＋その他の蛍光ランプ 蛍光管のみ 

ה ─╖ 13 31 1,427 

 2 0 0.5 

ה ☿ⱷfi♩  3 0 894 

ה  0 1 20 

ה  5 4 8,000 

 

 ꜝfiⱪ⅛╠─ ╩ ∫≡™╢ ≢│⁸ 22 ⌐ ≤⇔≡─ ꜝ

fiⱪ⅛╠ 1,487kg─ ⅜ ↕╣≡™╢⁹ 

 

＜冷陰極蛍光ランプ（バックライト）＞ 

ü 回収 

 ♥꜠ⱦ⁸Ɽכ♁♫ꜟ◖fiⱧꜙכ♃⌐ ╖ ╕╣√ ꜝfiⱪ│⁸∕╣∙╣ ꜞ◘▬◒

ꜟ ⁸ ─ ≢⁸♥꜠ⱦ⁸Ɽכ♁♫ꜟ◖fiⱧꜙכ♃≤⇔≡ ⅜ ╦╣≡™╢⁹ 

· ♥꜠ⱦ│ ꜞ◘▬◒ꜟ ⌐ ≠ↄ ⅜ │ ⌐ ⅝ ╡╩
18 ≢⁸ │כ♃♬⸗ ⌐ ≠ↄ Ɽ♁◖fiⱷכ◌כ⌐╟╢ ⁸

Ɽ♁◖fi 3R ─ PC ─☻כꜞⱶ⁸כ◐☻ ☻כꜞ│ ⅜ 19
 

· ─ꜞ◘▬◒ꜟ ≢│⁸ ╩ ה ⇔≡ ≢ ⇔⁸ ⇔

≡ ╕√│ ┼ ⇔≡™╢⁹ ⇔ↄ│ ╩ ╖ ≡√ꜚ♬♇

♩─ ≢ ⇔⁸ ₈ ┘

─ │ ─ ≤⇔≡ ⅜ ╘╢ ₉⌐ ∆╢ ╩ ⁹ 

· ─ ≤ ≢ ∆╢↓≤│№╢⅜⁸ ─ ≤│ ≢ ┼  

· ☻▬♇♅ ≤ ⌐ ╩ ↕∑∏ ╩ ™⁸ ╩ ⇔

┼ ⌐  

 

ü 処理・処分20 

 ꜞ◘▬◒ꜟ ≢│⁸ ∟ ╕╣√♥꜠ⱦ⅛╠ ⇔ↄ│ ╩ ╖ ≡√ꜚ

♬♇♩─ ≢ ⇔⁸ ₈ ┘

─ │ ─ ≤⇔≡ ⅜ ╘╢ ₉⌐ ∆╢ ╩ ⇔≡™╢⁹ ╩

∆╢ ⁸ⱴ♬ⱨ▼☻♩ ─ │₈●ꜝ☻ↄ∏₉≤⌂╢⁹ ─ ⁸ ─ ≤ ≢

∆╢↓≤│№╢⅜⁸ ─ ≤│ ≢ ┼ ⇔≡™╢⁹ ≢│ ⅜ ↕

                                                   
18 ►▼Ⱪ◘▬♩⁸http://www.rkc.aeha.or.jp/text/p_procedure.html 

19 Ɽ♁◖fi R ►▼Ⱪ◘▬♩⁸http://www.pc3r.jp/office/index.html 

20 ꜞ◘▬◒ꜟ A◓ꜟכⱪ ⅛╠─ 25 1 ⁹ ┘ ⌐≈™≡│⁸

A◓ꜟכⱪ ┘ B◓ꜟכⱪ⅛╠─ 26 2  
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╣⁸ ╩ ╗ ─ ⌐ ∆╢ ↕│ ⌐ ╘ ≡╠╣≡™╢⁹ 

╩ ╗ ─ ⌂ ─√╘⁸ ꜞ◘▬◒ꜟ ╩ ∆╢ ⌐│⁸

⁸ ⌐⁸ ╩ ↕∑⌂™ ⌂ ™ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ╩

∆ ⌐№∫≡│⁸ ─Ⱪכ☻ ≢ ╩ ∆╢⌂≥⁸ ─ ⌐ ∆╢ꜞ☻◒

╩ ⇔≡™╢⁹╕√⁸ ─ ╩ ∫≡⁸ ₈

┘ ─ │ ─ ≤⇔≡ ⅜ ╘╢ ₉⌐

∆╢ ⅜ ≤ ⇔√ ╩ꜞ☻♩ ⇔⁸↓─ꜞ☻♩─ ┼─ ╩ ⇔

≡™╢⁹ 

 

＜野村興産（株）における処理方法21＞ 

· ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⅛╠⌂╢⁹ 

· ⌐⅔™≡⁸ ꜝfiⱪ⅛╠ ╛ ╩ ⁹ ⌐⅔™≡

─ ╩ ⁹ │ ≤⇔≡ ╩ⱶ♥☻◦♪☼כ꜡◒╢∆ ⁹↓─

≢ ⇔√☻ꜝ♇☺ │ ⌐ ╡ ╩ ⁹ 

· │⁸ ⁸ ⁸ ─ ╩ ≡ ⌐ ─♪כ꜠◓√∂

≤⇔≡ 22⁹ 

· ꜞ◘▬◒ꜟ ⌐ ≢⅝⌂™ ─ ⇔√╙─│⁸●ꜝ☻ ⌐≡ ╩ ⁹ 

· ●ꜝ☻ ─ꜟכꜟ☻ꜝ◓│ ⌐ꜞ◘▬◒ꜟ⁹ 

                                                   
21 ₈  ( )⌐⅔↑╢ ꜞ◘▬◒ꜟ₉ ≤  2(1), pp. 78-84, 2011⁸

⁸ ⱥ▪ꜞfi◓ 26 1  

22 ⁸ ₈▬♩ⱶ◌ ⌐⅔↑╢ ₉123(12), pp. 747-750, 2007-12-25 ⁸

ה  
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図 3.3.7 野村興産（株）における使用済み蛍光ランプのリサイクルフロー 

 

＜JFE 環境（株）における処理方法 23＞ 

· ⅛╠⁸ ꜟכⱲ♇◒☻╛♄fiⱲ◗כ◌─ ⌐⇔∫⅛╡ ↕╣≡ ─╕╕

⁹ 

 

 

· ™√ ꜝfiⱪ╩ ≢ ╡ ⇔⁸ ⇔√ ꜝfiⱪ╩◘▬☼ ה ⌐ ↑⇔⁸

∕╣∙╣⌐ ─ ⌐☿♇♩⁹ 

· ⌐☿♇♩↕╣√ ꜝfiⱪ│⁸ ╩ ≢◌♇♩ │⁸ ꜝfiⱪ─

─╖∞∫√⅜⁸ │ ⌐╙ ≢⅝╢ ⅜ ↕╣ ↕╣≡™╢ ⁹ 

                                                   
23 ◄◖ⱦכ▬fi◓₈◄◖Ⱨכⱪꜟ ꜠ⱳכ♩ 32 Part ꜞ◘▬◒ꜟ ╩ ⌡≡ ─ ≤

╩ ≢ ∆╢◦☻♥ⱶ ₉http://www.ecobeing.net/ecopeople/peo32/peo32_2.html 24 12 5 ⁸

JFE ⱥ▪ꜞfi◓ 26 1  
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· ╩◌♇♩⇔√ ꜝfiⱪ│⁸ ╩ ⌂Ⱪ꜡כ≢ ⁹ │ ppm

כ♄כ○─ │ ⇔≡ ⌐ ⇔⁸ ╩ 400 500ϴ≢ ⇔≡ ╩

↕∑⁸ ϴ ⇔≡ ⁹ ⇔√ │⁸99.9 ─ ⌂ ≢

⁹ ╩ ™√ │ ⱷכ◌כ⌐ ∫≡™╢ ╩☻כ▪▪꜠ ⁹ 

· ●ꜝ☻ │⁸ ⇔√ ⁸ ╩ ∆╢ ⌐╟∫≡●ꜝ☻ ⅜ ╣≡

⅜ ≢⅝╢ ⁹∕─ ●ꜝ☻◌꜠♇♩≤⇔≡ꜞ◘▬◒ꜟ⇔⁸ ╙ ↕╣⁸▪ꜟⱵ⁸

⁸ⱪꜝ☻♅♇◒⌂≥ ⌐ ⁹ 

ה · ↑⇔ ⌐☿♇♩ ⁸ ≢ ↕╣⁸ ⌐ꜞ◘▬◒ꜟ ⌂ ⌐ ↕

╣╢⁹ 

 

 

· ⇔√ │⁸▪ꜟⱵ♬►ⱶ⁸ⱪꜝ☻♅♇◒⁸ ─ ≤⇔≡ꜞ◘▬◒ꜟ⇔⁸●

ꜟכ►☻ꜝ◓│♩♇꜠◌☻ꜝ ╛ ⁸ ⌂≥⌐ ↕╣╢●ꜝ☻

⌐ꜞ◘▬◒ꜟ⁸ⱪꜝ☻♅♇◒│⌠™←╢╖─ ⁸ ╩ ⇔√ ⅜☻כ▪▪꜠│

╕╣╢√╘ ⱷכ◌כ ⌐ ↕╣⁸ │↕╠⌐ ↕╣ ≤⇔≡ꜞ◘▬◒

ꜟ↕╣╢⁹ 
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図 3.3.8 JFE 環境（株）における蛍光灯リサイクルフローチャート図 

 

＜その他の処理方法＞ 

· ⌐╟╢ ≢ ≤ ⌐ ∆╢ ╙№╢24
 

· ≤ ☿fi♃כ─ ⇔√₈ⱴכ♅ 21₉≤™℮ ꜝfiⱪꜞ

◘▬◒ꜟ │⁸300ϴ ≢ ╩ ⌐⇔≡ ≢⅝╢25
 

· ─ ╩ ℮ ─ ─℮∟⁸35 ┼─ ≢│⁸ ╩

⇔√ ⌐ ∂╢ ─ ╡ ™ ┘∕─ │ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 23

─ 26
 

  kg    kg   kg  
∕─╕╕ ≤⇔≡

     kg  
  kg  

            

 82,000  0  7,030  0  0  12,312  0  0  0  60  

●ꜝ☻  759,700  0  0  0  0  130,000  3,153,910  0  75,932  75,932  

 182,130  0  0  0  0  27,000  142,300  1,000  0  0  

ⱪꜝ☻♅♇◒  3,720  0  0  0  0  109,000  21,460  0  0  1,000  

כꜞꜝ☻  0  0  0  0  0  0  12,000  0  0  1,400  

∂╪♄☻♩ ♀꜡                 

 ♀꜡                 

  

≢ ╩ ⇔≡™╢ ─ ⇔√ ─ ╡ ™⌐≈™≡│⁸ ≢ ╛⁸ ≢

⁸ ≤⇔≡ ≢ ⁸ ≤⇔≡ ≢ ⅜ ╦╣≡™╢╟℮≢№╢⁹ 

 

                                                   
24 ⁸ ⁸ ⁸ ⁸₈ ─ ⱨ꜡כ≤ ꜞ◘▬◒ꜟ─№╡ ₉⁸

Vol. 16 No.4⁸ pp. 223-235⁸2005⁸  

25 ⱥ▪ꜞfi◓ 24 12 ⌐ ≠ↄ 

26 ( ) ♥◒ⱡ꜡☺₈כ 23 ⅛╠─ ₉ 24  
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（２） 計測器類 

１） 製品の生産量、水銀含有量及び年間水銀使用量 

＜医療用計測器類＞ 

 ─ ⌐╟╢≤⁸ ⁸

─ │ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 
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図 3.3.9 水銀体温計の年間生産量推移（1989 年～2011 年） 
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図 3.3.10 水銀柱式血圧計の年間生産量推移（1989 年～2011 年） 

 ╕√⁸ ┘ ─ ⌐≈™≡│⁸ ┼─

24 ⱥ▪ꜞfi◓ ⌐╟╢≤⁸ 1.2g/ ⁸ 47.6g/ ≢№╢⁹ 

 ╟╡⁸ ─ ⌐⅔↑╢ ─ │ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 
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図 3.3.11 水銀体温計の生産における年間水銀使用量（1989 年～2011 年、推計値） 
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図 3.3.12 水銀柱式血圧計の生産における年間水銀使用量（1989 年～2011 年、推計値） 

 ≤ↄ⌐⁸2010 ⌐⅔↑╢ ─ ⌐⅔↑╢ │ ─≤⅔╡≢№

╢⁹ 

表 3.3.10 医療用計測器類の生産における年間水銀使用量（2010 年度） 

品目 
生産量 
（個） 

生産量中の水銀量 
(t-Hg) 

水銀使用量 
(g/個) 

 0 0 1.2 

 40,038 1.9 47.6 

 1.9  
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＜工業用計測器類＞ 

⌐ ⇔≡│ ─♃כ♦ ─√╘ │ ↕╣≡™⌂™⅜⁸

27 ┘ ⁸ ┼─ⱥ▪ꜞfi◓ ⌐╟╢

≤⁸ 22 ─ ⁸ ┘ │ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 

表 3.3.11 工業用計測器類の生産量及び水銀使用量 

品目 
生産量 

（個） 

水銀含有量 

(g/個) 

年間水銀使用量 

(t-Hg) 

●ꜝ☻  103,870 3.7 0.38 

* 3,584 100 0.36 

 14 1,500 0.021 

** 1,156 40 0.046 

 20 2,000 0.040 

* ─ ─ 631 ⁸ ◄꜠ⱷfi♩ 2,953  

** ♄▬ꜘⱨꜝⱶ◦כꜟ ─ ─ 894 ⁸ ♩ꜝfi☻Ⱶ♇♃ 262  

 

２）代替化の動向 

ü 医療用計測器類 

 ⌐ ∆╢ 24 ─ⱥ▪ꜞfi◓ ⌐╟╢≤⁸ ─

⌐ │♃כ♦╢∆ ─ ─╖≢№╡⁸ ─ ⅜♀꜡≤

⌂∫≡⅛╠─ ⅜ ≢⅝≡™⌂™⁹ ה ╩ ∫≡™╢ ⅜ ↑╠╣╢√╘⁸

↕╣≡™⌂™ ⅜ ∆╢ ⅜ ™⁹ ─ ⌐≈™≡│ 1990

╩ ⇔≡⅔╡⁸ ┼─ ╡ ⅎ⌐╟∫≡ ╙ ₁⌐ ∫≡™ↄ≤ ↕╣

╢⁹ 

 

ü 工業用計測器類 

 ⌐ ∆╢ 24 ─ⱥ▪ꜞfi◓ ⌐╟╢≤⁸ ╩ ╗

⌐≈™≡│⁸ ╩ ⇔⌂↑╣┌ ─ ⌂™ ╛ ─⌂™ ⌐ ∫≡

╩ ↑≡™╢⅜⁸ │ ≢№╢√╘⁸ ╙ ∆╢↓≤│⌂™≤ ⅎ╠╣╢⁹

─℮∟⁸ │ 0 400ϴ≢ ™╠╣╢╙─│ ⱨꜞכ ⌐ ↕╣

│ ⌐№╢⅜⁸600 ─ ≢ ™╠╣╢╙─│ ⅜⌂™⁹ │ ─

╛ ⅜⌂ↄ⁸ ─ ⅜№╢28⁹ 

 

３）条約上の扱い 

 ─ ≢│⁸ ─ ─ ╩ ╕⌂™ ⌂ ⅜ ≢

                                                   
)♅כ◘ꜞ 27 )₈ 23 ┘ ─ ꜟ◒▬◘ⱨ▬ꜝה

₉ 24 3  

)♅כ◘ꜞ 28 )₈ 22  ( ⱴ♥ꜞ▪ꜟⱨ꜡כ ⌐ ∆╢ ) 

₉ 23 2  
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⌂™ ⌐⅔™≡ ⌂ ⌐ ╡ ↑╠╣√╙─ │ ─ ⌐ ↕╣╢╙─╩

ↄ⁹ │⁸2020 ⁸ ⁸ │ ╩ ╘≡│⌂╠⌂™↓≤⌐⌂∫≡™╢⁹√∞⇔⁸

─ ⌐ ↕╣╢ │ ↕╣≡™╢⁹╕√⁸ ≤ ─ ⅜№

╢⁹ 

(a)  

(b)  

(c)  

(d)  

(e)  

 

４）一般廃棄物としての廃製品の回収・処分状況 

ü 回収 

─ 23 29⌐╟╢≤⁸ ⁸ ╩ ↔╖⁸ ↔╖≤│ ⌐

⇔≡™╢ │∕╣∙╣ 884⁸512≤⌂∫≡™╢⁹ │⁸ ─ ⁸

884 ─ 79 ≢ ⁸ ∟ ╖ 48 ⁸ 22 ⁸ 4

≤⌂∫≡™╢⁹╕√ ─ ⁸ 512 ─ 75 ≢ ⁸ ∟ ╖ 46 ⁸

18 ⁸ 5 ≤⌂∫≡™╢⁹ ⁸ ╩ ↔╖≤⇔≡

⇔≡™╢ │ 353⁸ ↔╖≤⇔≡ ⇔≡™╢ │ 26≢⁸ ╩ ↔╖≤⇔

≡ ⇔≡™╢ │ 266⁸ ↔╖≤⇔≡ ⇔≡™╢ │ 21≢№∫√⁹ 

 

表 3.3.12 計量器を回収する市町村数（回収方法別） 

回収方法 水銀体温計 水銀圧力計 

ה ↔╖ ≤⇔≡  884 512 

  697 382 

 ∟ ╖ 420 233 

  194 93 

  31 26 

↔╖≤⇔≡  353 266 

↔╖≤⇔≡  26 21 

 

┘ ─ ⌐≈™≡│⁸ ╩ ⇔≡™╢ ─ ⅛╠ ⅜

№∫√⁹ 22 ⌐⅔™≡ ה ↔╖ ≤⇔≡ ↕╣√ │ 36.7kg 25.3kg

2281 ⁸1 5g≤⇔≡ 30 ≢№∫√⁹╕√⁸ ה ↔╖ ≤⇔≡ ↕╣√

│ 56.2kg 8.2kg 40 ⁸1 1.2kg≤⇔≡ ≢№∫√⁹ 

 

                                                   
29 ( ) ♥◒ⱡ꜡☺₈כ 23 ⅛╠─ ₉ 24 3  

30 ─╖─ ⁹http://www.wansaca.com/product/00005107 
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ü 処理・処分 

─ ⁸ ⅝ↄ ↑≡⁸ ╣⧵≥♩כꜟ─ ≢♩כꜟ─ ↕╣╢⁹ ꜟ

⁸│♩כ ⅜₈ ─ ה ₉╩ ⇔⁸ ─ ╩ ⌐

₈ ─ ה ₉⌐╟╡ ה ↕╣√ ה ╩ ⁸ ה

∆╢◦☻♥ⱶ╩ 61 ⅛╠ ⇔≡™╢╙─≢⁸ ⁸ ⁸ ╙ ה

─ ≤⌂∫≡™╢31⁹ 

─≢♩כꜟ ה │⁸ ≢ ⇔√ ⁸ ╩⁸

⌐ ∫≡⁸ ⁸ ╩ ℮⁹ ≢♩כꜟ ↕╣√ ⁸ ⅛╠─

│ ≢№╢⅜⁸ ─ 210kg⁸ 100kg⅛╠ ↕╣√

│ 17.7kg⁸3.4kg≢№╢↓≤⅜ ↕╣≡™╢32⁹ 

↔╖≤⇔≡ ↕╣√ ⁸ │ ⁸ ↔╖≤⇔≡ ↕╣√

⁸ │ ↕╣╢╙─≤ ↕╣╢⁹ ⅛╠ ⅜

⌐ ∟ ╕╣≡⅔╡ 22 │ ⅛╠ 308kg⁸ 21 23 ─ 3 ≢ 450kg

33⁸ ⁸ ╩ ⇔≡™╢ ≢│⁸ ─ ╩ ∫≡™╢≤↓╤╙№╢≤

↕╣╢⁹ 

 

５）産業廃棄物としての廃製品の回収・処分状況 

ü 回収 

 ≤⇔≡─ │⁸ⱴ♬ⱨ▼☻♩ ⁸●ꜝ☻ↄ∏34≤⇔≡ ה ↕╣╢⁹

⁸ ─ │⁸ⱴ♬ⱨ▼☻♩ ─ │ ↄ∏⁸●ꜝ☻ↄ∏⁸ ⱪꜝ☻♅♇◒ ⁸

─ ₈ ₉₈ ₉≤⇔≡ ה ↕╣╢⁹ 

 ≢ ™╠╣╢ ⁸ ⌐≈™≡│⁸ ⅜ ⌐ ⌐

⇔ ⇔≡™╢⅜⁸ 23 ⅛╠ ─ ≢ ™≢ ─ ⅜ ≤ ╦╣╢

⅜ ⅝√√╘⁸ ≢│⁸ ⌐⌂∫√ ה ─ ⌂ ♩כꜟ

╩ ∆╢ ⅜№╢≤ ⇔⁸ 24 9 ⌐ ה ─ ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ⇔

√⁹ ─ 1 ⅛ ⅜ ∆╢ ⇔⌂™ 8 ⁸ 8 5

─℮∟⁸ 2,592 ⁸ 4,378 0.5 ⅜ ↕╣√35⁹ 

 ─●ꜝ☻ ⌐≈™≡│⁸ ─ ⅜

∆╢ ≢ ╢ ⁸ ⁸ ─ │⁸ ─ ╙ ╘⁸ ⅜ ⇔≡

⌐ ⇔≡™╢36⁹ 

                                                   
31 . (2011) 22 ─ ה , 

http://www.jwma-tokyo.or.jp/asp/activity/kandenti/houkoku.pdf 

32 24 ╩ ╗ ─ ⅔╟┘ ⌐ ∆╢ ⅜ ⇔√

⌐ ∆╢▪fi◔כ♩  

33 ( )┼─ⱥ▪ꜞfi◓ ╟╡ 24 12  

34 ( )┼─ⱥ▪ꜞfi◓ ╟╡ 24 12  

35 ⅛╠─ 25 1  

)♅כ◘ꜞ 36 )₈ 22  ( ⱴ♥ꜞ▪ꜟⱨ꜡כ ⌐ ∆╢ ) 

₉ 23 2  
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 ─ ⁸ ⁸ ♄▬ꜘⱨꜝⱶ◦כꜟ │⁸

ה ⌐ ↄ⌂∫√ ⅜ ∆╢⁹ ─ ⅜ ⁸

⁸ │ ה ⌐ ∆╢ ↄ⌂∫√ ╩ ∆╢ │⁸ ⅜ ╩

⇔≡™╢ ╩ ⇔≡ ⌐ ⇔≡™╢37⁹ 

 

ü 処理・処分 

 24 ⌐ ╦╣√ ⌐ ∆╢▪fi◔כ♩ 38≢│⁸ ─

╩ ∫≡™╢ ⅛╠ ╩ ⁸ ≤⇔≡│⁸ ה ☿ⱷfi♩ ⁸ ה

⁸≤™℮ ⅜№╢↓≤⅜╦⅛∫√⁹ ─╖╩ ℮ │⁸∕─ ─ ╩

⇔≡™╢⁹ 

表 3.3.13 アンケート回答企業８社における計量器の処理方法 

処理方法 事業所数 
中間処理量
（トン） 

ќ  2 0.035 

 1  

ה ☿ⱷfi♩  2 0.14 

ה  3 9.4 

 

 ⅛╠─ ╩ ∫≡™╢─│ ─╖≢№╡⁸ 22 ⌐│ ≤⇔

≡─ ⅛╠ 503kg─ ⅜ ↕╣√⁹ 

╩ ∫≡™╢ ⌐⅔↑╢ ה │ ─ ╡39⁹ 

· ─ ⌐⇔√♅ꜗfiⱣכ ≢ ⅛╠ ╩ ⅝ ╢⁹♅ꜗfiⱣכ

⅛╠─ │ ≢ ╩ ∆╢⁹ │ ⇔≡ ⁹ ─

│ ─ ⅜ ⅝ↄ⌂╢↓≤⅛╠ ⅜ ╕╡⁸ ╩∕─╕╕ ∆╢╟

╡╙ ⅜ ≤⌂╢⁹●ꜝ☻ │ ╩⇔√℮ⅎ≢ ⌐ ⌂╢ ╩ ⁹ 

· ─ ⌐ ⇔≡⁸ ≤⇔≡ ╩ ⁹ ≢ ∆╢

│ ⁸ ⌐╟∫≡ ↕╣╢⁹ 

· ●ꜝ☻╛ │ ↕╣╢↓≤╙№╢⅜⁸↓─ │ ─ ⌐№√╢↓

≤⅛╠⁸ ─ ≤⇔≡ ╦╣╢⁹ 

 

 

 

 

                                                   
37 ( ) ♥◒ⱡ꜡☺₈כ 23 ⅛╠─ ₉ 24 3  

38 24 ╩ ╗ ─ ⅔╟┘ ⌐ ∆╢ ⅜ ⇔√

⌐ ∆╢▪fi◔כ♩  

39 ⱥ▪ꜞfi◓ 24 12 ⌐ ≠ↄ 
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表 3.3.14 産業廃棄物処理業者アンケート調査結果に基づく回収量（2010 年度）32 

項目 量（トン） 

≤⇔≡─ ─  

⁸ ⁸ ⁸  

9.6 

⅜ ╦╣√ ─  9.4 

⅛╠─  0.503 

 

（３） 電池類 

１） 製品の生産量、水銀含有量及び年間水銀使用量 

↕╣╢ ⌐≈™≡│⁸1990 ⅛╠⁸ ⌐ ⱨꜞכ ↕╣≡™╢⁹Ⱳ♃fi

⌐≈™≡│⁸ ─╖⁸ ⌐╟∫≡ ─

⅜ ─≤⅔╡ ↕╣≡™╢⁹ 
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図 3.3.13 酸化銀電池の年間生産量推移（1985 年～2011 年） 

 

 ─ │ 0.1 wt% ⁸ ─ │ 0.5 g ≢№╡⁸ №√╡⌐

↕╣╢ │ 0.5 mg ≢№╢⁹ 

 ─ ⅜ ↕╣≡™⌂™√╘⁸ ─ ⌐≈™≡╙ ↕╣≡™╢

╩ ™≡⁸ ─ ⌐⅔↑╢ ╩ ∆╢≤ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 
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図 3.3.14 酸化銀電池の生産における年間水銀使用量推移（1985 年～2011 年） 

 ▪ꜟ◌ꜞⱲ♃fi ⁸ ⌐≈™≡│ ─♃כ♦ ─√╘ ─ │ ↕

╣≡™⌂™⅜⁸ ┼─ 24 ⱥ▪ꜞfi◓ ⌐╟╢≤⁸Ⱳ♃fi ─

⌐⅔↑╢ 22 ─ ┘ │ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 

表 3.3.15 ボタン形電池の生産における年間水銀使用量（2010 年度） 

品目 
年間水銀使用量 

（トン） 
平均水銀含有量40（wt%） 
製品の平均重量41（ g ） 

▪ꜟ◌ꜞⱲ♃fi  0.103 
0.2 wt%  

1.6g 

 0.378 
0.1 wt%  

0.5g 

 0.515 
0.3 wt%  

0.8g 

 0.996  

 

２）代替化の動向 

 ↕╣╢ │ ⌐ ⱨꜞכ ↕╣≡™╢⁹ 

Ⱳ♃fi ─℮∟⁸▪ꜟ◌ꜞ ⁸ │ 2009 ⅛╠ ⱨꜞכ ⅜ ↕╣≡™

╢⅜⁸ ⌐ ⌐ ™╠╣╢ ⌐≈™≡│⁸ ≢│ ⱨꜞכ │ ↕╣≡

                                                   
)♅כ◘ꜞ 40 )₈ 23 ┘ ─ ꜟ◒▬◘ⱨ▬ꜝה

₉ 24 3  

41 ▪ꜟ◌ꜞⱲ♃fi ┘ ⌐≈™≡│⁸Ɽ♫♁♬♇◒ HP⌐ ↕╣≡™╢ ↕╣≡™╢

─ ▪ꜟ◌ꜞⱲ♃fi ⁸ 28 ⁹ ⌐≈™≡│⁸ⱥ▪ꜞfi◓ ⌐

≠ↄ⁹ 
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™⌂™42⁹╕√⁸ ⌐ ∆╢ 24 ─ⱥ▪ꜞfi◓ ⌐╟╢≤⁸▪ꜟ◌ꜞ

⌐≈™≡│ ⱨꜞכ ─ ⅜ ™√╘⁸ ⇔∏≈ ⅜ ╖⁸ │ ┌™ ⅜

ↄ≤ ↕╣╢⁹ │ ╛ ─ ⌐ ╖ ╕╣≡ ↕╣╢↓≤⅜

™⅜⁸ ⅜ ╖⁸ ⅜ כꜝכ♁⌂ ╛ ⅜ ⇔≡™╢ ≢⁸ ╩

╗ ─ │ ≤⌂╢≤ ↕╣╢⁹ 

 

３）条約上の扱い 

 ─ ≢│⁸ │⁸2020 ⁸ ⁸ │ ╩ ╘≡│⌂╠⌂™↓≤⌐⌂

∫≡™╢⁹√∞⇔⁸ 2 ─Ⱳ♃fi ┘ 2 ─Ⱳ♃

fi │ ↕╣≡™╢⁹╕√⁸ ≤ ─ ⅜№╢⁹ 

 

４）一般廃棄物としての廃製品の回収・処分状況 

ü 回収 

⅜ 23 ⌐ ⇔√ 43⌐╟╢≤⁸1,296─ ─ 80 │ ╩

↔╖⁸ ↔╖≤│ ⌐ ⇔≡™╢⁹ │⁸ 1,298 ─ 79 ≢ ⁸

∟ ╖ 45 ⁸ 34 ⁸ 9 ≤⌂∫≡™╢⁹ ⁸ ↔╖≤

⇔≡ ⇔≡™╢ │ 268№╡⁸ ↔╖≤⇔≡ ⇔≡™╢ ╙ 24№∫√⁹Ⱳ♃fi

⌐≈™≡│⁸1,065─ ⅜ ↔╖⁸ ↔╖≤│ ⌐ ⇔≡⅔╡⁸ │

1,065 ─ 61 ≢ ⁸ ∟ ╖ 37 ⁸ 32 ⁸ 25

≤⁸ ─ ⅜ ↄ⌂∫≡™╢⁹↓╣│Ⱳ♃fi ⱷכ◌כ⌐╟╢ ─

⅜ ╦╣≡™╢√╘≤ ⅎ╠╣╢⁹ 

表 3.3.16 電池類を回収する市町村数（回収方法別） 

回収方法 乾電池 ボタン形電池 

ה ↔╖ ≤⇔≡  1,296 1,065 

  1,030 646 

 ∟ ╖ 577 393 

  440 265 

  119 344 

↔╖≤⇔≡  268 168 

↔╖≤⇔≡  24 17 

 

Ⱳ♃fi ⱷכ◌כ⌐╟╢ │⁸ ⁸ ⁸ ⁸ⱷ●

Ⱡ ⁸ⱱכⱶ☿fi♃כ☻⁸כⱤכ ─ ⌐Ⱳ♃fi ╩ ™≡ ∆╢╙─≢⁸

─ │⁸2011 11 ≢ 10,925 ⁸ 22 ─ │ 6.1♩fi≢№╢⁹

                                                   
)♅כ◘ꜞ 42 )₈ 22  ( ⱴ♥ꜞ▪ꜟⱨ꜡כ ⌐ ∆╢ ) 

₉ 23 2  

43 ( ) ♥◒ⱡ꜡☺₈כ 23 ⅛╠─ ₉ 24 3  
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│Ⱳ♃fi ☿fi♃כ⌐ ─ ╩ ⇔⁸ ☿fi♃כ⅜

⌐ ┘ ╩ ∆╢ ⌐≡ ⁹ ꜞ◘▬◒ꜟ⌐ ╢

│ ⅜ ⇔≡™╢44⁹ ─ ┼─ 24 ⱥ▪ꜞfi

◓ ⌐╟╢≤⁸ ≢─Ⱳ♃fi ─ │ ≤™℮ ╙№╢⁹ 

表 3.3.17 ボタン電池回収推進センターによる回収量45 

項目 量（トン） 

Ⱳ♃fi ─  

⁸Ⱳ♃fi  

6.1 

Ⱳ♃fi ⅛╠─  0.009 

 

 

図 3.3.15 ボタン形電池回収ルート 

 

                                                   
)♅כ◘ꜞ 44 )₈ 23 ┘ ─ ꜟ◒▬◘ⱨ▬ꜝה

₉ 24 3  

)♅כ◘ꜞ 45 )₈ 23 ┘ ─ ꜟ◒▬◘ⱨ▬ꜝה

₉ 24 3  
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⅜ 23 ⌐ ⇔√ 46⌐⅔™≡⁸ ⁸Ⱳ♃fi ⁸

─ ⌐≈™≡│⁸ ╩ ⇔≡™╢ ─ ⅛╠ ⅜№∫√⁹ 22 ⌐

⅔™≡ ה ↔╖ ≤⇔≡ ↕╣√ ⅜ 13,933♩fi 1,027 ≢⁸

╩ ⇔⌂⅛∫√ ה ↔╖ ≤⇔≡ ⇔≡™╢ ─ ╩ ⇔≡⁸ ⱬכ

☻≢ ╩ ∆╢≤ 15,278♩fi 13,933♩fi×97,766,688 89,162,639 ≤⌂╢⁹ ↔╖

≤⇔≡ ↕╣√ │ 213♩fi 14 ⁸ ↔╖≤⇔≡ ↕╣√ │ 5♩fi

3 ≢⁸ ה ↔╖ ≤⇔≡ ⇔≡™╢ ╩ ⅎ√ 14,152♩fi╩╙≤⌐⁸

ⱬכ☻≢ ≤⇔≡─ ╩ ∆╢≤ 19,812♩fi≤⌂╢ 14,152♩fi×

129,099,603 /92,218,202 ⁹ 

表 3.3.18 市町村による電池回収量（平成 22 年度） 

回収方法 
電池回収量 

（トン） 

回収量回答市

町村数及び対

象人口 

当該回収方法で回収している市町村数及び対象

人口 

乾電池 ボタン形電池 小型二次電池 

ה ↔╖

≤⇔≡  

13,933 1,027 

89,162,639  

1,296 

97,766,688  

1,065

81,070,734  

523 

74,996,565  

↔╖≤⇔≡

 

213 14 

2,975,847  

268 

 

168 

 

165 

 

↔╖≤⇔≡

 

5 3 

79,716  

24 

 

17 

 

18 

 

 14,152 
909 

92,218,202  
Ί Ί Ί 

 

ü 処理・処分 

─ ⁸ ⅝ↄ ↑≡⁸ ╣⧵≥♩כꜟ─ ≢♩כꜟ─ ↕╣╢⁹ ꜟ

⁸│♩כ ⅜₈ ─ ה ₉╩ ⇔⁸ ─ ╩ ⌐

₈ ─ ה ₉⌐╟╡ ה ↕╣√ ה ╩ ⁸ ה

∆╢◦☻♥ⱶ╩ 61 ⅛╠ ⇔≡™╢╙─≢⁸ 22 ⌐⅔↑╢

⁸ │ 209⁸ │ 5,304♩fi≤⌂∫≡™╢47⁹ 

─≢♩כꜟ  ה │⁸ ≢ ⇔√ ╩ ⌐ ╡⁸

⁸ ╩ ∫≡™╢⁹ 22 ⌐│⁸ ≢♩כꜟ ↕╣√ 5,034♩fi⅛

╠ 49kg─ ⅜ ↕╣√ Ⱳ♃fi │ ╕⌂™ ⁹╕√ ─♩כꜟ ╩ ╘≡⁸

─ ⌐⅔™≡ ─ 11,200♩fi⁸Ⱳ♃fi ╩ ╗ ⅛╠ ↕╣

√ │ 193kg≢№╢48⁹ 

♩כꜟ ≢ ↕╣╢ 13,933 5,034 8,899♩fi ─ ─ ⁸ │

≢№╢⁹ 

                                                   
46 ( ) ♥◒ⱡ꜡☺₈כ 23 ⅛╠─ ₉ 24 3  

47  (2011) 22 ─ ה , 

http://www.jwma-tokyo.or.jp/asp/activity/kandenti/houkoku.pdf 

48 24 ╩ ╗ ─ ⅔╟┘ ⌐ ∆╢ ⅜ ⇔√

⌐ ∆╢▪fi◔כ♩ ⁹ 
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↔╖≤⇔≡ ↕╣√ 213♩fi │ ⁸ ↔╖≤⇔≡ ↕╣√ 5♩fi

│ ↕╣╢≤ ↕╣╢⁹ ⅛╠ ⅜ ⌐ ∟ ╕╣≡

⅔╡ 22 │ ⅛╠ 308kg⁸ 21 23 ─ ≢ 450kg 49⁸Ⱳ♃fi ╩

⇔≡™╢ ≢│⁸ ╩ ∫≡™╢≤↓╤╙№╢≤ ↕╣╢⁹ 

 

５）産業廃棄物としての廃製品の回収・処分状況 

ü 回収 

 ≤⇔≡─ │ⱴ♬ⱨ▼☻♩ ⁸ ↄ∏⁸ 50≤⇔≡ ה ↕╣╢⁹ 

 51≢ ⇔√⁸ ⅛╠ ╩ ↑≡™╢ ⌐ ∆╢▪fi◔כ♩ ─

⁸ ≤⇔≡─ ╩ ∫≡™╢ ⌐⅔↑╢ ≤⇔≡│ ⅜ ╠

⅝ ╡ ∆╢ ─╒⅛⁸ ה ⅜ ∟ ╗ ⁸

⁸ ⅜ ∟ ╗ ⅜№╡⁸ ⅜ ∟ ╗ ⅜ ⅛∫√⁹ 

表 3.3.19 アンケート回答企業８社の電池類の取扱量（平成 22年度） 

排出源 回収方法 取扱量(kg) 

ה  ⅝ ╡ 11,775 

 ∟ ╖ 155,156 

⁸  ⅝ ╡ 34,240 

 ∟ ╖ 1,248,621 

 

ü 処理・処分 

 24 ⌐ ╦╣√ ⌐ ∆╢▪fi◔כ♩ 52≢│⁸ ─

╩ ∫≡™╢ 12 ⅛╠ ╩ ⁸ ─ ≤⇔≡⁸☿ⱷfi♩ ⁸ ⁸ ה ה

ꜞ◘▬◒ꜟ⁸ ה ┘ ⁸≤™∫√ ⅜№╢↓≤⅜╦⅛∫√⁹

─╖╩ ℮ │⁸∕─ ─ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

表 3.3.20 アンケート回答企業 12社における電池類の処理方法 

処理方法 
事業所数 中間処理量

（トン） 乾・ボ 乾のみ ボのみ 

 2 4 0 83 

☿ⱷfi♩  1 0 1 44 

ה  1 1 0 0.6 

ќ ќ ќ ꜞ◘▬◒ꜟ 0 1 0 953 

                                                   
49 ( )┼─ⱥ▪ꜞfi◓ ╟╡ 24 12  

50 ( )┼─ⱥ▪ꜞfi◓ ╟╡ 24 12  

51 ( ) ♥◒ⱡ꜡☺₈כ 23 ⅛╠─ ₉ 24 3  

52 24 ╩ ╗ ─ ⅔╟┘ ⌐ ∆╢ ⅜ ⇔√

⌐ ∆╢▪fi◔כ♩  
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処理方法 
事業所数 中間処理量

（トン） 乾・ボ 乾のみ ボのみ 

ќ ќ ќ ќ ꜞ◘▬◒ꜟ 1 0 0 1,163 

─₈ ₉│ ⁸₈Ⱳ₉│Ⱳ♃fi ╩ ∆╢ 

⅛╠─ ╩ ∫≡™╢─│ ─╖≢№╡⁸ 22 ⌐│ ≤⇔≡

─ ⅛╠ 363kg─ ⅜ ↕╣≡™╢⁹↓─℮∟⁸Ⱳ♃fi ⱷכ◌כ─ ☻◐

≡∫╟⌐ⱶכ ↕╣√Ⱳ♃fi ⅛╠─ │ 9kg≢№╢⁹ 

 

表 3.3.21 産業廃棄物処理業者アンケート調査結果に基づく回収量（2010 年度）53 

項目 量（トン） 

≤⇔≡─ ─  

⁸Ⱳ♃fi  

2,244 

⅜ ╦╣√ ─  1,163 

⅛╠─  0.363 

 

（４） 歯科用アマルガム 

１） 年間水銀使用量 

▪ⱴꜟ●ⱶ│⁸ ─ ⌐ ↕╣╢ ≢⁸ 40 50 ─ ⁸25 ─ ≤

25 35 ─ ─ ≢ ↕╣≡™╢54⁹ ┼─ 24 ⱥ▪ꜞfi◓

⌐╟╢≤⁸ ▪ⱴꜟ●ⱶ ─ │ ─≤⅔╡≢№╡⁸ ▪ⱴꜟ●ⱶ─

│ ₁ ⇔⁸ ╘≡ ⌂ↄ⁸ ╙ ∫≡⅝≡™╢⁹ 

表 3.3.22 歯科アマルガム用水銀の需給（単位：kg） 

 00  01  02  03  04  05  06  07  08  09  10  11  12  

 

 641 549 328 219 220 150 

100 
*1 

45 *2 

 
*1 

39.3 *2 

 

 

30 *2 

 

 

 

 24.7 *2 

 

 

 

19.7 *2 

 

 

 

16.4 *2 

 

 

 

7.0 *2*3 

 232 113 56 59 94 6 *1 *1 *1 *1 *1 *1  

   873 662 384 278 314 156*4        

 

 874 664 385  315  *1 *1 *1 *1 *1 *1  

       *1 *1 *1 *1 *1 *1  

     *1)  

     *2) ⅝ ╡  

     *3)  

     *4) ─▪ⱴꜟ●ⱶ ╟╡ ╩  

                                                   
53 ( )◄♇◒☻ ₈ 24 ⌐ ∆╢ ⌂ ╖─ ⌐ ╢ ₉ 25 

3  

♅כ◘ꜞ 54 ⁸₈ 23 ┘ ─ ▬◘ⱨ▬ꜝה

◒ꜟ ₉⁸ 24 3  



 

53 

 

２）代替化の動向 

 ≢ ▪ⱴꜟ●ⱶ╩ ⇔≡™╢─│ ─ ≢№╡⁸ ▪ⱴꜟ●ⱶ⌐⅛⅛

╢ │⁸ ⌐╒╓∆═≡─ ≢ ╦╣≡⅔╠∏⁸ ™ │╒≤╪≥ ∫

≡™⌂™⁹ │⁸ ⌐ ∆╢ ─ ⌐ ╢ ╩ ╕ⅎ⁸ │ ₁

⌂ ⌐ ╕╣≡⅔╡⁸ │ ─ ⅛╠⁸ ▪ⱴꜟ●ⱶ─ ⌐

↑≡ ╡ ╪≢™ↄ≤⇔≡™╢55⁹ 

３）条約上の扱い 

 ─ ≢│⁸ ▪ⱴꜟ●ⱶ─ ╩ ⌐ ∆╢√╘─ ⌐╟╢ ≤⇔

≡⁸ ─ ⅛╠ ≈ ─ ╩ ℮↓≤⅜ ╘╠╣≡™╢ A⁸ и ⁹ 

(i)℮ ─ ┘ ─ ╩ ≤∆╢ ─ ╩ ╘⁸∕╣⌐╟∫≡ ─ ╩

⌐∆╢↓≤⁹ 

(ii) ▪ⱴꜟ●ⱶ─ ╩ ⌐∆╢√╘─ ─ ╩ ╘╢↓≤⁹ 

(iii) ╩ ╕⌂™ ≢№∫≡⁸ ⅜ ↄ⁸⅛≈⁸ ⌐ ⌂╙──

╩ ∆╢↓≤⁹ 

(iv) ─√╘─ ╩ ╕⌂™ ─ ─ ┘ ╩ ∆╢↓≤⁹ 

(v) ⌂ ┘ ⅜⁸ ─√╘─ ╩ ╕⌂™ ─ ┘

─√╘─ ─ ─ ⌐≈™≡ ─ ┘ ⌐ ┘ ╩ ℮╟℮ ∆╢

↓≤⁹ 

(vi) ╩ ⇔⌂™ ╟╡╙ ▪ⱴꜟ●ⱶ╩ ∆╢ ╩ ⌐ ℮

┘ ╩ ∆╢↓≤⁹ 

(vii) ⌐ ⇔⁸ ▪ⱴꜟ●ⱶ─ ─ ─ ╩ ⌐ ℮ ┘

╩ ∆╢↓≤⁹ 

(viii) ▪ⱴꜟ●ⱶ─ ╩ ▪ⱴꜟ●ⱶ◌ⱪ☿ꜟ⌐ ∆╢↓≤⁹ 

(ix) ┘ ─ ┘ ┼─ ╩ ∆╢√╘⁸ ⌐⅔↑╢ ─√╘─

─ ─ ╩ ∆╢↓≤⁹ 

 

４）廃製品の回収・処分状況 

ü 回収 

 ┼─ 24 ⱥ▪ꜞfi◓ ⌐╟╢≤⁸▪ⱴꜟ●ⱶ─ ╛ │⁸

♩ꜝ♇ⱪ≢ ↕╣╢⁹ⱨ▫ꜟ♃כ╩ ⇔⁸ ╩ ↕∑╢ ─ ♩ꜝ♇ⱪ⅜⁸

ꜚ♬♇♩⌐ ⌐ ↕╣⁸╒≤╪≥─ ⌐ ⇔≡™╢⁹ ─ ↄ∏

│⁸ ꜞ◘▬◒ꜟ ─ ≤ ∂ ╙№╢ ≤ ⇔≡™╢

⅜⁸╒≤╪≥≢№╢⁹ 

≤⇔≡─ ▪ⱴꜟ●ⱶ│ⱴ♬ⱨ▼☻♩ ⁸ ↄ∏≤⇔≡ ה ↕╣╢⁹ 

 

                                                   
55 . 26 1 16 ⱥ▪ꜞfi◓ ┘ 25 9 11 ₈ ▪ⱴꜟ●ⱶ─ ⌐

∆╢ ₉. 
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ü 処理・処分 

 ▪ⱴꜟ●ⱶ│ ⌐╟∫≡ ⅜ ↕╣╢⁹ ⌐⅔™≡ ●☻

╩ ⇔⁸ ─ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

24 ⌐ ╦╣√ ⌐ ∆╢▪fi◔כ♩ 56⌐╟╢≤⁸ ▪ⱴꜟ

●ⱶ⅛╠─ ╩ ∫≡™╢─│ ─╖≢№╡⁸ 22 ⌐│ ≤⇔≡─

▪ⱴꜟ●ⱶ 2,070kg⅛╠ 0.99♩fi─ ⅜ ↕╣≡™╢⁹ 

 

                                                   
56 24 ╩ ╗ ─ ⅔╟┘ ⌐ ∆╢ ⅜ ⇔√

⌐ ∆╢▪fi◔כ♩  
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4.  

4.1 廃金属水銀の管理に関する検討課題 

44..11..11  再再生生水水銀銀のの利利用用状状況況及及びび輸輸出出状状況況ののレレビビュューー、、将将来来見見通通しし  

（１） 再生水銀の国内利用状況 

 ─ ⌐ ™╠╣╢ │⁸  4.1.1─≤⅔╡ ♩fi ≢№╢⅜⁸℮∟⁸

ꜝfiⱪ ─ ⌐ ™╠╣╢ │ ≤⇔≡ ↕╣≡™╢√╘⁸ ♩fi─ ⅜

⌐ ↕╣≡™╢≤ ↕╣╢⁹ 

表 4.1.1 水銀添加製品の国内生産に用いられる水銀量 

品目 
国内生産 

（t-Hg） 
期間 

ꜝfiⱪ  

ꜝfiⱪ 1.7 2010CY 

ꜝfiⱪ  0.88 2010CY 

HIDꜝfiⱪ 0.46 2010CY 

 

 

 0 2010CY 

 1.9 2010CY 

 

 

 1.1 2010FY 

 0.068 2010FY 

Ⱳ♃fi  

▪ꜟ◌ꜞⱲ♃fi 0.103 

2010CY  0.378 

 0.515 

 

 

●ꜝ☻  0.38 2010CY 

 0.36 2010FY 

 0.021 2010FY 

 0.046 2010FY 

 0.04 2010FY 

 0.020 2010CY 

 ꞉◒♅fi   2009CY 

 0 2010 

 2010 0 כ꜠ꜞה♅♇▬☻

 8.0  

 

（２） 再生水銀の輸出状況 

 10 ─ ⅜ ⅛╠─ ┘ ─ ╩  4.1.2⌐ ∆⁹ ─ ─

│▬fi♪≤⌂∫≡⅔╡⁸ ⁸ ⁸◦fi●ⱳכꜟ │ ↑≤⌂∫≡™╢⁹ 

 ╕√⁸ ⌐≈™≡│⁸ ─ HS◖כ♪⅜ ↕╣√ 2007 ⌐│ 150 ♩fi

─ ⅜№∫√⅜⁸∕─ ⌐ ⇔⁸2012 ─ │♀꜡≤⌂∫≡™╢⁹ 
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表 4.1.2 我が国からの水銀の輸出先国別輸出量（単位：kg） 

 2003  2004  2005  2006  2007  2008  2009  2010  2011  2012  

 690 - 4,330 2,070 2,898 2,691 1,956 645 5,257 1,272 

 - - - - - - - - - - 

 20 - 5 - 5 - 5 - 510 1,657 

 600 190 5,175 69,000 58,650 25,875 27,600 - 8,624 - 

 450 975 1,070 1,070 1,070 2,141 535 2,854 1,906 2,191 

 - - - - 1,785 5,278 765 966 - 204 

 2 - - - 10,350 18,975 54,200 27,600 20,355 17,595 

 - - 1,725 - 127 - - - - - 

 - - 4,312 8,626 - - 3,450 - - - 

 800 810 870 956 2,063 1,582 830 1,272 819 523 

 - - - 17,250 10,350 20,700 10,350 - - - 

 17250 17,250 25,875 17,250 - 19,320 5,175 15,525 37,950 43,125 

 250 700 2,484 - 2,484 200 - 200 1,890 204 

 1050 - 510 98,670 100,050 510 - 612 5,775 600 

UAE - 138 206 - - - - - - - 

 51750 52,020 69,000 17,250 51,750 17,250 8,970 17,250 - - 

 - - - 1035 - - - 2,009 - - 

 - 5 - - - - - - - - 

 - - - 30,800 - - - - - - 

 - - - - 2,070 - 5,175 - - 5,864 

 - - - - - - 10,350 - - - 

 1,950 900 - - 1,500 - - 3,000 - 1,500 

 - - 4,140 - - 862 - - - - 

 - - - - - - - - 8,625 - 

 - - - - - - - - 4,312 8,624 

          487 

 74,812 72,988 119,702 263,977 245,152 115,384 129,361 71,933 96,023 83,846 

表 4.1.3 我が国からの水銀化合物の輸出先国別輸出量（単位：kg） 

 2007  2008  2009  2010  2011  2012  

 2,416 6,333 10 306 20 - 

 356 - 130 - - - 

 8,869 3,605 177 44 - - 

 406 9 306 - - - 

 11,626 7,480 - - - - 

 - - 496 - - - 

 5,046 2,091 - - - - 

 30,450 25,184 - - 0 - 

 34 - - - - - 

 5,617 3,222 - - - - 

 84,411 59,177 2,625 2,914 1,863 - 

 140 - - - - - 

 1,994 2,326 - - - - 

 151,365 109,427 3,744 3,264 1,883 - 
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 ╩ ⇔≡™╢ ┼─ⱥ▪ꜞfi◓─ ⁸ ≢─ ≤⇔≡ ⅜ ↕

╣√⁹ 

表 4.1.4 金属水銀輸出先国での用途（例） 

国名 水銀用途 

▬fi♪ ⁸ ⁸ ⱴכ◐ꜙ꜡◒꜡ⱶ  

◦fi●ⱳכꜟ ꜝfiⱪ 

Ⱶꜗfiⱴכ ꜝfiⱪ 

◖꜡fiⱦ▪ ▪ⱴꜟ●ⱶ 

 

（３） 再生水銀の今後の見通し 

１） 国内需要 

 ─ ⌐ ™⁸ ⅜ ─ ≢ 2020 ╕≢⌐ ⅜ ↕╣╢ ╩

⇔⌂ↄ⌂∫√≤ ⇔⁸2030 ⌐⅔↑╢ ─ ⌐ ™╠╣╢ ╩ ∆

╢≤⁸2010 ─╒╓ ⌐⌂╢≤ ↕╣╢  4.1.5 ⁹⌂⅔⁸ ─ ⱨꜞכ

┼─ ⅜ ╟╡╙ ╪∞ ⁸ ─ ⱨꜞכ ⅜ ↕╣√ ⁸

─ ⱨꜞכ ┼─ ⅜ ╪∞ │⁸1.6♩fi╟╡ ⌂™ ≤⌂╢⁹╕√⁸

│⁸ ╩ ╕⌂™ ⌂ ⅜ ≢⌂™ ⌐⅔™≡ ⌂ ⌐ ╡ ↑╠

╣√╙─ │ ─ ⌐ ↕╣╢╙─│ ─ ≤⌂╢⅜⁸ ≢│ ⅜

≤⌂╢⅛ ≢⅝⌂™↓≤⅛╠⁸ ╩ ™≡ ♀꜡≤⇔√⁹ 

表 4.1.5 水銀添加製品の国内生産に用いられる水銀量 

品目 

水銀使用量（t-Hg） 

2030 年の使用量の想定 
2010 年 

2030 年 

（推計） 

Ⱳ♃fi

 

▪ꜟ◌ꜞⱲ♃fi 0.103 0 ⌐╟╡  

 0.378 0.265 
2011 ─ 50 529  

2011 2013 │ ⁹ 

 0.515 0.142 
10 ─ ─ 5900

 

 0 0 ⌐╟╡  

 

 

●ꜝ☻  0.38 0 ⌐╟╡ №╡  

 0.36 0 ⌐╟╡ №╡  

 0.021 0.021 2010 ≤  

 
0.046 0 

⌐╟╡ №╡  

 0.04 0.04 2010 ≤  

 

 

 0 0 ⌐╟╡  

 1.9 0 ⌐╟╡  

╡╟⌐ 0 0 כ꜠ꜞה♅♇▬☻  

 0.020 0 ─  

 ꞉◒♅fi     
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品目 

水銀使用量（t-Hg） 

2030 年の使用量の想定 
2010 年 

2030 年 

（推計） 

 

 

 1.1 1.1 ─  

 0.068 0.068 2010 ≤  

 5.0 1.6  

 

２） 海外需要 

 ⌐⅔↑╢ 2007 │⁸ 3,000 4,700 ♩fi ≤ ↕╣≡™╢⁹

↓─℮∟⁸ ─ ⌐╟╡⁸2030 ⌐│⁸ ▪ꜟ◌ꜞ ⁸☻▬♇♅ ⌐ ™╠╣╢

│♀꜡⌐⁸ ⱦ⸗ⱡⱴכ VCM ⌐ ™╠╣╢ │ ∆╢≤ ↕╣⁸ 900

1200 ♩fi─ ⅜ ↕╣╢⁹↓─╒⅛⁸ ⅜ ↕╣≡™╢ ⌐⅔™≡⁸2007 ─

⅛╠ ∆╢≤ ∆╢≤⁸ │ 1030 1745♩fi ≤⌂╢≤ ↕╣╢⁹ 

表 4.1.6 全世界における水銀使用量推計値 

 
2007 年 2030 年 

2030 年の想定（条約の規定） 
最小値 最大値 最小値 最大値 

ASGM  
650 1,350   

⁸ ─▪ⱴꜟ●ⱶ ╩

∆╢√╘─ ╩ ⌐ ╘╢ 

ⱦ⸗ⱡⱴ

כ VCM  
800 1,000 400 500 

2020 ╕≢⌐ √╡

╩ 2010 ─ 50 ⌐  

 400 500 0 0 2025 ╕≢⌐  

 200 400   

▪ꜟ◌ꜞⱲ♃fi │ 2020 ╕≢⌐

⁸∕─ ─Ⱳ♃fi │ 2

⌂╠  

 250 350   ─√╘ ─ ╩≤╢ 

 250 350   2020 ╕≢⌐ ╩ ™≡  

 110 140   ─ꜝfiⱪ │  

☻▬♇♅ 100 200 0 0 2020 ╕≢⌐  

∕─   200 400   

2018 ╕≢⌐▪☿♩▪ꜟ♦ⱥ♪ ≢

─ ⁸♫♩ꜞ►ⱶ │◌ꜞ►ⱶ─

ⱷ♅ꜝכ♩ ♩כꜝ♅◄│ ≢─

│ 2020 ⌐⅔™≡ 2010 50

⁸ⱳꜞ►꜠♃fi ≢─

│ 10 ⌐ ⁸ ה

ה ה │ 2020

╕≢⌐  

 2960 4690    

*ⱳꜞ►꜠♃fi◄ꜝ☻♩ⱴ⁸כ ⁸ ⁸ ⁸  

2007 ─ │⁸Maxson, P. (2010): Personal communication for the update of the UNEP 2005 mercury 

trade report. 
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44..11..22  ババーーゼゼルル条条約約技技術術ガガイイドドラライインンののレレビビュューー  

 Ᵽכ♀ꜟ ─ ⌂ ⌐ ∆╢ ●▬♪ꜝ▬fi⌐⅔™≡⁸ ─

⌐≈™≡│⁸ ─╟℮⌐ ↕╣≡™╢⁹ 

表 4.1.7 バーゼル条約技術ガイドラインにおける金属水銀の管理 

パラ番号 記載内容の概要 

─

 

122 

⅛╠⌂╢ ▪ꜟ◌ꜞ ⅛╠─╙─ │⁸ ┘ ╩ ∫

√ ─ ≤™℮ ≢ ─ ≤ ⌂╢⁹ ─ │⁸ ↕╣

√ │ ⌐ ╢ ⌐⁸ ⌂ ⌐ ╣⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 

─

 

143 145 

· ─ │∕╣ ⌐ ↕╣√╙─≤⇔⁸ ─ ╩ √∆═

⅝ (1) ↕╣≡™√ ⅛╠─ ⅜⌂ↄ⁸ ≤ ⇔⌂™⁸(2)

⌐ ⅜⌂™⁸(3) ⌂ ⅜⌂™⁸(4) ─√╘─ ╩ ∆

╢ 

· │ ⌐ ≢│⌂ↄⱤ꜠♇♩─ ⌐ ⌐ ↄ═⅝≢№╡⁸

─ │ ∟ ╡ ⁸ ⁸ ─ ⅜ ╢─⌐ ⌂ ↕╩ ∆

╢═⅝⁹ │◄ⱳ◐◦ fi◓⇔⁸▫♥כ◖≢ ─ ╣⅜ ⌐ ≢⅝╢

╟℮⁸ ™ ≤⇔⁸ ⌂≥⅜⌂™⅛≥℮⅛ ⌐ ∆═⅝⁹ │ ╛

⌐╟∫≡ ⇔≡│⌂╠⌂™⁹ │⁸ ╩ ⇔⌂™ ╩

∆═⅝⁹ 

· ─ ─ │≢⅝╢ ╡ ╘╢═⅝⁹99.9 ╩ ∆╢⁹ 

 

152 

─ ≤⇔≡│⁸ ─ ⌐ ⅜ ⌐ ↕╣╢

ꜝfiⱪ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ☻▬♇♅ ┘ꜞ꜠

כ ┘ ─ ☻ꜝ♇☺⌂≥ ─ ⅜№╢⁹

≢│⁸ ⅛╠─ ⌐ ∆╢ ⅜ ╘╠╣≡⅔╡⁸Land Disposal 

Restrictions ⌐ ≠⅝⁸ 260mg/kg ╩ ⅎ╢ │⁸ ⅜

↑╠╣╢⁹ 

─ ⌐

≈⌂⅜╠

⌂™  

172 

· ┘ │⁸ ⌐⁸ ─ ╩ ∆╢

╟℮⌐ ∆═⅝≢№╢⁹ │⁸ ⌐ │ ∆═⅝≢№

╢⁹ │⁸ ┘ ─ ⌐ ∫≡ ∆═⅝≢№╢⁹ 

· ─ ⌐≈⌂⅜╠⌂™ ≤⇔≡│⁸ ה ⁸

⁸ ┘ ↕╣√ ┼─ ⅜№╢⁹ 

ה

 

173 186 

· ┘ ⌐ ↕╣╢ ▪ⱪ꜡⁸│♅כ ┼─

≤ ≢№╢⁹ ─ ┼─ ⅜ 100 ⌐ ↑╣┌⁸

⌂ꜞ☻◒ ⅜ ≢№╢⅜⁸∕℮≢⌂↑╣┌ ─ ≤ ⌐ ─

╛ ⅜ ↓╢⁹ 

· ⅜ ↕╣╢ │⁸ ⌐⅔↑╢ ─ ╙╟ↄ ╠╣╢

≢№╢↓≤⅛╠⁸ ─ │⁸ ╙ ≢╟ↄ ↕╣√▪ⱪ꜡כ♅
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パラ番号 記載内容の概要 

≢№╢⁹ │≢⅝╣┌ ⌐ ↕╣╢═⅝≢№╢⁹ 

· ⱳꜞⱴכ ⱪ꜡☿☻│⁸ ─ ⅜ ↕ↄ ≤⌂╢↓

≤⅛╠ ─ ≤ ⅜ ↕╣╢≤™℮ ╩ ≈⁸ ⌐╟╢ ─

≢№╢⁹ⱪ꜡☿☻ ⌐ ꜡☻⅜ ↕╣╢↓≤⅛╠⁸ ⅜

≢№╢⁹ 

· │ ─ ≈≢№╢⅜⁸ ⅛╠ │ ┘ ⇔╛∆™√╘⁸

⅜ │◌ⱪ☿ꜟ ≤─ ╖ ╦∑≢ ™╠╣╢⁹ 

 

188 192 

⁸ ─ ⁸ specially engineered landfill ─ ↑ ╣

╩ √∆ │ │⁸ ⌐ ≢⅝╢⁹

│⁸ ╣⁸ ╩ ∆╢√╘⁸ ⁸ ⁸ ⁸

─ ⁸⸗♬♃ꜞfi◓⌐ ∆╢ ╩ √∆═⅝≢№╢⁹ ⁸ ⁸

⁸ ─ ⁸⸗♬♃ꜞfi◓─ⱪ꜡☿☻≤ ⌐⁸ ┘ ─ ⅝╙

↕╣╢═⅝≢№╢⁹ ⌐⁸ ─ ⅛╠ ╩ ∆╢√╘─ ⌐

⅜ ╦╣⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 

 

 

44..11..33  廃廃金金属属水水銀銀のの運運搬搬・・保保管管方方法法  

（１） 水銀を含む危険物や金属水銀の運搬・保管に関する国内外の情報のレビュー 

 ╩ ╗ ╛ ─ ה 57⌐ ∆╢ ─ ≤⇔≡│⁸ ─╙─⅜

№╢⁹↓╣╠─ │⁸ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 

表 4.1.8 水銀の運搬・保管に関する国内外の基準等 

区分 名称（作成年） 策定主体 特性 

 Ᵽכ♀ꜟ

─ ⌂

⌐ ∆╢ ●

▬♪ꜝ▬fi 2011  

Ᵽכ♀ꜟ 10

≢  

Ᵽכ♀ꜟ ─ ⅜⁸

─ ⌂

─√╘─ ╩ ℮ ≢

≤∆╢╙─ 

⌐

∆╢ 18

2013  

─ ⌐

↕╣√ ⌂╠┘

⌐ ─ ⅔╟┘

⌐ ∆╢ ◦☻♥ⱶ

⌐ ∆╢  

─ ─ ⌐ ∆

╢ ┘ ⌐

⇔≡ ↕╣√╙─ 

 1970

 

45 12 25

137 25

11 27 86  

─ ⁸ ⌐ ∆

╢ ╩ ╘≡™╢ 

                                                   
57 ⌐│ ⅜ ℮√╘⁸↓↓≢│ ╙ ≤⇔≡™╢⁹ 
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区分 名称（作成年） 策定主体 特性 

 ┘

1950  

25 12 28

303 23

12 14 122  

┘ ⌐≈™≡⁸

─ ⅛╠ ⌂ ╩

℮↓≤╩ ≤⇔√╙─ 

 ┘

1957  

32 8 20

30

24 12 28

91  

⌐ ≠⅝⁸ ⌐╟

╢ ─ ┘ ┘

⌐ ─ ™ ┘⌐

↓╣╠⌐ ⇔ ⇔⌂↑╣┌

⌂╠⌂™ ┘∕─ ╩

╘√╙─ 

 

⅜ ∏═⅝

┘

─ ⌐ ╢

⌐ ∆╢

2000  

12 3 30 ה

1 24 4

20 ה 7  

⌐ ≠ↄ⁸

┘ ╩

╗ ─ ⌐ ╢ ⌐

∆╢ ⁹

⁸ ⁸ ╩

╗⁹ ─ 58╩ ╗⁹ 

 1970

 

45 12 25

138 25

6 21 60  

╩ ∆╢

─ ⁸

┘ ╩ ╘⁸∕─

╩ ╘≡™╢⁹ 

 EU

2011  

⌐╟╢

2011/97/EU  

─ ⌐

∫≡ ∆╢ ╩ 1

⌐╦√∫≡ ⌐

↕╣╢ ≤╖⌂↕╣╢

─ ─√╘

─  

 EU ╖  

2008  

⌐╟╢

2008/98/EC  

─ ⌐ ∆╢

╩ ╗ 

 ─

⌐ ∆╢ ●

▬♄fi☻ 2009  

◄Ⱡꜟ◑כ ⅜

⁸ ╩ ↑╢ ─

≤ ⇔≡ ◒כ○

ꜞ♇☺  

─ ⌐ ∫

≡ ∆╢ ─ ⁸

⁸ ⁸ ⁸ ⌐

∆╢ ●▬♄fi☻ 

 

                                                   
58 ⁸ ─ ⁸ │ ╩ ℮ ⌐⅔™≡│⁸ ⁸ ⅛╠─ ⅎ™⁸ ⁸

⌐╟╢ ─ ┼─ ╩ ∆╢√╘⁸ ♃fi◒ ─ ┘ ─ ⁸ ─

꜡☻─ ∕─ ─ ⌂ ╩ ∏╢↓≤⁹ 
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（２） 廃金属水銀の運搬・保管の方法 

 ─ ה ⌐ ∆╢ ─ ╩ ≤⇔≡⁸ ─ ⌂ ה

─ ╩ ─╟℮⌐ ⇔√⁹ 

表 4.1.9 廃金属水銀の運搬方法 

項目 廃金属水銀の 

環境上適正な運搬方法 

廃棄物処理法令に定めるべき要件 

［特管産廃の運搬基準］ 

※下線部が追加要件 

╕√│ ─

 

ה ⌂ ⌐ ⇔⁸ꜝⱬꜟ╩

↑╢ 

ה ⌐ ─ ╩ ╣⌂™ 

ה │ ∆╢ 

ה ⌐ ╩ ↕∑⌂™ 

ה ⌐ ╣ ∆╢↓≤ 

ה   ה ה ⌐╟╢

╛ ╣⅜⌂™╙─ 

ה ≤ ∆╢ │⁸

╩ ∆ 

☻ꜝ●ה │ ⌐╟╡

∆╢ 

ה ה ה ─ ╣⅜⌂™╙

─ 

ה   UN

─ ⌐ ℮ 

ה ⇔⌐ↄ™↓≤ 

ה   ה  ⇔╛∆™↓≤ 

ה   ⇔≡  

ה 98%⁸55ϴ⌐⅔↑╢

≢ ⌐ ╩ ∆ 

ה ─ ≤ ⇔⌂™ 

ה │ ┼ ↑≡ ∆╢ 

ה ⌐ ╣ ∆╢↓≤  

UNה   ─ ⌐ ⇔√╙

─≢№╢↓≤ 

ה ⌐ ╩ ℮ 

 

 ┼─

 

UNה ⌐ ∫≡ꜝⱬꜟ ה ↑ ─ ╛ ™ ─

╩ ⇔√ ╩

│ ⌐  

ה   ה ─ ה  ⇔⁸ ┘ ⇔⌂™╟℮⌐∆

╢↓≤ 

ה    ה ה ─ ╣⅜⌂™╙

─ 

 ─

 

ה ─ ≤─  

ה ⁸ ⁸ ─ ╩

╢ 

ה ╩ ⌐ ↑╢ 

ה ⌡ ↕ 3m  

ה ─ ה↕ ╩ ⅎ⌂™╟℮⌐

 

ה ┼─ ╛ ╩

 

ה ─ ≤─ ≤  

 ┼─

 

ה ─ ⌐ ─ ╩

 

ה ⌐
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項目 廃金属水銀の 

環境上適正な運搬方法 

廃棄物処理法令に定めるべき要件 

［特管産廃の運搬基準］ 

※下線部が追加要件 

ה ⌐ ╩

↑ 

 

 

─

 

ה ⌐⁸ ⌐⁸

⁸UN ⁸

⁸ ─ ╩ ⇔√╙

─ ╩  

ה ─  

⌂

  

ה ┘ ─ ⅎ™⌐ ⌐  

ה ─ ≤ ⇔⌂™ 

ה ─ ┼─ ╠⅛⌂

╩⇔⌂™ 

ה ─ │⁸ ⌂ ה

ה ╛ ≢ ⇔≡│

⌂╠⌂™ 

ה ה  

ה ⌐ ℮ ה ה

⌐╟╢ ─ ─

 

ה ╕√│ ─ ─

 

 ─

 

ה ╩ ⌐  

ה ╣ ⌐╟╡ ⌐ ⅜

∏╢ ╣⅜№╢ │⁸ ∟⌐

 

ה ╩ ⇔≡ ⅎ™⇔√ ─

╩ ∫≡│⌂╠⌂™ 

 

 

 

表 4.1.10 廃金属水銀の保管方法 

項目 廃金属水銀の 

環境上適正な保管方法 

廃棄物処理法に定めるべき要件 

［特管産廃の保管基準］ 

※下線部が追加要件 

ה   ─  

ה ⅜ ה ╖⇔ה╣ ╢⅔

∕╣─⌂™╙─ 

ה ≢⅝╢╙─ 

ה ─ ≤  

ה ↑ ⌐  

ה ⌐ ╣ ∆╢↓≤ 

ה   │☻♥fi꜠☻   

ה   ה ╩ ≈ 

ה │⁸ ⌐ ⇔≡

╩ ≈ 

 

╢↑⅔⌐55ϴה   ≢

⌐ ╩ ∆ 

 

UNה   ─ ⌐ ⇔√╙

─≢№╢↓≤ 

ה ⌐ ╩ ℮ 

 

 ┼─

 

ה ─ ⁸ ⁸UN

╩  

 

 

ה   ⌐ ה ╢⅝≢ ⌐ ™─  
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項目 廃金属水銀の 

環境上適正な保管方法 

廃棄物処理法に定めるべき要件 

［特管産廃の保管基準］ 

※下線部が追加要件 

ה ┼─▪◒☿☻ ╩  

ה ⌂ ≤ ╩ ↑╢ 

ה ─  

ה ≤ ה ⅜

⅝⌂™╟℮⌐  

 

ה ─  

ה ה ה ה ─

 

ה  

ה   ∆╢ ⌐ ⇔√ ╩

≈ 

 

ה   ◓fiꜞכ◦─ ≢  

ה ∞╘╩ ≈ ╩ ↑╢ 

ה ⁸ ╩ ─

≢ ℮ 

ה   ◦☻♥ⱶ⁸ ◦☻♥ⱶ╩

 

 

ה   ≡─ ⅜ ⌐ ╡ ∑╢

 

─♩♇꜠Ɽה ⌐ ⌐ ↄ 

ה ─ ─  

ה ⌐↕╠↕╣⌂™√╘⌐

⌂  

 ┼

─  

ה ⌐⁸ ─ ╩

 

ה ╛∆™ ⌐ ╩  

ה ╩ ∆╢⁹ 

ה   ─▬fiⱬfi♩ꜞכ╩

ה  

 

ה ∆╢ ─ ╩

┼ ↑  

ה ╩ ∆╢ │⁸

─ ⁸ ⁸ ⁸  ⁸

─ ∆═⅝ ╩ ≢

⁹╕√⁸ ⅝ ∆ ⁸ ╩

☿fi♃כ┼  

ה │ ╩ ⌐  

⌂

 

─

 

⌂℮╟─≤ה ╣╙ ┼─ ⇔

™ ╩╙√╠∆≤╖⌂∆ 

ה ⌂ ה ─

 

ה ─  

ה ⌐ ╩ ≈ ⅜

 

ה ⅎ™ │⁸ ⌐ ⇔√

│☻ⱳfi☺≢  

ה ╣│ ⌐  

ה ╩ ⇔≡ ⅎ™⇔√ ─

╩ ℮↓≤│ ╩ ∆

╢√╘⁸ ∫≡│⌂╠⌂™ 

 

ה  ה  ─ │ 1

 

ה ╖ ╤⇔ │  

ה ⌐≈™≡ ╘√ ╩

 

ה ╩ ↑√╙─⅜ ╩

⇔⁸ ∆╢ 

ה ⅎ™ │ ∟⌐ ╩
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項目 廃金属水銀の 

環境上適正な保管方法 

廃棄物処理法に定めるべき要件 

［特管産廃の保管基準］ 

※下線部が追加要件 

 

╩╗╛ה   ⌂™  

─√╘─  

ה   ─ 14  

─√╘─  

 

 

44..11..44  安安定定化化・・固固型型化化技技術術のの試試験験結結果果のの整整理理とと評評価価  

（１） 平成 23 年度～25 年度の試験結果概要 

23 ⁸24 ⌐⅔™≡⁸ ╩ │ ≤⇔⁸∕─ ─

ⱳꜞⱴ⁸כⱳꜟ♩ꜝfi♪☿ⱷfi♩⁸ ▪ꜟ◌ꜞ☿ⱷfi♩⁸ ꜞfi ☿ꜝⱵ◒☻ ≢

⇔⁸ ⱳ♥fi◦ꜗꜟ╩ ┘Ⱬ♇♪☻Ɑכ☻ ⱳ♥fi

◦ꜗꜟ╩ ╩ ∫√ ⁸ ⅜ ↕╣√⁹ 

· 99.9 ─ ╩ │ ≤⇔⁸ ⱳꜞⱴכ

│ ▪ꜟ◌ꜞ☿ⱷfi♩≢ ⇔√╙─│⁸ ─ ╩ √∆⁹╕√

⌐⁸♃fi◒ꜞכ♅fi◓ ─ │ ≢№╡⁸Ⱬ♇♪☻Ɑכ☻

─ ╙ ╟╡ ™ ≢№∫√⁹ 

· 97 ─ │ ⌐∆╢↓≤│ ≢№∫√⁹╕√⁸

─ ╩ ≤⇔√ ⁸ │ ─ ╩ ⇔⌂

⅛∫√⁹ 

· ⱳꜟ♩ꜝfi♪☿ⱷfi♩≢ ⇔√ ⁸ │⁸13

─ │ ─ ╩ ⇔√⅜⁸♃fi◒ꜞכ♅fi◓ ─ │

╩ ⇔≡⅔╡⁸☿ⱷfi♩ ─▪ꜟ◌ꜞ ⅜ ⅛╠─ ╩

⇔√ ⅜ ↕╣√⁹ 

· ☿ⱷfi♩─▪ꜟ◌ꜞ ─ ╩ ⅎ╢√╘⁸ⱳꜟ♩ꜝfi♪☿ⱷfi♩─ ╦╡⌐ ▪

ꜟ◌ꜞ☿ⱷfi♩╩ ™√ │⁸♃fi◒ꜞכ♅fi◓ ─ ╙

≤⌂∫√⁹ 

 

25 ⌐⅔™≡│⁸ ─ ה ≤⇔≡⁸ 99.9 ─ ╩ ≢

≤⇔⁸∕─ ⱳꜞⱴכ │ ▪ꜟ◌ꜞ☿ⱷfi♩⌐╟╢ ╩ ™⁸ 13

⁸♃fi◒ꜞכ♅fi◓ ⁸Ⱬ♇♪☻Ɑכ☻ ╩ ⇔√⁹╕√⁸ ─ ─

√╘─ ≤⇔≡⁸ ⱳꜞⱴכ⌐╟╢ │ ⌐╟╢ ⁸ ▪ꜟ◌ꜞ☿ⱷfi

♩⌐╟╢ │ ⌐╟╢ ╩ ∫√ ≢ ┘Ⱬ♇♪☻Ɑכ☻ ╩ ⇔√

⁹ │ ─≤⅔╡≢№∫√⁹ 

· ⱳꜞⱴכ │⁸13 ⁸♃fi◒ꜞכ♅fi◓ ╙ ╩ ⇔√⁹ 

· ▪ꜟ◌ꜞ☿ⱷfi♩⌐╟╢ ─ ⌐≈™≡│⁸A ☿ⱷfi♩ │

≤ ⁸13 ⁸♃fi◒ꜞכ♅fi◓ ≤╙ ╩ ⇔√⅜⁸B ☿ⱷfi♩
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│⁸≥∟╠╙ ╩ √↕⌂⅛∫√⁹ 

· ─↓≤⅛╠⁸ 99.9 ─ ╩ ≤⇔⁸ ⱳꜞⱴכ≢ ∆╢ ⅜

─ ≤⇔≡ ╙ ≢№╢⁹√∞⇔⁸↓─ │ ⌐ ∫√

─ ⌐ ≠ↄ╙─≢№╡⁸ ─ ⌂ ┼─ ⅜ ≢№╢⁹ 

 

（２） 安定化・固型化技術の試験内容及び結果 

１）試験方法 

─ ה ≤⇔≡⁸ 99.9 ─ ╩ ≢ ≤⇔⁸∕─

ⱳꜞⱴכ │ ▪ꜟ◌ꜞ☿ⱷfi♩⌐╟╢ ╩ ™⁸ ╩ ∫√ ╩ ⌐ ∆⁹ 

 

表 4.1.11 金属水銀の安定化・固型化技術の試験の概要 

 安定化・固型化方法 試験方法 

ⱳꜞⱴ

כ  

· 99.9 ─ 121g⁸ 21g

╩ Ⱶꜟ ⱳ♇♩⌐ ╣⁸ Ⱶꜟ

≢ 400rpm20ה ─ ╩ ∫≡

≤⇔√ ⁸ Ⱳכꜟ≤ ⌐

ⱳ♇♩⌐ ╣⁸50rpmה ─

╩ ∫√⁹ 

· 750g⁸ 750g╩

ⱳ♇♩⌐ ╣ 50rpm1ה ─ ╩

™⁸ ⌐ ╣⁸ ⌐☿♇♩⇔

√ ⁸ ╩ 2kPa╕≢ ⇔⁸0.5L/min

≢ ●☻╩ ⇔⌂⅜╠ ─ ╩

25rpm⌐ ⇔≡⁸130ϴ ╕≢ ↕∑⁸

1 ⇔⁸ ╩ ╪∞⁹ 

· 13 10g ─

×5 ×3  

· 40g

─ ×1  

· 10g

─ ×1  

 

▪ꜟ◌ꜞ

☿ⱷfi♩

A  

· │  

· ☿ⱷfi♩ 800g≤▬○fi 400g╩

⇔ 50 rpm≢ 1 ⇔√ ⁸

⇔√ 800g╩ ⇔1

⇔⁸ ╩ 100rpm⌐ ⇔≡ 5

⇔√⁹ ╩ ╘≡ 2 ⇔

√ ⁸ 1 ♪ꜟכ⸗⇔ ⌐

⇔√⁹ │Ᵽ▬Ⱪ꜠כ♃כ╩ ⇔≡

─ ╩ ♪ꜟכ⸗⁸⇔ ─ ╕

≢ ⇔√⁹ ╩ ♪ꜟכ⸗√⇔ │

ⱳꜞ◄♅꜠fi ⌐ ╣⁸ ≢▬fi

◐ꜙⱬכ♃⌐≡ 20ϴ5ה ─ ╩ ∫

√⁹ 

· 13 50g ─

×3  

· 200g

─ ×1  

· 10g

─ ×1  
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 安定化・固型化方法 試験方法 

▪ꜟ◌ꜞ

☿ⱷfi♩

B  

  

 

２）溶出試験の結果 

⌐⅔™≡⁸ ─ ⌐⅔↑╢ ≤⇔≡ ╘╠╣≡™╢

13 ┘ ─ ≢№╢♃fi◒ꜞכ♅fi◓ ─ ╩

⌐ ∆⁹ 

 

表 4.1.12 溶出試験の結果 

固化体の種類 

13 号試験（H24 年度） 13 号試験（H25 年度） 
【参考】タンクリーチ

ング試験 

水銀濃度 

（㎎/L） 
pH 

水銀濃度 

（㎎/L） 
pH 

水銀濃度 

（㎎/L） 
pH 

ⱳꜞⱴכ

 

0.0009 

ᵑ0.0008 

ᵒ0.0013 

ᵓ0.0007 

 6.78 

ᵑ 6.88 

ᵒ 6.80 

ᵓ 6.65 

0.0018 

ᵑ0.0019 

ᵒ0.0023 

ᵓ0.0012 

 6.08 

ᵑ 6.02 

ᵒ 6.13 

ᵓ 6.10 

H24  

0.00017 

H25

0.00026 

H24  

6.81 

H25

6.15 

☿ⱷfi♩

 

A  

0.0012 

ᵑ0.0016 

ᵒ0.0011 

ᵓ0.0009 

10.85 

ᵑ10.79 

ᵒ10.86 

ᵓ10.90 

0.0029 

ᵑ0.0032 

ᵒ0.0025 

ᵓ0.0031 

10.93 

ᵑ11.11 

ᵒ10.86 

ᵓ10.82 

H24  

0.00022 

H25

0.00051 

H24  

10.80 

H25  

10.48 

☿ⱷfi♩

 

B  

∑∏ 

0.0069 

ᵑ0.0065 

ᵒ0.0056 

ᵓ0.0087 

10.68 

ᵑ10.70 

ᵒ10.72 

ᵓ10.63 

H24  

 

H25  

0.00620 

H24  

 

H25  

9.52 

⅜ 13 0.005mg/L⁸♃fi◒ꜞכ♅fi◓ 0.0005mg/L ╩ ⅎ√

⁸ ⅛↑≢ ⇔√⁹   

 

13 ⌐ ≠ↄ ≢№╢ 0.005mg/L╩ ⅎ╢ ⅜ ↕╣√─│⁸B ☿ⱷfi♩

─╖≢№∫√⁹ 

 

 ☿ⱷfi♩ ⌐ ∆╢ ─ ─ pH╩ ⌐ ∆⁹ 
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表 4.1.13 平成 23 年度から平成 25 年度における溶出試験後の試料液の pH 測定値 

試料名 
13 号試験 【参考】タンクリーチング試験 

H23 H24 H25 H23 H24 H25 

ⱳꜞⱴכ  

 
6.48 6.75 6.08 5.97  6.85  6.15 

☿ⱷfi♩  

 
12.00 10.88 

A 10.93 
11.90  10.76  

A 10.48 

B 10.68 B 9.52 

 

☿ⱷfi♩ ≢│⁸A ─☿ⱷfi♩╩ ™√ ≢─╖⁸pH⅜ ≤╒╓ ∂ ≢№∫

√⅜⁸B ─☿ⱷfi♩ │⁸™∏╣─ ⌐⅔™≡╙⁸ ─ pH╟╡╙ ↕™

╩ ⇔√⁹ 

ⱳꜞⱴכ ⌐ ⇔≡│⁸pH⅜ ╟╡╙ ™ ⅜№╢⁹ 

 

３）ヘッドスペース分析の結果 

≢№╢Ⱬ♇♪☻Ɑכ☻ │⁸ ⌐╟╡ ⌐ ∆╢ ╩ ∆

╢╙─≢⁸ ─ ≢│ ⅛╠≥─ ─ ⅜ ∆╢─⅛─ ≤⌂╢⁹Ⱬ♇♪☻Ɑ

☻כ ─ ╩ ⌐ ∆⁹ 

 

表 4.1.14 ヘッドスペース分析の結果 

合成方法 
温度条件 

（℃） 

水銀濃度 

（㎍/m3） 

ⱳꜞⱴכ  10, 25, 30, 40, 70 ™∏╣╙<1   

☿ⱷfi♩  

A  

10, 25, 30 ™∏╣╙<1   

40 2   

70 8   

☿ⱷfi♩  

B  
10, 25, 30, 40, 70 ™∏╣╙<1   
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0

6

12

18

24

30

(A )

(B )

µgHg/m3

0.025mg/m3) 

   

図 4.1.15 ヘッドスペース分析試験結果 

 

 ─ ≢│⁸A ☿ⱷfi♩ ⌐≈™≡─╖⁸40ϴ ─ ⌐⅔™≡ ─

┼─ ⅜ ╘╠╣⁸70ϴ ⌐⅔™≡⁸ ╩ ∫√⁹ 

 

４）今後の課題 

 ─ ≤⇔≡│ ⅜ →╠╣╢⁹ 

· ▪ꜟ◌ꜞ☿ⱷfi♩ │⁸ ⅜ ≢│⌂⅛∫√ ⅜№╢√╘⁸ ╩

╟╡ ↄ⇔≡ ╩ ∫≡™╢↓≤⅜ ≢№╢≤ ⅎ╠╣╢⁹ 

· ─ ⅜ ≢⌂™↓≤⅜⁸ ─ ⌐ ╩ ⅎ╢ ⅜№╢

↓≤⅛╠⁸ ╩ ∆╢ ⌐⁸ ╩ ∆╢ ╩ ∆╢↓≤⅜ ≢№╢⁹ 

 

（３） 安定化・固型化技術に関する今後の調査研究 

ה  ⌐ ⇔≡│⁸ ⌐≈™≡ ⅝ ⅝ ╩ ℮≤≤╙⌐⁸ ⁸

─ ╩ ⌐ ™√ ─ ⁸ ─√╘─ ⌐ ∆╢◦

Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfi⁸ ╩ ⇔√ ☿ꜟ⌐⅔↑╢ ─ ▪ꜟכ◔☻⁸

♇ⱪ⇔√ ה ⅜ ≢№╢≤ ⅎ╠╣╢⁹ 

 

 

44..11..55  廃廃金金属属水水銀銀のの最最終終処処分分方方法法のの整整理理  

（１） 処理方法のオプション 

 ↓╣╕≢─ ╩ ╕ⅎ⁸ ─ ≤⇔≡│⁸ ─ ≈ ᵑ

⌐ ⇔√ ╩ ⁸ᵒ ⌐ ╩ ─ ⌐ ⁸ᵓ

⌐ ⇔≡ ⌐ ⁸ᵔ ⌐ ⇔√ ╩ ⅜ ⅎ╠╣╢⁹ 
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表 4.1.16 処理方法のオプション 

管理の形態 処分先 処理方法 

  ╩ √∆⁹  

 

─ ╙№

╡ ╢⁹  

○ⱪ◦ꜛfi ╩ ─ ⌐ * 

○ⱪ◦ꜛfi 2 ⇔≡ ⌐  

○ⱪ◦ꜛfi 3  

 

 

 ╩ ─ ⌐  

*○ⱪ◦ꜛfi 1─ │⁸ ≢│⌂ↄ⁸ ⌐ ⅜ ⁹ 

 

 ⌐≈™≡│⁸↓╣╕≢─ ⅛╠⁸ ─ ⅛╠│₈

ⱳꜞⱴ₉כ⅜ ─ ╩ √⇔≡⅔╡⁸ ─ ≤⇔

≡ ≢№╢⁹ ⁸₈ ▪ꜟ◌ꜞ☿ⱷfi♩₉⌐≈™≡│⁸ ▪ꜟ◌ꜞ☿ⱷfi♩─

⌐╟∫≡│⁸ ─ ╩ ⇔⌂™ ⅜№╢↓≤⅛╠⁸ ⅝ ⅝ ה

╩ ⅎ≡ ╩ ℮─⅜ ≢№╢⁹ 

 ⌐≈™≡│⁸ │ ┼─ ⅜ ⅎ╠╣⁸

─ ─ ╩ ╕ⅎ√ ╩ ∆╢ ⅜№╢⁹ 

表 4.1.17 管理型最終処分場及び遮断型最終処分場の特性 

評価要素 管理型最終処分場 遮断型最終処分場 

┼─

ꜞ☻◒ ⁸

 

ה ⌐╟╢ ─ №╡ 

╩ ∂╣┌⁸ │

↕╣╢⁹  

ה ─ ─⅔∕╣№╡ 

⌐◐ꜗ♇Ⱨfi◓∆╣┌⁸

ꜞ☻◒│ ↕╣╢⁹  

ה │ ─

─⅔∕╣№╡⁹ 

ה │ ⅛╠

↕╣≡⅔╡⁸ ─

│ ™ 

⌂

ꜞ☻◒ 

ה ─ │ ╦╣╢

⅜№╢⁹ 

╩ ∏╢↓≤⌐

╟╡⁸ ꜞ☻◒│ ↕╣╢⁹ 

ה ─ ⅜ ↕╣≡

™╣┌ ⌂™⁹ 

ה ⅛╠ ↕╣√

≢⁸ ⌂ ⅜

╕╣╢⁹ 

♩כꜞ◒fi◖ה ⅜

⌐ ∆╢ ⅜

№╢ 

─

⅜ ↕╣≡™╣┌ ⌂

™  

 

─

ה ╩ √∑┌ ⁹√∞⇔⁸

─ │ ≢⅝╢⁹ 

ה ≢│⁸ ⅜

↕╣≡⅔╠∏⁸ ⌂
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評価要素 管理型最終処分場 遮断型最終処分場 

 ⅜ ╕╣╢⁹ 

─ ה  ─ ה  ⅜ ⌂ↄ⁸

⅜  

 

⌐ ∆╢ │⁸ ─ ─ ╩ ⅝ ⅝ ℮ ⅜№

╢⁹╕√⁸ ╩ ⇔⁸ ꜞ☻◒╩ ↕∑╢√╘⁸ ⌐ ─╟℮⌂

╩ ∂╢↓≤⅜ ⅎ╠╣╢ ⌐╟╢ ∑ ⁹ 

· ─ ≤─ ─  

·  

·  

· ⌂ ─  

· ─ ─ ⌐╟╢◐ꜗ♇Ⱨfi◓ 

· ─ ─  

· ─ ─ ⌂ ─  

 

 

44..11..66  我我がが国国のの水水銀銀排排出出量量のの将将来来予予測測とと水水銀銀処処理理能能力力  

（１） 水銀排出量の将来予測 

 １） フローとして発生する廃棄物等に含まれる水銀量 

 ꜝfiⱪ ⁸Ⱳ♃fi ⁸ ⌐≈™≡⁸ ╛ ─ ⌐ ≠⅝⁸

─ ╩ ⇔√ │ ⁹⌂⅔⁸ ⌐≈™≡│

⅜ ↕╣≡⅔╠∏⁸ ⅜ ⌐ ⇔≡™╢↓≤⅛╠⁸ │ ⇔≡

™⌂™⁹2010 ─ ⌐ ╕╣╢ │ 9.2 ♩fi≢№╢⅜⁸2020 ⌐│ 1.5 ♩

fi⁸2030 ⌐│ 0.3 ♩fi ⌐⌂╢≤ ↕╣√⁹╕√⁸2010 ⌐ ⇔√ ⌐

╕╣╢ 40♩fi⁸ ⌐ ╕╣╢ 8.7♩fi╙ ≤⇔≡ ⇔√  4.1.18

⁹↓─╒⅛⁸ ⅛╠ ↕╣╢ ╙ ∆╢ 2010 ⌐│ ⅛╠ 1.5kg ─

╩ ⁹ 

表 4.1.18 フローとして発生する廃棄物等に含まれる水銀量 

 
品目 

廃製品発生量（百万個） 
*水銀血圧計は千個 

廃製品重量 
（トン） 

廃製品発生量に含まれ
る水銀量（t-Hg） 

  2010 2020 2030 2010 2020 2030 2010 2020 2030 

 

 

( ↄ) 
350 0.05 0 63  9.8 0 2.4 0.0004 0 

Ᵽ♇◒ꜝ▬♩ 540 0.08 0 5  0.8 0 1.6 0.0003 0 

 68 59 59 54 47 47 0.16 0.14 0.14 

 830 268 0 415 134 0 0.41 0.13 0 

 96 25 3 115 30 3.6 4.6 1.2 0.14 
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品目 

廃製品発生量（百万個） 
*水銀血圧計は千個 

廃製品重量 
（トン） 

廃製品発生量に含まれ
る水銀量（t-Hg） 

  2010 2020 2030 2010 2020 2030 2010 2020 2030 

 9.2 1.5 0.3 

 

 
Ί Ί Ί 659 Ί Ί 36 Ί Ί 

ה

 
Ί Ί Ί 2  Ί Ί 3.2 Ί Ί 

┌™∂╪ Ί Ί Ί 73  Ί Ί 0.14 Ί Ί 

∕─  Ί Ί Ί 62 Ί Ί 0.0025 Ί Ί 

 40   

 

 Ί Ί Ί 0.91 Ί Ί 0.91 Ί Ί 

ⱳ꜡◦ⱷכ♃

כ ⌐ ™╠

╣√  

Ί Ί Ί 

0.69 

Ί Ί 

0.69 

Ί Ί 

●☻ ⅛╠

↕╣√  
Ί Ί Ί 

0.65 
Ί Ί 

0.65 
Ί Ί 

⅛

╠ ↕╣√

 

Ί Ί Ί 

0.31 

Ί Ί 

0.31 

Ί Ί 

∕─

 
Ί Ί Ί 

 
Ί Ί 

6.11 
Ί Ί 

 8.7   

* ☻ꜝ♇☺⁸☻ꜝ♇☺ כꜞꜝ☻ה ⁸┌™∂╪⌐≈™≡│⁸2010 ╩♃כ♦─ ⌐

∆╢⁹ 

** ⌐№√∫≡│⁸ ─ ┘ ╩ ™√⁹ 

表 4.1.19 水銀添加製品の平均重量及び平均水銀含有量 

品目 製品の平均重量 平均水銀含有量 製品中水銀割合 

 180g/ 59 6.9mg/  0.004wt% 

Ᵽ♇◒ꜝ▬♩ 10g1/  3.0mg/  0.03wt% 

 0.8g/  2.4mg/  0.3wt% 

 0.5g/  0.5mg/  0.1wt% 

 1.2kg60/  47.6g/  4.0wt% 

│₈ ⌐ ∆╢ⱴ♥ꜞ▪ꜟⱨ꜡כ 2010 ⱬכ☻ ₉─  

 

                                                   
59

 22 ₈ ⌐⅔↑╢ ─

⌐ ∆╢ K22062₉ ₈ ╩ ≤⇔√ ─ ה ⱨ꜡כ ┘

⌐ ∆╢ ₉ ⌐⅔↑╢ 20W 129g⁸

40W 242g⁸ 168g ─  

60 ⱷכ◌כ⅜ ⇔≡™╢ ─  
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２） 家庭や事業所等で保有されている水銀添加製品等保有製品等に含まれる水銀量 

 ╛ ≢ ↕╣≡™╢ ⌐ ╕╣╢ │⁸ 24 ⌐ ↕╣

√₈ ⌐ ∆╢ⱴ♥ꜞ▪ꜟⱨ꜡כ 2010 ⱬכ☻ ₉ ─ ⁸ ⌐ ∆╢ⱥ

▪ꜞfi◓ ⁸ ⌐ ≠ↄ ⌐╟╢≤⁸ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 

 

表 4.1.20 家庭や事業所等における水銀保有量推計結果及び保有数等 

品目 保有場所 
水銀保有量 

（ﾄﾝ） 

保有数等 

（製品数量、水銀含有量等） 
数値の根拠 

  
18 21 

1,500 1800  

1.2g/  

⌐

≠ↄ  

  
0.18 

15  ⌐

≠ↄ  

 ⁸ ⁸

⁸  
1.9 

157  ⱴ♥ⱨ꜡  

  
12 

25  ⌐

≠ↄ  

 ⁸ ⁸

⁸  
26 

55  

47.6g/  

ⱴ♥ⱨ꜡  

 

ⱷ⁸כ◌כ

 
0.273 

─ ⁸ ♄▬

ꜘⱨꜝⱶ◦כꜟ

≢ 546kg─ ⁹

│ ₁ ⁹ 

┼─ⱥ

▪ꜞfi◓  

  0.81  ⱴ♥ⱨ꜡  

  
 

⅜   

 

 ⱷכ

כ◌ ┘  0.5 

ⱷכ◌כ─

⌂⇔ ⁸ ─

│  

┼─ⱥ

▪ꜞfi◓  

  3.1  ⱴ♥ⱨ꜡  

  0.24  ⱴ♥ⱨ꜡  

  
7.5 

─ 63 ⌐≈™≡⁸

│ ─  

 

  

20 

╩ ↕∑╢ ≤⇔≡

J-PARC

⅜  

J-PRAC ►▼Ⱪ

◘▬♩ 

  0.53  ⱴ♥ⱨ꜡  

  0.056  ⱴ♥ⱨ꜡  

ⱴכ◐ꜙ꜡

◒꜡ⱶ  ⱷכ◌כ 
0.1  

ⱴכ◐ꜙ꜡◒꜡ⱶ

1.1 ♩fi 25

% ╩ ⇔≡™√⅜⁸2015

╕≢─ 100kg ╩

ⱷכ

כ◌ ┼─ⱥ

▪ꜞfi◓  
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品目 保有場所 
水銀保有量 

（ﾄﾝ） 

保有数等 

（製品数量、水銀含有量等） 
数値の根拠 

™≡ 26 2 ⌐ ⁹

⌐╟╡ ⇔≢

╙№╡⁹ 

* ─ ⌐ ↕╣≡™╢ ─ ⌐ Hg╩ ╗╙─⅜№╢⅛╙⇔╣⌂™⅜ ⇔≡™⌂™⁹ 

 

 ↓╣╠─ ⅜≥─♃▬Ⱶfi◓≢ ≤⇔≡ ↕╣╢⅛│ ≢⅝⌂™⅜⁸ⱨ꜡כ≤

⇔≡ ↕╣╢ ─ ⌐⁸79 82♩fi ⅜ ∆╢⁹ 

 

３） 最終処分を想定する水銀量 

 ─ ⌐ ≠⅝⁸ ≤⌂╢ ─№╢ │⁸ ─╟℮⌐ ↕╣╢⁹ 

· ⱨ꜡כ 2010 2020 10♩fiҜ2♩fi ⌐ ⁸2030 1♩fi  

· ⱨ꜡כ 43♩fi  

· ☻♩♇◒ 80♩fi  

 

 ╩ ה ⱳꜞⱴכ ∆╢≤⁸ │ 11.1 ≤⌂╢↓≤⅛╠⁸

45♩fi ─ 13.534g/cm3 ╩ ה ∆╢≤⁸ 37m3─ ≤⌂╢⁹ 

 

（２） 水銀処理能力 

─ ה ─ ≤⇔≡⁸ ≤ ─

╩ ⌐ ∆╢⁹ 

 

１） 遮断型処分場の残余容量 

14 ⅛╠ 22 ╕≢─ ─ ─ ╩  4.1.1⌐

∆⁹ 15 ⁸ 700 8,000m3∏≈ ⇔≡⅔╡⁸ 22 ─ │

12 m3≢№∫√⁹ ⌐⁸ ─ ─ ⅜ ⅝ↄ ⇔≡™╢⁹╕√⁸ ─

│ ↕╣≡™⌂™⁹ 
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図 4.1.1 遮断型処分場の残余容量の推移 

 

 

 

 

表 4.1.21 遮断型処分場の残余容量の推移 

残余容量   遮断型処分場（単位：千 m3） 

  年度 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 

 

  

 5 5 3 3 5 5 5 3 3 

 24 26 20 17 14 14 11 9 9 

 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

   29 31 23 20 19 18 16 13 12 

24 3 23   22  

 

２） 管理型処分場の残余容量 

14 ⅛╠ 22 ╕≢─ ⅔╟┘ ─

ה ╩ ↄ ─ ╩  4.1.2⌐ ∆⁹ 

14 ⁸ │ ⌐№╡⁸ 22 ─ │⁸167 m3

≢№∫√⁹ 

⌂⅔⁸ ♪☼כ꜡◒⁸ ─ ─ ⅜ ™≢⅔╡⁸

◦☻♥ⱶ ─ ⇔≡™╢≤↓╤⌐╟╢≤⁸ 24 ╕≢⌐ ╩ ⇔

♪☼כ꜡◒√ │⁸54 1,746 m3≢№╢61⁹ 

                                                   
61 http://www.npo-lsa.jp/jisseki/index.html 
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図 4.1.2 管理型処分場の残余容量の推移（海面埋立・水面埋立を除く） 

 

 

 

 

 

表 4.1.22 管理型処分場の残余容量の推移（海面埋立・水面埋立を除く） 

管理型処分場の残余容量 管理型処分場（単位：百万 m3） 

  年度 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 

 117 110 105 101 97 95 94 87 83 

 

 

 

 
19 12 13 12 19 13 13 14 15 

 

 
29 41 42 46 46 50 51 51 54 

62  20 18 21 18 15 13 15 14 15 

   185 182 181 177 178 171 173 166 167 

 

─ ╟╡⁸ ⅜ ה ─ ─

╩ ™≡ ⁹ 

24 3 ₈ 23   

22 ₉╟╡⁸ ─ ⅛╠⁸ ─ ╩ ™≡ ⁹ 

 

 

                                                   
ה 62 ⅜ ╩ ↑√ ⁹ ≤ ╩ ≢⅝╢ ⌐⅔™≡│

─╖─ ≢№╢⁹ 
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３） 処理施設能力の評価 

 45♩fi ─ ╩ ה ⇔≡⁸100 ∆╢≤⇔√ ⁸ ≤⌂╢

│ 3,700m3≢№╢⁹ ─ 22 │ 8,624m3≢№╡⁸

⌐ ∆╢ │⁸ √⌂ ╩ ∆╢ ⅜№╢≤ ⅎ╠╣╢⁹ ─

─ ה │ 69 m3≢№╡⁸ ⌐ ∆╢ │⁸ ∞↑╩

∆╣┌⁸ √⌂ │ ∆╢ ⌂⌂™≤ ⅎ╠╣╢⁹√∞⇔⁸≥─ ─ ⅜

⌐ ╩ ↑ ╣╢⅛│ ≢№╢⁹ 

 

 

4.2 水銀汚染物の管理に関する課題 

44..22..11  ババーーゼゼルル条条約約技技術術ガガイイドドラライインンののレレビビュューー  

 Ᵽכ♀ꜟ ●▬♪ꜝ▬fi⌐⅔™≡⁸ ─ ─ ╡ ™⌐≈™≡│⁸ ─╟℮

⌂ ⅜№╢⁹ 

パラ番号 記載内容の概要 

 

115 

╩ ╗ │ ⌐ ↕╣√ │⁸ ─ ≤ ⌐⇔≡⁸ ⌂

╕√│ ⅜⌂™╟℮⌐ ∆╢═⅝≢№╢⁹ 

─

 

131 

⁸ ⁸ ⌂≥ ┘ ─ ╩ ╗╙─≢⁸∕─

⅜ ─ ╩ ⅎ╢╙─│⁸ ⌐ ↕╣╢═⅝⁹ 

─

 

146 147 

· │⁸ ♩꜠▬⅛ ⅎ™ ⌐ ∆═⅝⁹ │⁸

─ ─ ⌂ↄ≤╙ 125 ≤∆═⅝⁹ 

· │⁸ ╩ ⇔⌂™╟℮⁸♪ꜝⱶ ─┤√─№╢ ⌐

∆═⅝⁹ 

 

157 161 

· ╛⁸ ⁸╙⇔ↄ│ ⅛╠─∕─ ─ ─╟℮⌂⁸

╩ ╗╙⇔ↄ│ ⌐╟╡ ↕╣≡™╢ ≢ ↕╣╢╙─│⁸

╩ ∆╢√╘⁸ ╩ ⅎ≡™⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 

fiꜟ◐כꜞ♃כ꜡ · ≢─ ⅜ ⌂ │⁸ ≢ ≢⌂

↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 

 

166 

┘ ─ │⁸ ⅜ ∆╢╟℮ ╩ ⇔ ╩

∆╢√╘⌐ ╦╣╢⁹↓╣│ ╩ ╪∞ ─ ⌐ ⁹ ─√╘─

│⁸ ⁸○♂fi⁸ ⁸ ⁸ ⱨꜞכ ●☻ ⁹ⱪ꜡

☿☻ ⌐ ∆╢ Ɫ꜡◕fi │ ↕╣ ─ ┼≤ ╠╣╢⁹ 

 

167 

│ ─ ⌐∆╢√╘⌐ ╩ ℮⁹ ─ │ ⇔⌂™⅜⁸

∆╢ ⌐ ∆╢⁹ ╩ ⅛╠ ∆╢ⱪ꜡☿☻│ ≤ ─ ╖ ╦

∑╩ ╘╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ ⇔√╙─│∕╣∙╣╤ ⌐╟╡ ↕╣╢⁹ 

 · ⌐ ℮◌ꜝⱶ│ ⅜ ≡ ╕∫√ ⌐│⁸ ∆╢⅛⁸ ⇔™╙
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パラ番号 記載内容の概要 

168 170 ─⌐ ∆═⅝≢№╢⁹ 

· ⅜ ↕╣╢ │⁸ ─ⱪ꜡☿☻│ ≢№╡⁸ │

↕∑∏⌐ ≤⇔≡ ⌐⅔™≡ ∆═⅝≢№╢⁹ 

ה

 

173 186 

· ┘ ⌐ ↕╣╢ ▪ⱪ꜡⁸│♅כ ┼─

≤ ≢№╢⁹ ─ ┼─ ⅜ 100 ⌐ ↑╣┌⁸

⌂ꜞ☻◒ ⅜ ≢№╢⅜⁸∕℮≢⌂↑╣┌ ─ ≤ ⌐ ─

╛ ⅜ ↓╢⁹ 

· ⅜ ↕╣╢ │⁸ ⌐⅔↑╢ ─ ╙╟ↄ ╠╣╢

≢№╢↓≤⅛╠⁸ ─ │⁸ ╙ ≢╟ↄ ↕╣√▪ⱪ꜡כ♅

≢№╢⁹ │≢⅝╣┌ ⌐ ↕╣╢═⅝≢№╢⁹ 

· ⱳꜞⱴכ ⱪ꜡☿☻│⁸ ─ ⅜ ↕ↄ ≤⌂╢↓

≤⅛╠ ─ ≤ ⅜ ↕╣╢≤™℮ ╩ ≈⁸ ⌐╟╢ ─

≢№╢⁹ⱪ꜡☿☻ ⌐ ꜡☻⅜ ↕╣╢↓≤⅛╠⁸ ⅜

≢№╢⁹ 

· │ ─ ≈≢№╢⅜⁸ ⅛╠ │ ┘ ⇔╛∆™√╘⁸

⅜ │◌ⱪ☿ꜟ ≤─ ╖ ╦∑≢ ™╠╣╢⁹ 

 

188 192 

· ⁸ ─ ⁸ specially engineered landfill ─ ↑

╣ ╩ √∆ │ │⁸ ⌐ ≢

⅝╢⁹ │⁸ ╣⁸ ╩ ∆╢√╘⁸ ⁸ ⁸

⁸ ─ ⁸⸗♬♃ꜞfi◓⌐ ∆╢ ╩ √∆═⅝≢№╢⁹

⁸ ⁸ ⁸ ─ ⁸⸗♬♃ꜞfi◓─ⱪ꜡☿☻≤ ⌐⁸

┘ ─ ⅝╙ ↕╣╢═⅝≢№╢⁹ ⌐⁸ ─ ⅛╠

╩ ∆╢√╘─ ⌐ ⅜ ╦╣⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 

 

 

44..22..22  水水銀銀溶溶出出量量とと含含有有量量のの関関係係  

（１） 溶出量と含有量の関係に関する文献調査結果 

─ ≤ ─ ⌐≈™≡ ╩ ™⁸ ꜠◐⁸╩♃כ♦√⇔

♩כ ╛☿ⱷfi♩ ─ ╩ ∫≡™⌂™ ⁸ ≤™℮⁹ ≤⁸

─ ⌐ ↑≡⁸  4.2.1⁸  4.2.2⌐ⱪ꜡♇♩⇔√⁹ 

⌐≈™≡⁸ │ 13 63 №╢™│ 13 ⌐ ∂≡ ─ pH─╖ ⅎ√

⌐╟╢╙─≢⁸<0.0005 0.81 mg/L ─ ≢№∫√⁹╕√⁸ │ X ⁸

IEC6232164⁸ 19 65⁸ 66⌂≥⌐╟╢╙─≢⁸0.19 8800 mg/kg─ ≢№∫√⁹ 

                                                   
63 ⌐ ╕╣╢ ─ 48 02 17  13  

64 ─ ─  

65 ⌐ ╢ ╩ ╘╢  15 03 06  19  
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─ ⌐≈™≡⁸ │⁸ ≤ ∂ↄ 13 67 №╢™│ 13 ⌐ ∂

≡ ─ pH─╖ ⅎ√ ⌐╟╢╙─≢⁸<0.0005 11 mg/L─ ≢№∫√⁹ │⁸0.2

50,000 mg/kg≤⌂∫≡™╢⅜⁸ ↔╖ ┼─ ─ ╙ ≤⇔

≡ ∫√⁹ 

 

0.0001

0.001

0.01

0.1

1

10

100

0.01 0.1 1 10 100 1000 10000 100000

X 13 ?
13
13

? 13
? 13

IEC62321× 13
19 13
19 13

IEC62321× 13

(mg/L)

(mg/kg)
 

│♃כ♦─ ─ ≤⇔≡ⱪ꜡♇♩  

図 4.2.1 溶出量と含有量の関係【未処理物】 

                                                                                                                      
66 http://www.env.go.jp/water/teishitsu-chousa/ β 50 ⌐ ⁸ 63 ≤ 24 ⌐

 

67 ⌐ ╕╣╢ ─ 48 02 17  13  

http://www.env.go.jp/water/teishitsu-chousa/
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0.0001

0.001

0.01

0.1

1

10

100

0.01 0.1 1 10 100 1000 10000 100000

Hg 13

HgCl(Ⅰ) 13

HgO 13

HgCl2 13

? 13

? 13

13

(mg/L)

(mg/kg)
 

│♃כ♦─ ─ ≤⇔≡ⱪ꜡♇♩  

図 4.2.2 溶出量と含有量の関係【処理後の廃棄物】 

 

⌐≈™≡│⁸ ⌐┌╠≈⅝⅜ ⅝ↄ⁸╕√♦כ♃ ⅜ ⌂™ ╙№╢╙──⁸

≤ ⌐│ ─╟℮⌂ ⅜╖╠╣√⁹ 

 ̧ ⅜<1 mg/kg≤ ⌂ↄ≡╙⁸ ⅜ 0.005 mg/L ╩

⅝ↄ ∆╢⁹ ─ ≤ ═≡ ⅜ ⇔╛∆™⁹ 

 ̧ ה ⅜ 20 mg/kg ─╙─│⁸ ╩ ∆╢⁹╕√⁸ mg/kg

≢╙ ╩╦∏⅛⌐ ∆╢╙─⅜№╢⁹ 

 ̧ 1.8 mg/kg⌐ ⇔≡⁸ ─ 13 ≢│ ╩ √∆⅜⁸

pH4─ ⌐╟╢ ≢│ ╩ ⇔√⁹ 

 ̧ ☻ꜝ♇☺ 8800 mg/kg≤ ⌐╙⅛⅛╦╠∏⁸ │ ⌂™⁹ 

 

─ ⅜ ⌂╢√╘ ⌐ │≢⅝⌂™⅜⁸ ⌐╟∫≡ ─ ⅜

⌂╢ ≤⇔≡⁸ ─ ⅜ ⌂╢↓≤⅜ →╠╣╢⁹ ⅎ┌⁸ ⌐│⁸ ה

─ ⅜ ╦╣≡™╢⅜⁸∕─ ⅛╠⁸ ─ ⌐ ⅜ ⇔≡™╢≤

↕╣╢⁹ ⁸ ─ ─ │ ─ HgCl(з)≤ ↕╣≡™╢68⁹ 

─ ⌐≈™≡│⁸ ─╟℮⌂ ⅜╖╠╣√⁹ 

♩כ꜠◐ ↔╖ ─ ⅜ 10,000 mg/kg ⌐⌂╢≤⁸ ─◐

                                                   
68  1995 ─ ⌐╟╢ ●☻ ─ ⌐ ∆╢ ⁸

Vol. 6, No.6, pp.235-244, 1995 
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♩כ꜠ ╩ ∫≡╙ ⅜ ╩ ∆╢⁹╕√⁸ ─ ⌐╟∫≡

⅜ ⌂╡⁸ ⌐ ═≡ HgO⌂≥─ │ ♩כ꜠◐⁹™∆╛⇔ ⌐≈™≡⁸

⅛╠ 90 ╕≢─ ─ ╩ ═√ ⌐╟╣┌⁸HgCl2 0.1%─

╙ 90 ⌐│ ╩ ⇔≡⅔╡⁸ ⅜ ה─╙™ ⅜ ⇔╛∆™ ─╙─

♩כ꜠◐⁸│ ⌐ ─ ⅜№╢↓≤⅜ ↕╣╢⁹ 

 

 

図 4.2.3 水銀添加飛灰の 13 号溶出量計日変化69 

 

☿ⱷfi♩ ♩כꜞ◒fi◖ה ↔╖ ⁸ ⁸ ─ ☿ⱷfi

♩ ≤ ∆╢√╘⁸ ╛ ≤ ═≡ ⅜ ⌂™⅜⁸ ─◖fi◒ꜞכ♩

⌐≈™≡⁸pH4─ ≢ ╩ ℮≤⁸ 1 mg/kg ≢╙ ╩

∆╢⁹ 

 

─◖fi◒ꜞכ♩ ⌐≈™≡⁸ ⅜ ↄ≡╙ ⌐╟╢ ≢

⅜ ⅜♃כ♦℮™≥∆ ╠╣√⁹◖fi◒ꜞכ♩ ⌐╟╢ ─ │⁸☿ⱷfi♩─ ™▪

ꜟ◌ꜞ ⌐╟∫≡ ─ ╩ ⇔≡ ⌐ ⁸ ∆╢↓≤70≢№╡⁸

≤ ∆╢ ≢│⁸ ⅛╠ ⅜ ⇔╛∆ↄ⌂╢ ⅜ ⅎ╠╣╢⁹ 

 

（２） 埋立基準を満たすことができる水銀含有量についてのアンケート調査結果 

─ ╩ ∫≡™╢ ╩ ≤⇔√▪fi◔כ♩ ╩ ™⁸

─ ╩ √∆↓≤⅜≢⅝╢ ⌐≈™≡⁸ ─ ╩ √⁹

≤ ─ ⌐≈™≡│ ⇔≡™⌂™ ⅜ ⅛∫√⅜⁸ ─ ⅛╠⁸

₈a mg/kg ₉№╢™│₈10 mg/kg ♩כ꜠◐⁸┌╠⌂≢╕₉ ♩ⱷfi☿ה

ה ה ⌂≥─ ╩ ╖ ╦∑╢↓≤⌐╟╡⁸ ╩ √∆↓≤⅜≢⅝

╢ₑ≤─ ⅜№∫√⁹╕√⁸₈ ≢│⌂ↄ ≢ ⇔≡™╢ ⅜ ™╙─≢№∫≡

╙ ⌂╠ ₉₈ ≤ ⌐ │⌂™₉≤™℮ ╙№∫√⁹ 

▪fi◔כ♩ ─ ≤⇔≡⁸ ─ ≤☿ⱷfi♩ ─ ─

╩ ⌐ ∆⁹ ⅜ ™╙─│ ╙ ↄ⌂╢ ⅜╖╠╣╢⁹H24 6 ⌐ 11 

                                                   
69 24   ⌂≥ ─ ⌐⅔

↑╢ ⌐ ∆╢ K113001 25 3  

70 ⁸ 1994 ↔╖ ─ ≤ ─ ⁸ , Vol.5, No.1, pp.3-17, 

1994 3 



 

82 

mg/kg ─ ─☿ⱷfi♩ ⅜ ╩ ⇔≡⅔╡⁸ ─▪fi◔כ♩ ─ ≤

∆╢⁹⌂⅔⁸H24 7 │⁸☿ⱷfi♩ ─ ╛ ─ ⌐╟╡⁸14 mg/kg ─

╙ ⌐ ≢⅝╢╟℮⌐⌂∫≡™╢⁹ 

 

表 4.2.1 水銀の埋立基準（溶出基準）を満たすことができる水銀含有量 

    0.005mg/L ╩ √∆↓≤⅜≢⅝╢  

 
─  

mg/kg

 

10

mg/kg  

100

mg/kg  

1000mg/kg

 
β 

1  1 0 0 0 1 

2 Ⱳ♃fi  1 0 0 0 1 

Ⱳ♃fiה 3  1 0 0 0 1 

4 ꜝfiⱪ─  2 1 0 0 5 

5 ─  1 1 0 0 2 

6 ─  1 1 0 0 2 

7 ─  0 0 0 0 1 

8 ─ ∂╪♄☻♩ 1 0 0 0 1 

9  3 0 0 0 3 

10 ┌™∂╪  1 1 0 0 0 

11 ┌™∂╪  0 1 0 0 1 

12 ⅎ  1 0 0 0 1 

13 ☻ꜝ◓ ⅎ  0 0 0 0 2 

14  1 0 0 0 2 

17  1 0 0 0 0 

15 13  0 1 0 0 2 

   1 13 2 5 0 0 25 

β ≤ ─ ⌐≈™≡ ─ ─ ╡ ╖  

 ̧ Hg ┘∕─ ⌐ ╕╣╢ ⌐╟╡ ⅜ ╦╢√╘⁸ ◘fiⱪ

ꜟ≢─ ♥☻♩╩ ∏ ∫≡™╢⁹∕─√╘Γ≥─ ╕≢Δ≤™℮♦כ♃│ ∫≡™⌂™⁹ 

 ̧ ≢│⌂ↄ ≢ ∆╢↓≤⌐⌂╢⅜⁸ ⅜ ™╙─│╒≤╪≥⌂™√

╘⁸ ⌂ │⌂™⁹ 

4 ⅜ ⁹ │ 2 ⁸ 59

1 S46 12 1 ⁸ 1  

4 ⅜ ⁹ │ 2 ⁸ 2  
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図 4.2.4 飛灰中の水銀含有量とセメント固化後の溶出量の関係71 

 

 

 

44..22..33  高高濃濃度度水水銀銀汚汚染染物物のの処処理理方方法法  

 ─ ⌐≈™≡│⁸ ─╟℮⌂ ⅜ ⅎ╠╣╢⅜⁸ ─ ⌐≈

™≡│⁸↕╠⌂╢ ⅜ ≢№╢⁹ 

 ̧ ≢│⁸ ╩ ╗ ╛┌™∂╪ ╩ ⌐ ∆╢ ⁸№╠

⅛∂╘ ─ ⅜ 0.005mg/l ⌐⌂╢╟℮ ⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹∕─ │⁸

╛☿ⱷfi♩ ⁸ №╡⁸≥─ ╩ ™╢⅛│ ─ ⌐ ⌡╠╣

≡™╢⁹ 

 ̧  4.2.5⌐⁸ ⱥ▪ꜞfi◓⌐╟╡ ↕╣√ ╩ ╗ ─ ≤

╩ ∆⅜⁸ ─ │ ⁸ ─ │ ≤⁸ ⌐ ⅜

⅛╣≡™╢⁹ 

 ̧ ⅜ 10,000 mg/kg(1%) ─ ♩כ꜠◐⁸│ ╛ ≢│ ─

⅜ ⌂↓≤⅛╠⁸ ┘ ⇔√ ─ ⅜ ≤⌂╢⁹╕√⁸ ⌂

╙ ⇔≡⁸ ⅜ ⌂ ─ ─ ╩ 1,000 mg/kg 0.1%

≤⇔≡ ∆⅛⁸ ─ ≢№╢⁹ 

 

                                                   
71 ☿fi♃₈─ כ ₉ ≤ ─  (http:// www.city.niigata.lg.jp/kurashi/ 

gomi/gomishisetsu/sisetu_ijikanri/kohyotop.files/kameda-Hg.pdf 



 

84 

1 

10 

100 

1,000 

10,000 

100,000 

1,000,000 

10,000,000 

0.01 0.1 1 10 100 1000 10000 100000 1000000

t

ppm

 

図 4.2.5 水銀回収又は埋立処分を行う排出物の水銀濃度及び発生量 

 

 

4.3 水銀添加廃製品の管理に関する課題 

44..33..11  ババーーゼゼルル条条約約技技術術ガガイイドドラライインンののレレビビュューー  

 Ᵽכ♀ꜟ ●▬♪ꜝ▬fi⌐⅔↑╢ ┘ ꜝfiⱪ⁸ ⁸

─ │ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 

（１） 水銀を含む製品の廃棄物共通 

パラ番号 記載内容の概要 

┘

 

96 98 

ⱨꜞכ ─ ⁸ ─ │ ╩ ╗ ─ ─

⌂ ≢№╢⁹ ⱨꜞכ ⅜ ≢⌂™ ⁸ ⌐ ⅜

⅛⅛╢ │⁸ ≤⇔≡⁸ ─ ─ ╩ ∆╢⁹

ⱨꜞכ ┼─ fiכꜞ◓│ ╩ ⇔≡ ≢⅝╢⁹ ⅜ ↕

╣╢ │⁸ ─ ─ⱶ♥☻◦♪☼כ꜡◒⌂ ⅜ ╕⇔™⁹ 

EPR 

105 108 

EPRⱪ꜡◓ꜝⱶ│⁸ ─ ⌐⅔↑╢ ─ ╩ ≢│⌂ↄ

⌐ ∆╙─≢⁸ ⌐ ─ ◖☻♩╩ ⌐ ≢⅝╢╟℮⌐

⌐⅔™≡ ╩ ℮▬fi☿fi♥▫Ⱪ╩ ⅎ╢╙─≢№╢⁹ │⁸

─ ⁸ ┘ ─ ⁸EPRⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ╩ ╘╢

╖╩ ∆═⅝≢№╢⁹ │⁸EPRⱪ꜡◓ꜝⱶ─Ɽⱨ◊כⱴfi☻─

⸗♬♃ꜞfi◓⌐╙ ╩ ℮═⅝≢№╢⁹ 

 

112 

│⁸ ꜝfiⱪ⁸ ⁸ ⌂≥─ ╩ ⌐

™⁸ ╩ ⅞⁸ ─ ≤─ ╩ ↑╢═⅝≢№╢⁹ ⁸ ─╟℮

⌂ │⁸ ⌐ ™⁸ ⇔⁸♩▬꜠⁸ ⁸∕─ ◦☻♥

ⱶ⌐ ↕⌂™╟℮⌐∆═⅝≢№╢⁹ ⅜ №╢™│ ⅜ ⇔√ │⁸
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パラ番号 記載内容の概要 

─ ⅝╩≤╢═⅝≢№╢⁹ 

 

115 

╩ ╗ │ ⌐ ↕╣√ │⁸ ─ ≤ ⌐⇔≡⁸ ⌂

╕√│ ⅜⌂™╟℮⌐ ∆╢═⅝≢№╢⁹ ≤∕─ ─ ⅛╠─

│ ⅜ ⌂╢√╘⁸ ↑≡ ∆╢↓≤⅜ ╕⇔™⁹ 

116 ⁸ ⌐ ─ ─ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ⌐№√∫≡│⁸

╩ ∆═⅝≢№╢⁹ 

· ≤⌂╢ ─ ⌐ ∆╢ⱪ꜡◓ꜝⱶ⁸ ⁸

─  

·  

117 ╩ ╗ ⌂ ╡ ™⅜ ⌂ ╩ ≢⅝╢╟℮⁸ ⌐⅔™≡⁸

│ꜝⱬꜞfi◓◦☻♥ⱶ╩ ∆═⅝≢№╢⁹ 

 

122 130 

─ ─ ⌐│⁸ ⁸ ╛ ≢─ ⁸

⅜№╢⁹ ⅝ ╡ │⁸ ╩ ─ ╣⌐ ╘⌂™╟℮⌐∆╢√╘ ↕╣

√ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢№╢⁹ 

┘

 

132 

⌐№√∫≡│ ╩ ⌐ ⇔ ∆═⅝≢№╢⁹ ─√╘─ ┘

│⁸ ─ │ ⌐╟╡ ↕╣≡™╢⅜⁸ ─ ⅜

⌂™ │⁸ ⁸IATA⁸IMO⁸UNCE─ ╩ ∆═⅝≢№╢⁹ 

 

133 

│⁸ ⌐╟╢ ╣╩ ⅞⁸ ┘ ╩ ⌐ ∆╢√╘

⌐⁸ ⌂ ≢ ∆═⅝≢№╢⁹ ⌐ ∟⁸ ╣⁸ ⁸∕─ ─

⌐ ∆╢√╘─ ╩ ∆═⅝≢№╢⁹ 

 

152 

─ ≤⇔≡│⁸ ─ ⌐ ⅜ ⌐ ↕╣╢

ꜝfiⱪ⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ☻▬♇♅ ┘ꜞ꜠

כ ┘ ─ ☻ꜝ♇☺⌂≥ ─ ⅜№╢⁹

≢│⁸ ⅛╠─ ⌐ ∆╢ ⅜ ╘╠╣≡⅔╡⁸Land Disposal 

Restrictions ⌐ ≠⅝⁸ 260mg/kg ╩ ⅎ╢ │⁸ ⅜

↑╠╣╢⁹ 

 

162 

╩ ∫√ ⁸ ⅎ┌ ꜝfiⱪ ─ ╩ ╗ ⁸ ●ꜝ☻⁸

⌂≥│⁸ ◦☻♥ⱶ╩ ⅎ√ ≢ ≢⅝╢⁹ ╩ ╗

┘ POPs │⁸ ⌐⅔™≡ ↕╣╢↓≤⅛╠⁸ ●☻

╩ ⅎ╢═⅝≢№╢⁹ 

 

188 192 

⁸ ─ ⁸ specially engineered landfill ─ ↑ ╣

╩ √∆ │ │⁸ ⌐ ≢⅝╢⁹

│⁸ ╣⁸ ╩ ∆╢√╘⁸ ⁸ ⁸ ⁸

─ ⁸⸗♬♃ꜞfi◓⌐ ∆╢ ╩ √∆═⅝≢№╢⁹ ⁸ ⁸

⁸ ─ ⁸⸗♬♃ꜞfi◓─ⱪ꜡☿☻≤ ⌐⁸ ┘ ─ ⅝╙

↕╣╢═⅝≢№╢⁹ ⌐⁸ ─ ⅛╠ ╩ ∆╢√╘─ ⌐

⅜ ╦╣⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 
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（２） 蛍光ランプ特有 

パラ番号 記載内容の概要 

 

156 

─ ─ │ ─ ╡⁹ 

ꜝfiⱪ  

ꜝfiⱪ│⁸ ↕╣√ ─ ≢ ↕╣⁸●ꜝ☻⁸ ⁸ ⌐

↕╣╢⁹ ⁸●ꜝ☻│ ↕╣╢═⅝≢№╢⅜⁸ ⌐№╢ ─Ⱨfi│

⅜ ™↓≤⅛╠ ╡ ⇔≡ ⌐ ⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ │ ∆

╢⅛ ╩ ∆╢⁹●ꜝ☻│⅛⌂╡─ ⅜ ⇔≡™╢↓≤⅛╠⁸ №╢

™│ ─ ≢ ╩ ℮═⅝≢№╢⁹●ꜝ☻╩ ∆╢ꜚ♬♇♩⌐│ ─

╩ ∆═⅝≢№╢⁹ ⌐⅔™≡⁸ │♄☻♩─ ╩ ∆╢

√╘⁸ ◦☻♥ⱶ╩ ↑╢═⅝≢№╢⁹ 

⌐ ∆╢  

√⌂ ≢│ LED⅜ ™╠╣≡™╢⅜⁸ ─ ♦▫☻ⱪ꜠▬⌐│

ꜝfiⱪ⅜ ╕╣≡™╢⁹↓╣╠─ ꜝfiⱪ│ ┘ ⌐ ⇔⁸

╩ ∆╢⁹∕─√╘⁸↓╣╠─ꜝfiⱪ│⁸ ⌐ ⌂

⅜ ╡ ↑╠╣⁸ ╩ ℮√╘─ ╩ ≡™⌂↑╣┌⁸ ≢─ ╩

∫≡│⌂╠∏⁸ ≢ ↄ ╡ ↕╣⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹↕╠⌂╢ │ Basel 

Convention Partnership for Action on Computing Equipment: Guideline on 

environmentally sound material recovery and recycling of end-of-life computing 

equipment─ 7.3╩ ⁹ 

（３） 電池特有 

パラ番号 記載内容の概要 

 

156 

─ ─ │ ─ ╡⁹ 

─√╘⌐│⁸ ╩ ╗ │⁸ ↕╣⁸ ┘ꜞ◘▬◒ꜟ╕≢

⌐ ⌂ ⌐ ╣≡ ↕╣╢═⅝≢№╢⁹ ─ ╛ ≤

↕╣≡ ↕╣√ ⌐│⁸ ─ ─ ≤ ↕╣╢═⅝≢№╢⁹ ─

⌐⁸ ─ ╩≢⅝╣┌ ≢ ╡ ↄ═⅝≢№╢⁹╕√⁸

⌂ ─√╘⌐│⁸ ─◘▬☼╩ ⌐ ∆═⅝≢№╢⁹ 

 

（４） 計測器特有 

パラ番号 記載内容の概要 

 

156 

─ ─ │ ─ ╡⁹ 

⁸ ╩ ╗ │⁸ ⇔⌂™╟℮ ∆═⅝≢№╢⁹

⁸ ─ │ ↕╣⁸∕─ │ ⌐⅔™≡ ─√╘

⌐ ↕╣╢⁹ 
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44..33..22  取取扱扱いいにに特特にに注注意意がが必必要要なな廃廃製製品品のの抽抽出出  

─ ⅛╠ ™⌐ ⅜ ⌂ ╩ ∆╢≤⁸ ─╙─⅜ →╠╣╢⁹ 

ᵑ ─ ⱨ꜡כ ⅜ ™ 

ᵒ ☻♩♇◒ ⅜ ™ 

ᵓ ⅜  

ᵔ ⇔╛∆™ 

ᵕ ™⌐ ⅜  

 

表 4.3.1 廃製品の特性 

廃製品の種類 ① 使 用

量 

（2010年）  

② ストッ

ク 

③ 代

替

困

難 

④ 溶

出 

④飛散

性 

備考 

 

 ủ1.9t ủ26t  ủ ủ ה │ 47.6g/

⁹ 

 

ỏ0.85t 0.3t ỏ ủ ủ ה╒≤╪≥  

 0t ủ22t  ủ ủ ה │ 1.2g/

⁹ 

ה │⌂™⅜⁸

↕╣≡™╢⁹ 

 

ꜝfi

ⱪ 

ủ1.7t ủ

 

 ủ ủ ה ⅜ ⌂™ 7mg/

 

ה ≢│⁸0.1mg/l

─ ⅜ ⁹ 

ꜝfiⱪ 

ỏ0.9t 

 

 ủ ỏ ה │⁸3.0mg/

⁹ 

⌐TV,Ɽ♁◖fiה ↕

╣√╙─│⁸ ⁸

ꜞ◘ ⌐ ≠⅝⁸

ה ⅜ ╦╣≡™

╢⁹ 

HIDꜝfi

ⱪ 

0.5t 

 

 ủ ủ ה │⁸50mg/

 

Ⱳ♃fi  ủ1.0t 

 

ỏ ỏ  ה │⁸0.1

0.3wt  

ה ⇔√ 10mg/L

─ ⅜ ⁹ 

 ủ1.1t  ủ   ה ⌐  

│⁸ ─ ⌐№╡⁸ ╙ ╠╣⁸ ⅜ ╦╣╢ ≢

№╢↓≤⅛╠⁸ ⅛╠ ™≡™╢⁹ 
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44..33..33  廃廃製製品品のの回回収収ススキキーームムにに関関すするる国国内内外外のの事事例例ののレレビビュューー、、課課題題のの整整理理  

（１） 回収スキームの国内外の事例 

１） 一般廃棄物 

１）－１ 国内の主な回収スキーム 

 ≤⇔≡ ↕╣╢ ꜝfiⱪ⁸ ⁸ ה ─ ─ ה

◦☻♥ⱶ╩ ∆╢≤  4.3.1  4.3.3 ─≤⅔╡⁸Ⱳ♃fi │ ╩ ≤

⇔≡ ↑⁸ ⌐╟╢ ⅜ ╦╣≡™╢⅜⁸∕╣ ─ ⌐≈™≡│ ⌐

╟╢ ⅜ ╦╣≡™╢⁹⌂⅔⁸Ⱳ♃fi │⁸ ⌐ ↕╣≡⁸ ⌐╟╢ ☻◐

⌐ⱶכ ╢ ╙№╢⁹ 

 ⌂⅔⁸ ꜝfiⱪ⌐≈™≡│⁸ ─╟℮⌂ ה ⅜ ↕╣≡™╢⁹ 

 

(1) ה ה ╘ ≡  

    ќ  ќ ≡ 

↓╣│ ╩ ⌐ ⇔≡ ∑∏⁸ ●ꜝ☻ ≤ ⇔≡ ⇔⁸ ≢

╩ ℮⁹ 

(2) ה ה ⌐╟╡ ה  

    ќ  ќ ┼  

   ╩ ●ꜝ☻ ≤ ⇔≡ ∆╢≤↓╤│ ≤ ∞⅜⁸ ⌐╟╡ ≢

⇔≡ ╕╢↔≤⌐ ⌐ ⇔≡ ה ╩ ℮⁹ 

(3) ה ה ╩ ⌐ ⇔≡ ⁹ 

    ќ  ќ ┼  

│ ≢ ↕╣⁸ ─ ⅜ ⌐ ↕╣╢⁹ │ ┼─

─ ─√╘ ╩ ∫≡ ╩ →⁸ ╩♪ꜝⱶ ⌐ ⇔≡

⌐ ∆╢⁹ 

   │♪ꜝⱶ ─ ⌐ ≢⅝╢╟℮⌂ ∞⅜⁸ ─ ≤⇔≡

╛ ╩ ≢⅝╢╟℮⌐⁸ⱨ▫ꜟ♃כ╛ ⅜ ↕╣≡™╢⁹ 

4 ה  

    ќ  ќ ה∕─ ה☻ꜝ● ─

│ꜞ◘▬◒ꜟ╕√│ ≡  

   │ ⁸ ≤⇔≡ ⇔≡ ↕╣⁸ ⅜ ╖ ╕╣√ ⌐

↕╣ ↕╣╢⁹ │ ⁸ ─ ⌐╟╡ ↕╣⁸╕√●ꜝ☻⁸ ⌐

↕╣ ╛ ⌐╟╡∕╣∙╣ꜞ◘▬◒ꜟ⁸ ─ ™╩ ↑╢⁹ 

5 ה  

     ќ  ќ ⌐ ⁹  

   ⌂ ╩ ↑⁸ ≢ ⌐ ╘⁸ ⌐ ה ⁸ ╩

℮⁹ 
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図 4.3.1 使用済み乾電池・蛍光灯・体温計・血圧計の広域回収・処理システム（全都清ルート） 

β ₈ ╖ ─ ─ ╩ ∆╢ ─ ⌐ ∆╢ 60 8 ₉⌐ ≠⅝
╩ ⇔≡⁸ ┘ ה ☿fi♃⁸╣∙╣⧵≡⇔≥כ

┘ ⁸ פֿ ─●ꜝ☻ ┘ ─ ▬פֿ
♩ⱶ◌ ⌐ ↕╣≡™╢⁹ 

 

  http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S45/S45HO137.html  

      ( )  http://www.jwma-tokyo.or.jp/asp/activity/kandenti/houkoku.pdf  
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http://www.jwma-tokyo.or.jp/asp/activity/kandenti/houkoku.pdf
http://www.nomurakohsan.co.jp/business/pdf/network.pdf
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図 4.3.2 使用済み乾電池・蛍光灯・体温計・血圧計の回収・処理システム（全都清ルート以外） 
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図 4.3.3 使用済みボタン形電池の回収・処理システム 

消
費
者 

小
売
店
（
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収
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β │ ⱷכ◌כ─ ⌐╟╡ ↕╣≡⅔╡⁸2009 4 ⌐Ⱳ♃fi ☿

fi♃כ╩ ⁹ ⌐ ≠⅝ ─ ╩ ↑≡™╢⁹ 

  http://www.env.go.jp/chemi/tmms/pr-m/mat01/full.pdf  

    ( )  http://www.botankaishu.jp/m/top.php  
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１）－２ 優良事例 

 １）－２－１ 相対的に回収量が多い国内の自治体の取組 

 ᵑ ⁸ᵒ 23 ⁸ᵓ ⅜ ™ ─ ≢⁸ №√╡─ ─

⅜ ─ ╟╡ ™ ⁸ ⁸ ⁸

⁸ ─ ╛ ╩ ╘╢√╘─ ─ 72╩  4.3.2 ⌐ ∆⁹

≢╙⁸ ⁸ ─╟℮⌐ ⇔≡™╢ │⁸ ╩

ↄ≢⅝╢ ⅜№╢↓≤⅜ ↕╣╢⁹╕√⁸ ─ │⁸ ─ ה↕⅛ ⇔

↕⁸ ─ ─ ↕⅜ ╩ ╘╢ ⌂ ≤⇔≡ →╠╣≡™╢⁹╕√⁸ ┼─

⅜ ⌐ ╦╣≡™╢↓≤╙⁸ ⅜ ™ ─ ≤⇔≡ ↕╣≡™╢⁹ 

 

 ╕√⁸ 25 ⌐ ∫√ 73⌐⅔™≡⁸ 23 ─ 74⌐ ≠ↄ √╡

╩ ╢ ꜝfiⱪ⁸ ╩ ⇔≡™╢ ⁸ ⅜ ⌐№╢ ─

╩  4.3.3⌐ ∆⁹ 

 

 

                                                   
72 . (2011) ╩ ≤⇔√ ─ ה ⱨ꜡כ ┘ ⌐ ∆╢ . 11

 ⌐⅔↑╢ ─ ⌐ ∆╢ . 

73 ₈ 25 ─ ₉ 

74 ₈ 23 ⅛╠─ ₉ 
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表 4.3.2 相対的に人口又は世帯あたり蛍光管回収量の多い自治体における蛍光管回収・リサイクルの概要 

 

 

長野県阿智村 
（2,072 世帯） 

岐阜県郡上市 
（14,759 世帯） 

徳島県上勝町 
（789 世帯） 

福岡県北九州市 
（413,510 世帯） 

鹿児島県垂水市 
（7,659 世帯） 

 1988  1993  1997 2  2002  2002  

       

 ∕─╕╕ │
╣√╙─  

ⱦfi ☻ꜝ●ה  ∕─╕╕
│ ╣√╙─  

ה
 

 

⅔╟┘  

 

fi⁸ꜛ◦כ♥☻╖↔
46⁸ 60

─√╘  

435 ꜛ◦כ♥☻╖↔─
fi 

1⅛ fiꜛ◦כ♥☻ 224  │
─◖fi♥♫ 

 

 

יִ ⌐ ⁸
─  

⌐ 1  365 1 2ה1 ⁸
12 31 ╩ ↄ
30 14  

⁸
⌐╟∫≡ ⌂╢  

⌐ 1  

 

 

◗Ⱶ⁸
─ⱪꜝ☻♅♇◒⁸ⱪꜝ☻
♅♇◒ ⁸
↔╖ ●ꜝ☻⁸ ⁸
╘ ≡ ↔╖  

┘╪⁸●ꜝ☻⁸
 

▪ꜟⱵ ꜟ◒▬◘ꜞה
ⱦfi⌂≥ 33 ─  

Ɽ♇◒⁸♩꜠▬
⁸ ⌂≥ 

⁸  

 

2007 *  2,000kg (0.97kg/ ) 17,080kg (1.16kg/ ) 1,500kg (1.90kg/ ) 85,000kg (0.21kg/ ) 10,350kg (1.35kg/ ) 

2008  1,780kg (0.86kg/ ) 16,410kg (1.11kg/ ) 1,000kg (1.27kg/ ) 99,000kg (0.24kg/ ) 4,510kg (0.59kg/ ) 

⌐≈™≡─
┼─  

⌐⁸ ה
╩

⇔⁸ ⌐ ∆╢
╩ ⌐  

╙ ╩
 

∫√⅜  ⌐⁸
ה ╩ 20

⇔⁸ ⌐ ∆
╢ ╩ ⌐  

╙⁸ ╩
┘►◄ⱩⱭכ☺

⌐⅔™≡ ꜞ◘▬
◒ꜟ⌐≈™≡  

⌐⁸ⱳ☻♃כ
⁸ fi►♃ה ה
≢─ ╩ ∫

√ 

╙⁸►◄ⱩⱭכ
☺⌐⁸ ⌐ ╩
⇔≡™╢↓≤╛ ⌂
≥⌐≈™≡  

⌐⁸
ה ╩200

⇔⁸ ⌐ ∆
╢ ╩ ─

4000 ⌐  

╙⁸ ╩
∆╢╒⅛⁸ 2 ⌐

╩ ∆╢
⁸►◄ⱩⱭכ☺⌐
ꜞ◘▬◒ꜟ⌐≈™

≡  

╩№→╢√
╘⌐ ⌐ ╩ ╣
≡™╢↓≤ 

 

⌐⌂⇔ ─
⅜ ⅛™ 26 ⅛╠
⅛  

⌐⌂⇔ ─
⅜ ⅛ↄ⁸ ⇔ↄ⇔
≡™╢⅛╠⅛  

⌂⇔ ⌐⌂⇔ ╟
╡╙ ⅜╟™
╩  

┼─  
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長野県阿智村 
（2,072 世帯） 

岐阜県郡上市 
（14,759 世帯） 

徳島県上勝町 
（789 世帯） 

福岡県北九州市 
（413,510 世帯） 

鹿児島県垂水市 
（7,659 世帯） 

─
™  

─ ─
▪☿☻ⱷfi♩

⌂≥⅜⁸ ⌐≤∫≡
₈↔╖₉ ╩ ⅎ╢⅝
∫⅛↑≤⌂╡⁸ ─
⌐ ╠∏↔╖─
╙ ™─≢│⌂

™⅛⁹ 

╩ ∫≡⅛╠
⅜ ∫≡⅔╡⁸
─ ─ ≢
│₈ ↔╖₉≤™℮
▬ⱷכ☺⅜ ⇔≡™
╢⁹ ⅜ ⇔™─╙
⅝⌂ ≢⁸₈
↔╖₉│ ●ꜝ☻≤
─╖≤⌂∫≡⅔

╡⁸ ⌐ ≡╟℮⅜⌂
™⁹ 

362 ∟ ╘╢≤™
℮ ∟ ╖╛∆↕⅜№
╢─≢│⌂™⅛⁹ 

⌐ ∆╢↕╕↨╕
⌂ ─ ⅛⁸

≢╙ꜞ◘▬◒ꜟ
⌐ ∆╢ ⅜ ⇔

⅜ ∫≡⅝≡™
╢⁹ ─╙─
╙ ⇔≡⅔╡⁸

╙ ↄ⁸
BOX╩ ≈╟℮⌐
⇔≡™╢─╙⁸
⅜№╢─≢│⌂™

⅛ 

⌂≥╩⇔∫⅛╡
≤⇔≡⅝≡⁸ ⌐
─ ↑⅜≢⅝≡
⅝√ ≢│⌂™⅛⁹ 

*2007 ─ √╡ │⁸2008 ─ ╩ ™≡ ⇔√╙─⁹ 

. (2011) ╩ ≤⇔√ ─ ה ⱨ꜡כ ┘ ⌐ ∆╢ . 6-2⁸6-3⁸6-5⁸6-7⌐ ≠⅝  



 

95 

表 4.3.3 平均的な自治体より回収量が多い又は回収量が増大傾向にある自治体の廃製品回収の事例75 

自治体名（回収方式） 東久留米市（分別収集及び拠点回収による回収） 京都市（臨時回収による移動式拠点回収） 

≤⌂╢  ⁸ ⁸ │⁸₈ ↔╖₉≤⇔≡ ⁹

│₈ ⅎ⌂™↔╖₉≤⇔≡ ⁹ 

─ ⁸ Ɽ♇◒⁸ ╩ ⁹ 

⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸

⁸ ⁸ 23  

   

◦☻♥ⱶ─  │⁸₈ ↔╖₉≤⇔≡ ─

╩ 102⅛ ⌐ ⇔≡ ⁹ │⁸ ⌂ ⌐

─╖╩ ╣≡⁸ ₈ ₉≤ ⇔⁸₈ ╛∑⌂™↔╖₉

≤⇔≡ 1 ⁹ 

│⁸ꜞⱨ♩ ⅝ Ⱳ♦▫ ≢ ⁹ │⁸Ɽ♇◌

כ ⌐╟╢ ╩ ∫≡™╢⁹ 

╩ ∑∏⁸ ⌐≤∫≡╟╡ ⌂

╛ ╩ ⌐ ╪┘☻כꜚꜞ⁸⇔ ─

↔╖≤ ╦∑≡⁸ ≢ ⇔ ⌐ ∫≡™╢ ╛

⌂≥ ⁸ ─ ™↔╖╩ ⇔⁸ ⌂

╡ꜞ◘▬◒ꜟ∆╢≤≤╙⌐⁸ꜞ◘▬◒ꜟ≢⅝⌂™╙─│⁸

≢ ⌐ ∆╢ ╖⁹ H25

100⅛ ≢   

◦☻♥ⱶ─ ה

 

ủ ─ ╣⅜ ∂⌐ↄ™⁹ ╣√ │⁸₈ ╛∑⌂™

↔╖₉≤⇔≡  

ủ ⌐≤∫≡│⁸ ┼─ ≢ ╡ ™⁹ 

ủ ⌐◒♇◦ꜛfi ╩ ↄ⌂≥⁸ ⅜ ⇔⌂™

⅜ ⁹ 

ủ ⌂ ⌐ ╩ ∆╢⌂≥⁸⅝╘ ╛⅛⌂ ⅜

⁹ 102⅛ ⌐ 1122 /⅛  

ủ ─ ⅜⁸ ╛ ≢ ═╢ ⌐ ⅜

∆╢↓≤⌐╟╡⁸ ⅜ ⇔ ↄ⌂╡⁸ ─

⅜ ╕╢⁹ 

ủ ─ ╩ √∆√╘⌐│⁸ ╩⅝╘ ⅛ↄ

⇔⁸ ╩ ╘╢ ⅜№╢⁹ 

ủ ╩ ℮√╘⁸ ╩ ⌡≡™╢ ╩

⌐ ↕∑╢ ⅜№╢⁹ ⅜⅛⅛╢⁹ 

┘

 

ủ ─ │H23 ╩ ⅝⁸ ┌™⁹ 

H20-H22  

ủ ─ ⌐╟╢ │⁸  

 H23 46 ҜH24:50  

                                                   
75 ─ │ 179g/ 127g/ ⁸ │ 524g/ 235g/ ≤ ─ ╟╡ ™⁹ │⁸

─ ⌐╟╡⁸ ⅜ ⌐№╢⁹ 
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自治体名（回収方式） 東久留米市（分別収集及び拠点回収による回収） 京都市（臨時回収による移動式拠点回収） 

12.14t⁸ 26.2 ⁸ 158  

H23  

30 ⁸ 93t⁸  

H24  

11  27t  

ủ ⌐╟╢ │⁸  

 H23:219kgҜH24:884kg 303%  

 ─↔╖ ⅜ ∆╢ ≢ ⅜ ⌐ ⇔⁸ ╕

≢ ↕╣≡™⌂⅛∫√ ⅜⁸ ↕╣≡™╢⁹

H24 :15.7 g  

⁸

⁸ ⁸

⁸ ⁸

─  

ủ ⌐╟╢ ┘  

ủ ─  

ủ ─ │⌂™⁹ 

ủ ⌐╟╢ ⁸ ⁹ ─ │ ⁹ 

ủ ─ ⌐№√∫≡│⁸ ─

╛↔╖ ⌂≥ ╙ ⇔≡ ┼─

╩ ∫≡™╢⁹↓─ ╖─ ⌐ │ ∫≡

™⌂™⁹ 

─  ≤⇔≡ ⅜  ┘↔╖ ⌐╟╢  

⌐ ∆╢

ה  

ᵑ ╩╦⅛╡ ↄ ⇔√Ɽfiⱪ꜠♇♩╩ ⌐  

ᵒ ─ ╩ 102⅛ ⌐ ⇔⁸

╩ ⁹ 

ᵑ↔╖ ⱴ♬ꜙ▪ꜟ─ ┘▬fi♃כⱠ♇♩ ≢─

⁸ ⱴ♇ⱪ ─  

ᵒ ─ ⌐ ∆╢  

ᵓ ⌐ ⌐╟╢ ─   

⌐ ∆╢

▬fi☿fi♥▫Ⱪ 

⌂⇔ ↔╖ ⌐⅔↑╢ ─  

⌐ ∆╢

▬fi☿fi♥▫Ⱪ 

⌐ ↕╣≡⅝√ ─  

─ │⁸ ╕≢ ∫≡ ∆╢

⅜№╢⁹ 

⌐ ↕╣≡⅝√ ─  

⌐ ⌂ ⇔ ⌂≥ ─  

⌐ ∆╢  ⌂⇔ ⅜ ≢⅝⌂™╙─│⁸ ∟ ╡  

ה ─  LED ╛♦☺♃ꜟ ⌐╟╡ │ ⌐№╢⅜⁸ ↔

╖─ ─√╘⁸ ╩ ⇔⌂ↄ≡│⌂╠⌂™⁹ 

─ ⌐ ℮ ה ◖☻♩─  
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自治体名（回収方式） 東久留米市（分別収集及び拠点回収による回収） 京都市（臨時回収による移動式拠点回収） 

∕─   │⁸↔╖ ─ ⌐ ℮ ╩

≤⇔≡ ⁹↔╖ ⌐ ℮ ─ ™ ≤⇔≡⁸

≤╙⁸ ─ ╩ ⌐ ╘╢ ⅎ⁹ 
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１）－２－２ 台湾における蛍光管リサイクル補助金制度 

国名  対象製品  

法的根拠 1997  

回収開始年 2002  

製品回収量 2002 523.5♩fi 

2003 7,892♩fi 

2004 4,364♩fi 

2005 4,675♩fi 

2006 4,737♩fi 

2007 4,558♩fi 

2008 5,121♩fi 

2009 4,695♩fi 

2010 5,053♩fi 

2011 5,220♩fi 2011 ─ꜞ◘▬◒ꜟ │ 73  

2012 7,213♩fi 

回収システ

ムの概要 

 

1

3 4 2000

※

※2

※3

※1
※2
※3

 
 

製品の回収

方法 

· ⅛╠ ⅜ ⇔⁸ ┼ ⅝ ∆ ╕∫√ ≤ ⌐

⅜ ≡ ⇔⁸ ⅜↔╖╩ ∟ ╖ ∆╢⁹ │ ↔╖

≢ ↕╣╢⁹  

ה · ⅛╠│ ⅜ ⇔⁸ꜞ◘▬◒ꜟ ┼ ⅝ ∆ 

製品中の水

銀の取扱 

· ⅛╠ ↕╣√ │⁸ √⌂ ─ ⌐ ™╠╣╢⁹ 

費用分担 ≤ ⅜ ╩ ⁹ │ ⅜ ↕╣√ ≢ ∆

╢↓≤⌐╟╡ ╩ ⁹ 

関係主体の

役割 

 

· ─ ⅛╠ꜞ◘▬◒ꜟ ⌐ ꜞ◘▬◒ꜟ ╩

─ ≢ ℮⁹ ╩ √↕⌂™ │ ⁹  

 * **  

ꜞ◘▬◒ꜟ  50 29 /kg 35 40 /kg 

40 50 20 /kg 20 35 20 /kg 

40 0 /kg 20 0 /kg 

* ꜞ◘▬◒ꜟ 90 ⅜  
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** ꜞ◘▬◒ꜟ 60 ⅜  

 

┘  

· ꜞ◘▬◒ꜟ ≤⇔≡ 31 /kg╩ ┼  

 

· ↔╖─ ⁸ │ ┼─ ⅝ ⇔ 

 

· ─ ⁹ 

· ⇔√ ─ꜞ◘▬◒ꜟ ┼─ ─ ╙№╢  

 

· ─ ⁸ꜞ◘▬◒ꜟ ┼─  

ꜞ◘▬◒ꜟ  

· ⁸●ꜝ☻⁸ ⁸ ⌐ ⅝ ⇔ 

情報源 . (2011) ─ ⅔╟┘ ─ . 

. Verified Volumes of Recycled Resources. 

http://www.epa.gov.tw/en/statistics/c4040.pdf 

.  The Republic of China Yearbook 2012. 

http://www.ey.gov.tw/en/cp.aspx?n=11B0AE029DA6B97B 

 

２） 産業廃棄物 

２）－１ 国内の主な回収スキーム 

 ≤⇔≡─ │⁸ ⌐╟╢ ⅜ ↑╠╣⁸ ─

⌐╟╢ ⁸ ─ ⌐╟╢ꜞ◘▬◒ꜟ№╢™│ ⅜ ╦╣≡™╢⁹ 

 

２）－２ 優良事例 

ꜝfiⱪ─ꜞכ☻◦☻♥ⱶ⁸ ─ ⌐╟╢ ◐ꜗfiⱭכfi─ ⌂≥⁸™ↄ≈

⅛─ ⅜ ╠╣╢⁹ 

 

２）－２－１ 事業所に対する蛍光管リースシステム 

⅜ ≢│⁸ ─ ⱷכ◌כ⅜ ╩☻ⱦכ◘☻כꜞ─ כ◘─↓⁹╢™≡⇔

ⱦ☻│⁸ ≤⌂╢ ⌐ ╩₈ ₉∆╢─≢│⌂ↄ⁸ ⱷכ◌כ⅜ ⱦכ◘√⇔

☻ ⅛╠ ∆╢ ╖⌐⌂∫≡™╢⁹ ╖⌐⌂∫√ ☻ⱦכ◘│ ⌐╟╡

↕╣⁸ ╩ ⇔≡ ⌐ꜞ◘▬◒ꜟ↕╣⁸ ─ ⅜ √⌐ ↕╣╢⁹

⁸ ◒כⱴⱤכ♥╛ ≢╙ ↕╣≡™╢⁹ 
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図 4.3.4 蛍光管リースシステムの例76 

 

─☻ⱦכ◘ ≤⌂╢ ╖ │⁸ ─╕╕ ↕╣⁸ ─ │ ⁸

│▪ꜟⱵ♬►ⱶ⁸ │ ┼∕╣∙╣ꜞ◘▬◒ꜟ↕╣≡™╢⁹╕√⁸●ꜝ☻ │◓

╛ꜟכ►☻ꜝ ⁸♃▬ꜟ⌂≥⌐ ↕╣≡™╢ ⁸ ─ ⱷכ◌כ│

●ꜝ☻ ⌐ ●ꜝ☻╩ ∆╢↓≤≢⁸ ⅛╠ ┼─ꜞ◘▬◒ꜟ╩ ⇔≡™

╢⁹ 

─☻ⱦכ◘ ≢│⁸ ─ │ ≢│⌂ↄ◘כⱦ☻ ⌐№╢√╘⁸ │

⌐ ≠ↄⱴ♬ⱨ▼☻♩─ ─ ⅜⌂ↄ⌂╢≤™℮ⱷꜞ♇♩⅜№╢⁹╕√⁸▬fi♃כ

Ⱡ♇♩╩ ☻ⱦכ◘≡⇔ ⁸ ⁸ ⱷ⁸כ◌כ ⅜ ⌐≈™≡

≢⅝╢ ◦☻♥ⱶ⅜ ↕╣≡⅔╡⁸ ⌂ ⅜ꜟ◒▬◘ꜞה ↕╣╢

╖≤⌂∫≡™╢77⁹ 

─ⱶ♥☻◦☻כꜞ ≈≢№╢№⅛╡ ⱦ☻│⁸2010כ◘ 2 ⁸ 6,800

1,200 ≢ ↕╣≡™╢78⁹ 

 

２）－２－２ 東京都医師会による水銀体温計・血圧計の自主回収 

│ ─ ╩ ↄ ≤ ⇔≡⁸ ⅜ ∆

╢ ≤ ─℮∟ ⌐⌂∫√╙─╩ ⇔≡™╢⁹ ┘ │

                                                   
76 http://www2.panasonic.biz/es/lighting/akarianshin/akari_01.html 

77 ₈ ─ ≤ ─ ₉ 

78 Good Practices for Management of Mercury Releases from Waste (First Draft) 
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─≤⅔╡≢№╢79⁹ 

表 4.3.4 東京都医師会による水銀体温計・血圧計の自主回収の概要 

項目 内容 

 ᵑ │⁸ ┘ ╩⁸ ⌐ ∆╢
┼ ∆╢⁹ 
ᵒ │⁸ ↕╣≡⅝√ ┘ ╩ ∆╢≤≤╙
⌐⁸ 1,050 / ⁸ 2,100 / ╩ ⇔⁸∕╣∙╣
Ⱳכꜟ ⌐ ╣≡⁸ ה ⅜ ⌐ ╢╕≢ ∆╢⁹ 
ᵓ ⅜ ⇔√ ≢⁸ ⅛╠ ↕╣√ ⌐⁸ ה
⅜ ⌐ ⌐ ⅝⁸ Ⱳכꜟ ≤ⱴ♬ⱨ▼☻♩╩ ↑ ╢⁹ 

ᵔ ה │⁸ ⅛╠ ⇔√ ה ╩♪ꜝ
ⱶ ⌐ ╘ ⅎ⁸ ה ╩ ⇔≡⁸ ה ≢№╢
╕≢ ∆╢⁹ 
ᵕ ⅜ ה ╩ ℮⁹ ⅜ ≡ ⇔√ ≢⁸ⱴ
♬ⱨ▼☻♩⅜ ה ≢ ⌐ ≤≤╙⌐ ↕╣╢⁹ 

 24 9 1 ⅛╠ 1◌ 25 ╙ ⌐  

 4,378 ⁸ 2,592 24  
 

─ ╩ ↑≡ ⅜ ─ ╩ ⌐ ∫√▪fi
♩כ◔ 23 ⌐╟╡ ⅜ ↕╣≡⅔╡⁸ 24 ⌐⅔↑╢
≢⁸ ─ ─ 5 ⁸ ─ ─ 32 ⅜ ↕╣√↓≤⌐
⌂╢⁹ 
· ⌐ ─ ⅜ ↕╣≡⅔╡⁸ │ 80 ≢⁸

20 8,000 ─ │ ↕╣≡™⌂™⁹ 
· ⌐ 10 ─ ⅜ ↕╣≡⅔╡⁸ │ 15 ≢⁸

85 85,000 ─ │ ↕╣≡™⌂™⁹ 

 

（２） 今後の課題 

１）環境上適正な管理のレベルの設定 

 ⌐≈™≡│⁸ ─≤↓╤ ⌂ ה ה ⅜ ↕╣≡™⌂™

♥꜠ⱦ ─ ꜝfiⱪ─ ╩ ↄ ⁹ ─╟℮⌂ ╩ ╕ⅎ⁸ ─

⌂ ⌐ ∆╢●▬♪ꜝ▬fi ⁸ ╕⇔™ ╩ ∆↓≤⅜ ≢№╢⁹ 

· ⅜ ⇔√ ꜝfiⱪ│⁸ ≢ 25 │ ⅜ ∆╢

◦☻♥ⱶ─ꜟכ♩⌐ ∫≡⁸ ⌂ꜞ◘▬◒ꜟ ─ ꜟ▪ה☻ꜝ●⁸

Ⱶ ─ ─ ⁸ ●☻ ─ ─ ⅜ ↕╣≡™╢ 74⁹ 25 ⌐ ⇔√

⅛╠ ꜝfiⱪ─ │ꜞ◘▬◒ꜟ╩ ⇔≡™╢ ┼─ⱥ▪ꜞfi◓ 73─

⁸ ╛ ┼─ ─ │ ≢№╢↓≤⅜ ↕╣√⅜⁸∕╣ ─ ꜝfi

ⱪ─ ⌐≈™≡│ ↕╣≡™⌂™⁹ 

· ꜝfiⱪ╩ ↔╖≤⇔≡ ⇔ ╩ ∫≡™╢─│ 452 ⁸ ↔╖≤⇔≡

⇔ ⇔≡™╢─│ 22 ≢№∫√ ╩ ⇔√─│⁸ ↔╖ 17 ⁸297♩

fi⁸ ↔╖ 2 ⁸4♩fi≢№╢ ⁹ 

                                                   
24 .כ♃꜠☻כꜙ♬ 79 8 29  

http://www.tokyo.med.or.jp/press_conference/download/newsletter-20120829.pdf . (2013)    

⌐⌂∫√ ה  ( 2 ). 

http://www.tokyo.med.or.jp/download/suigin-keikakusho.pdf 
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· ↔╖≤⇔≡ ⅜⌂↕╣≡™╢ ⁸↓╣╕≢─ ⌐⅔™≡│ ╩

⇔√ │ ╠╣∏⁸ ─ ⌐≈™≡╙ ╩╒≤╪≥ ∫≡™

╢ 40ng/m
3 ⁹ 

· ╩ ∆╢ ┼─▪fi◔כ♩ 80⌐╟╢≤⁸ ⅛╠─ ●☻─

─ │ ⅜ 0.05mg/m
3

EU⌐⅔↑╢ ─ ╩

ⅎ≡™√─│⁸28 ─ 32 ≢№∫√⁹ │⁸ ⱬכ☻≢ 11% 28 258

♃כ♦⁸ ⱬכ☻≢ 6.2% ♃כ♦32 ♃כ♦513 ≢№∫√⁹ 

· ꜝfiⱪ ╛ │⁸ ∆╢≤ ⅜ ⌐ ∆╢ ╣⅜ ™√╘⁸

⌐│ ™⌐ ⅜ ≢№╢⁹ ⌐⅔™≡ ┘ ⌐╟╢ ╩ ∫≡

™╢ ─ ─ ─ │⁸  4.3.5 ─≤⅔╡≢№╡⁸Ɽ♇◌כ ≢

─ ≤ ⇔≡™╢ ╙№╢⁹ 

表 4.3.5 蛍光管・体温計・血圧計の運搬方法別市町村数と割合 

 蛍光管 体温計 血圧計 

Ɽ♇◌כ ≤  115 (11%)   109 (14%) 75 (18%) 

Ɽ♇◌כ ≤  134 (12%)  127 (16%) 70 (16%) 

Ⱳ♦▬  846 (77%)  572 (71%) 282 (66%) 

 1,095 (100%)  808 (100%) 427 (100%) 

 

２）回収・処理コストの追加的な負担に関する検討 

 ─ ╩ ∆╢ ⁸ ⌐⅔↑╢ ╛ ┼─ ╩ ℮

⁸ ↕╣√ ╩ ≤⇔≡ ה ⇔ ⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™

─ ™ │⁸ ⌂◖☻♩⅜⅛⅛╢⁹↓╣╠─ ⌂◖☻♩─ ⌐≈™≡│⁸

─ ╩ ⇔⌂⅜╠⁸ ⌂ ╩ ∆╢↓≤⅜ ≢№╢⁹ 

· ₈ 23 ⅛╠─ ₉─ ≢ ╦╣√ ▪fi◔

♩כ ⌐⅔™≡⁸ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ⌡√≤↓╤⁸ √⌐

╩ ℮⌐№√∫≡◖☻♩ ╩ ∆╢ ⅜№∫√⁹ 

· ₈ 25 ─ ₉─ ≢ ╦╣√⁸ ⌐ ה ╩ ∫

≡™╢ ┼─▪fi◔כ♩ ⌐⅔↑╢◖☻♩ ⌐≈™≡─ ⌐ ⇔≡⁸₈ │

⌐ ⇔⁸ ⌂ ↑ ─ ╠⅛─ ⅜ ≢⌂™⅛⁹₉₈ ─

⌐ ™⁸ ─ ⅜ ∆╢⅜⁸ ⅜ ∆╢↓≤⅜ ╕⇔™⁹⇔⅛⇔⁸

ꜞ◘▬◒ꜟ─ ╩ ∆╢↓≤│⁸ ≢│ ⇔™√╘⁸ ─ ◦☻♥ⱶ⌐

╖ ╕╣≡™⌂™ ─ ⅎ ⌐ ≠⅝⁸ ≤≥℮ ⇔≡™ↄ⅛⅜

≢№╢⁹₉≤™℮ ⅜№∫√⁹ 

· ≢│⁸ ꜝfiⱪ─ ⁸ ⌐ ꜝfiⱪ─ ꜞ◘▬◒ꜟ ─

™╩ ╘⁸∕╣╩ ≤⇔≡ ↕╣√ ⅛╠⁸ ꜝfiⱪ─ꜞ◘▬◒ꜟ

⌐ ⌐ ∂√ꜞ◘▬◒ꜟ ⅜ ╦╣≡⅔╡⁸ ꜝfiⱪ 88 ╩

                                                   
80 ₈ 22 ⅛╠─ ₉ 
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⇔≡™╢⁹☻▬☻≢│⁸ ─ ⌐⁸ ꜟ◒▬◘ꜞה ╩ ∑⇔⁸ ⇔√

╩ ℮↓≤⌐╟∫≡ 71 ╩ ⇔≡™╢81⁹ 

 

３）回収処理方法に関する情報の関係主体間での共有促進 

 ⌂ ─꜠ⱬꜟ≤ ─ ╩ ╘⁸ ⌂ ה ─ │

─ ⌐ ∑╢↓≤⅜ ╕⇔™≤ ⅎ╠╣╢⅜⁸∕─ ⁸ ⌐ ⌂ ╩⇔≡™╢

─ ╛ ╩ ─ ≤ ∆╢↓≤⅜⁸╟╡ ⌂ ה ─ ╩ ∆

≤ ⅎ╠╣╢⁹ 

 ╕√⁸ ≢№╢ ה ─ ⌐╟╢ ◐ꜗfiⱭכfi─ ⌂≥─

╩ ─ ─ ≤ ∆╢↓≤╙⁸ ─ ╩ ⌐ ℮ ≢ ≤⌂╢⁹ 

 

 

44..33..44  中中間間処処理理方方法法にに関関すするる国国内内外外のの情情報報ののレレビビュューー  

（１） 水銀添加廃製品の中間処理方法に関する国内の規定 

 ─ ⌐≈™≡│⁸ ♥꜠ⱦ ─ ┘ ─ ─

⌐≈™≡⁸ ⌐ ∆╢ ─╟℮⌂ ⅜№╢  3.3.2 ⁹ 

· ♥꜠ⱦ ─ ─ ⌐╟╡ ℮↓≤

┘ ─ │ ─ ≤⇔≡ ⅜ ╘╢ ⁹ 

1. ╩ ™≡ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ⌐ ∫≡ ∏╢ │┌™∂╪⌐≈™≡╙

2 │ 3─™∏╣⅛─ ⌐╟╡ ∆╢ ⁹ 

2. ╩ ™≡ ⌂ ─ ≤ ⌐ ╡ −⁸ ⅜ ⇔⌂™╟℮

⌐ ⇔√ ⌐∆╢ ⁹ 

3. ┌™ ╩ ™≡┌™ ∆╢≤≤╙⌐⁸┌™ ⌐╟╡ ∆╢ ●☻╩ ∆╢

╩ ™≡ ●☻╩ ∆╢ ⁹ 

 

· ─ ⅛╠ ⇔⁸ ⅛≈ ⌐ ⌂ ≢⁸

─ ╩ ╠ ℮⅛⁸ │ ╩ ≤⇔≡ ℮↓≤⅜≢⅝╢

⌐ ╩ ⅝ ∆ ─ ⌐ ∆╢ ⁹ 

 

（２） 水銀添加廃製品の中間処理方法に関する海外の規定及びガイドライン 

 ─ ⌐ ∆╢ ─ ┘●▬♪ꜝ▬fi─ │ ─≤⅔╡≢

№╢⁹ 

 

 

 

 

                                                   
81 . (2014) ─ ≤ ─ , ☿Ⱶ♫₈כ ⌐ ∆╢ ≤ ⅜ ─

₉ 26 3 12  
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表 4.3.6 水銀添加廃製品の中間処理に関する他国の規定及びガイドライン 

製品 処理方法に関する規定及びガイドライン 根拠等 

ꜝfi

ⱪ 

│●☻ ꜝfiⱪ⌐ ╦╣≡™╢⁹ ─

כ♄♇꜠ꜙ◦│≢ ⁸●ꜝ☻⁸ ⁸ ┘

⅜ ╕╣√ ⌐ ↕╣╢⁹↓─ ⌐

│♄☻♩─ ╩ ⅜⌂↑╣┌

⌂╠⌂™⁹ ⌐│ │ ⱪ꜡☿☻⅜

 

Guidance on Best 

Available Treatment Recovery 

and Recycling Techniques 

(BATRRT) and treatment of 

Waste Electrical and 

Electronic Equipment 

(WEEE) 2006 11  

 · ╩ ↑√ ≢ ⁸

◖Ⱡ♅◌♇♩⁸ⱷ▬fi⁸ⱴ◘♅ꜙכ

fi♪⁸ꜝ▬▪♪כ꜡⁸◒כꜜכꜙ♬⁸♠♇☿

fl□כ⸗fi♩  

· TCLP ─ ⁸ ╩ ⇔⌂™ │⁸

╩ ↑√ ≢ ⁸ כꜙ♬

Ɫfiⱪ◦ꜗכ☺כꜗ☺כꜙ♬⁸כ  

─  

 · ꜝfiⱪ│ꜞ◘▬◒ꜟ∆╢↓≤⅜

╕⇔ↄ⁸ꜝ fiⱪ ⅜ ≢│⌂ↄ⁸ ⇔⌂

™╟℮⌐↕╣√ ─╖ ∆═⅝ 

◌ ♫ ♄ CANADA-WIDE 

STANDARD for 

MERCURY-CONTAINING 

LAMPS 

 · ─ הꜞ ◘▬◒ꜟ ╩ ⇔⌂↑

╣┌⌂╠⌂™⅜⁸ ⌐ ╛ꜞ◘▬◒ꜟ─

⅜⌂™ ⁸№╢™│ ה ה

⌐≈™≡─ ⌂ ╩ ∫√ ⁸ ⅜

ꜞ◘▬◒ꜟ╟╡ ╕⇔™ │⁸ ⇔√◌♪

Ⱶ►ⱶ⁸ ⁸ ╩ ╗ ╩

∆╢⅛⁸ ∆╢↓≤⅜ ╘╠╣≡™╢ 

· ┘ ─ ─ ┘

│  

EU  

 ┘ ⌐ ≢№╣┌⁸ ≡─ │

BAT ╩ ™≡ ┘ꜞ◘▬◒ꜟ↕╣⌂↑╣┌⌂

╠⌂™ 

♪▬♠ ┘ ⌐

∆╢ ╩

∆╢ 2009 6 25  

 

（３） 水銀添加廃製品の溶出試験の結果等 

１）計測器 

 ⁸ ⌂≥─ ⌐│⁸ ⅜∕─╕╕ ↕╣≡⅔╡⁸ ─ ╛

⌐│ ─ ⅜ ↕╣╢⁹ ─ ⌂ ╩ ⌐ ∆⁹ 
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表 4.3.7 計測器に含まれる金属水銀含有量 

 
品目 

生産量（2010 年） 

（個） 

水銀含有量 

(g/個) 

 ●ꜝ☻  103,870 3.7 

 * 3,584 100 

  14 1,500 

 ** 1,156 40 

  20 2,000 

  0***  1.2 

  40,038 47.6 

* ─ ─ │⁸ 631 ⁸ ◄꜠ⱷfi♩ 2,953 ≢№╢⁹ 

** ♄▬ꜘⱨꜝⱶ◦כꜟ ─ ─ │⁸ 894 ⁸ ♩ꜝfi☻Ⱶ♇♃ 262 ≢№╢⁹ 

*** │⌂™⅜⁸ 15 ╒≥ ↕╣≡™╢⁹ 

 

２）蛍光ランプ 

ꜝfiⱪ⌐≈™≡│⁸ ⌐ ⅜ ⇔√ ─ ⅜№╢⁹ ─ ╩╖

╢≤⁸5 ─ 82≤⇔≡ 2008 ─ ≢╙ ─ 0.005mg/L ╩

⇔⌂™ ⅜№╢⁹ 

表 4.3.8 蛍光ランプの分析結果（含有量、溶出量） 

メーカー・型 製造年 含有試験

（wt%） 

溶出試験(mg/L) 出典 

D ╖ 0.048 0.036 2003 כ♃♬⸗ ה

┘ ☻◒

ꜝ♇ⱪ

5 ⁸ 25

2 8  

 

│ IEC 62321-7

─ ─
83

 

│ 13  

G  0.54 0.032 1998 כ♃♬⸗

W  0.32 0.001 2008 כ♃♬⸗

D ♥꜠ⱦ 2003 0.0041 0.034 

F ♥꜠ⱦ 2007 0.008 0.17 

F Ɽ♁◖fi 2005 0.0047 0.096 

A  2008  0.0002 0.0025 

A  2008  <0.0001 0.026 

A  2008  <0.0001 0.013 

A  2008  <0.0001 0.015 

A  2012 <0.0001 0.0033 

B  2006  0.0002 0.15 

B  2006  0.0011 0.061 

E  2006  <0.0001 0.004 

                                                   
82 15000 ⁸1 8 ─ ⁸5.1  

83 ─ ⌐│⁸CV-AAS, ICP-OES, ICP-MS, AAS⅜ ™╠╣╢⁹

http://www.jsac.or.jp/bunseki/pdf/bunseki2009/200912minifile.pdf 
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メーカー・型 製造年 含有試験

（wt%） 

溶出試験(mg/L) 出典 

N  2007-2011 0.0003 0.064 

 

 0.00026 0.047 22 ⅛╠

─

 

│ 19  

│ 13  

 

 0.00065 0.052 

 

 0.00063 0.078 

 

 0.00011 0.0081 

 

２）ボタン形電池 

Ⱳ♃fi ⌐≈™≡│⁸ NaCl 3% ┘ ╩ ╗ ⌐ 5 ⇔√ ─ ⁸

1 ⅛╠ 2 ≢ ⌐☻כ◔ ⅜№™≡ ⅜ ⇔√↓≤⅜ ↕╣≡™╢84⁹ 

 25 ⌐ ⇔√⁸Ⱳ♃fi ─ ─ ╩ ⌐ ∆⁹ ⇔√Ⱳ♃fi

⌐≈™≡│⁸13 ⌐⅔™≡⁸ │ ─ 0.005mg/L ╩ ╡⁸

─♃fi◒ꜞכ♅fi◓ ⌐⅔™≡│⁸ │ ─ 0.0005mg/L ╩ ∫√⁹ 

表 4.3.9 ボタン形電池の溶出試験の結果 

試験方法 
重金属濃度（㎎/L） 

pH 
Hg Zn Pb Cd 

13 号試験 13.4 22 0.052 <0.01 12.40 

タンクリーチング試験 0.00070 0.023 <0.01 <0.01 11.50 

 

 

4.4 水銀廃棄物の処理コストの試算 

44..44..11  試試算算方方法法  

（１） 費用構造 

 ⁸ ╩ ╗ ⅛╠ ⇔√ │ ↕╣≡™╢⅜⁸ ╩ ≤⇔≡

∆╢ ─ ◖☻♩│⁸ │ ∆╢╙──⁸ ה ┘

⅜ ↕╣╢⁹╕√⁸ ⅜ ⌐ ↕╣╢ ─ │⁸ ╩ ⇔

√ ⅜ ↕╣≡™╢↓≤⅛╠⁸ ⅜♀꜡≤⌂╣┌⁸∕─ ─ ─ ⅜

╕╣╢⁹↓↓≢│⁸ ⅜ ⌐ ↕╣╢ ☻ꜝ♇☺⌐≈™≡⁸ ╩

⇔⁸∕─ ─ ⅛╠│ ⅜ ⌐ ↕╣⌂™≤⇔≡ ╩ ∑∏⁸ ╩ ℮⁹ 

                                                   
84 . 1991 ─ ⌐ ∆╢ , 40(2):152-163. 
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99.99
99.9

 

図 4.4.1 水銀を売却する場合と廃棄物として処分する場合の費用構造の変化 

（大量に水銀が回収される場合） 

 

（２） コスト試算対象廃棄物等及び水銀回収量 

１） 非鉄製錬スラッジ・廃金属水銀・水銀汚染物 

 24 ⌐ ⇔√ ⌐ ∆╢▪fi◔כ♩ ⌐╟∫≡ ╠╣√⁸

22 ⌐⅔↑╢ ─ ☻ꜝ♇☺⁸ ⁸ ─ ⁸ ╩

™≡⁸ ◖☻♩─ ╩ ℮⁹⌂⅔⁸↓─ │⁸▪fi◔כ♩ ⌐ ⇔√ ⅜ ℮

≢№╡⁸ ─ ⅜ ╦╣╢ ─ ⁸ ≢│⌂™⁹ 

表 4.4.1 コスト試算に用いる非鉄製錬スラッジ・廃金属水銀・水銀汚染物の回収量及び水銀

回収量 

 物質回収量(t) 水銀回収量(kg) 

☻ꜝ♇☺ 659.0 36,202 

  8,654 

 1,742.2 3,232 

▪ⱴꜟ●ⱶ 2.1 985 

┌™∂╪ 73,323 142 

 27.5 1 

 

２） 水銀添加廃製品 

24 ⌐ ⇔√ ⌐ ∆╢▪fi◔כ♩ ⌐╟∫≡ ╠╣√⁸

22 ⌐⅔↑╢ ─ ⁸ ╩ ™≡⁸ ◖☻♩─ ╩ ℮⁹⌂⅔⁸

↓─ │⁸▪fi◔כ♩ ⌐ ⇔√ ⅜ ℮ ≢№╡⁸ ─ ⁸

≢│⌂™⁹ 
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表 4.4.2 コスト試算に用いる廃製品回収量及び水銀回収量 

廃製品 
一般廃棄物 産業廃棄物 

製品回収量(t) 水銀回収量(kg) 製品回収量(t) 水銀回収量(kg) 

ꜝfiⱪ  5,147 204 8,000 1,487 

 11,200 193 1,163 363 

 0.3 21 9 503 

 

（３） 処理方法 

１） 非鉄製錬スラッジ・廃金属水銀・水銀汚染物からの水銀回収 

ה☺♇ꜝ☻  ┘ ⅛╠─ ≤⇔≡⁸ ─ ⌐≈™≡

∆╢⁹ 

表 4.4.3 非鉄製錬スラッジ・廃金属水銀及び水銀汚染物からの水銀回収方法（の例） 

物質 水銀回収方法 

☻ꜝ♇☺ · ќ Ҝ 80 ⁸╠⅛≡⇔⌐♩כ☻─

╩  

 · ╤ ќ   ╤ ќ  

∕─ ─☻ꜝ♇☺⁸

┌™∂╪ 

· ќ Ҝ  

 

２） 水銀添加廃製品からの水銀回収 

 ꜝfiⱪ⁸ ⁸ ⅛╠─ ≤⇔≡⁸ ─ ⌐≈™≡ ∆╢⁹ 

表 4.4.4 廃製品からの水銀回収方法（の例） 

廃製品 水銀回収方法 

ꜝfiⱪ · ќ ќ ќ  

· ♄☻♩⁸ ☻ꜝ♇☺⁸ ⁸ ќ Ҝ  

 · ( )ќ Ҝ  

 · ќ ќ Ҝ  

· ♄☻♩⁸ ќ Ҝ  

 

３） 金属水銀の安定化・固型化 

 ↕╣√ ╩ ≤⇔≡ ∆╢ │ 99.99 ─ ╕≢⁸ ≤⇔≡ ∆╢

│ 99.9 ─ ╕≢ ∆╢⁹ ─ ⁸99.9 ─ ╩ ≤⇔⁸↕╠⌐ ⱳ

ꜞⱴכ ⇔√╙─│⁸ ─ ⁸ ⌐ ≢⅝╢↓≤⅜ ↕╣≡™╢↓≤⅛

╠⁸∕─ ╩ ™⁸ │ ⌐ ╩ ℮ ╩ ∆╢⁹ 

 ╕√⁸99.9 ─ ╕≢ ⇔√ ⁸ ⌐⇔≡☻♥fi꜠☻ ─♪ꜝⱶ ⌐ ╣≡

⌐ ∆╢ ⁸99.9 ─ ╕≢ ⇔√ ╩☻♥fi꜠☻ ─ ⌐ ╣≡⁸

⌐ ∆╢ ↓─ ⁸ ─ │⌂ↄ⁸ ⌐ ⅜ ⁹ ⌐≈™≡
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╙ ╩ ℮⁹ 

表 4.4.5 廃金属水銀の処理コストの試算に用いたシナリオ 

 水銀純度 安定化・固型化方法 処分先 

 99.9  ≤⇔≡ ⱳꜞⱴכ≢   

 99.9  ≤⇔≡ ⱳꜞⱴכ≢   

 99.9  ≤⇔≡ ☻♥fi꜠☻ ─♪ꜝⱶ

⌐  

 

 99.9  ╩☻♥fi꜠☻ ─ ─ ⌐  ╙№

╡ⅎ╢  

1 ⌐ ∆╢ │⁸ ╩ ∏╢↓≤⅜ ↕╣≡™╢⅜⁸ ─

◦♫ꜞ○⌐│ ╘≡™⌂™⁹ 

2 ─○ⱪ◦ꜛfi─ │⁸ ≢│⌂™ ─ │⌂ↄ⁸ ⌐ ⅜

↓≤╩ ∆╢⁹ 

 

（４） 処理単価・原価 

１） 中間処理単価 

１）－１ 非鉄製錬スラッジ・廃金属水銀・水銀汚染物等 

 ☻ꜝ♇☺⁸┌™∂╪⁸ ─ ⅜ ∆╢ ⁸ ─ ה

─ ⁸ ⁸ ⅛╠ ↑ ╢ ─ │

─≤⅔╡≢№╢⁹ 

表 4.4.6 水銀純度の変化に伴う安定化・固型化前の中間処理単価の変化 

物質 水銀純度 99.99％→99.9％ 

☻ꜝ♇☺ 80 ♩☻◖╢∆⌐♩כ☻─ ☻ꜝ♇☺№√╡  

╠⅛♩כ☻ ⌐ ∆╢◖☻♩ -430 /kg №√╡  

 -215 /kg №√╡  

┌™∂╪⁸  -3 /kg №√╡  

∕─ ⁸ ▪ⱴꜟ

●ⱶ  

-1 /kg №√╡  

 

１）―１ 水銀添加廃製品 

 ⅛╠ ⇔√ ─ ⅜ ∆╢ ⁸ ─ ─ │ ─≤

⅔╡≢№╢⁹ 
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表 4.4.7 水銀純度の変化に伴う中間処理単価の変化 

廃製品 水銀純度 99.99％→99.9％ 

ꜝfiⱪ -1 /kg №√╡  

 -2 /kg №√╡ * 

 -31 /kg №√╡  

* ⅜ ─√╘⁸ ☻ꜝ♇☺ ─ ⁸┌™∂╪ ─ ╩  

 

２）安定化・固型化の原価及び処分容器の原価 

≤⇔≡ ∆╢ ⁸ ╩ ⌐∆╢◖☻♩⁸ ⌐⇔≡ ⱳꜞ

ⱴכ ∆╢◖☻♩│ ─≤⅔╡≢№╢⁹╕√⁸ ≤⇔≡ ⌐ ╣≡ ∆╢

│⁸☻♥fi꜠☻ ♪ꜝⱶ ⌐ ╣ ≤⇔≡ 500kg ⁸ ⇔ ╖≤⇔≡ 500kg⁸

300kg≤∆╢ ⁸ ≤⇔≡ ⌐ ╣≡ ∆╢ │⁸☻♥fi꜠☻

≤⇔≡ 1,000kg ⌐ ╣╢↓≤╩ ⇔⁸ ─ ╩ ─╟℮⌐ ⇔√⁹

↓╣╠─ │ ≢№╡⁸ ⌐ ⅜ ℮─│ ─ ⁸ ⅜ ∑↕╣√

≤⌂╢⁹ 

表 4.4.8 水銀安定化・固型化及び処分容器の原価 

処分方法 安定化・固型化原価 処分容器原価 

≤⇔≡

ⱳꜞⱴכ≢  

330 /kg №√╡   

≤⇔≡  142 /kg №√╡  163 /kg №√╡  

☻♥fi꜠☻ ♪ꜝⱶ 200L ≤⇔≡

500kg⁸ 300kg

65,000 / ⅛╠  

─╕╕  158 /kg №√╡  

☻♥fi꜠☻ ≤⇔≡

1,000kg 158,000 / ⅛╠  

 

３）最終処分原価 

 22 ⌐ ↕╣√↓≤⅜ ↕╣√ 52.5♩fi ─ ⅛╠ ↕

╣√ ╩ ╗ ╩ ⇔⁸ ⱳꜞⱴכ≢ ⇔√ ─ │ 10 ─ 43m
3≤⌂╡⁸50 ─

⌐ ∂√ ─ │ 2,157m
3≤⌂╢⁹ 

 ┘ ⌐ 50 ╘ ≡√ ─ │ ─╟℮⌐ ↕╣╢⁹↓

╣╠─ │ ≢№╡⁸ ⅜ ℮─│ ─ ⁸ ⅜ ∑↕╣√

≤⌂╢⁹ 

 ⌂⅔⁸ ⌐ ∆╢⁸ ─ ≤─ ⁸ ⁸

⁸ ─ ─ ⌐╟╢◐ꜗ♇Ⱨfi◓ ─ ⁸ ┘

⌐ ∆╢ ⌂⸗♬♃ꜞfi◓⌐≈™≡│⁸↓─ ⌐│ ↕╣≡™⌂™√╘⁸
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⌂◖☻♩⅜ ≤⌂╢↓≤⌐ ↕╣√™⁹ 

 

表 4.4.9 黒色硫化水銀の硫黄ポリマー固型化物の処分場建設原価及び維持管理原価 

処分先 埋立期間 処分場建設費 処分場維持管理費 

34,000m
3─  50  8 /kg №√╡  3.3 /kg №√╡  

412.5m
3─ 6⅛  50  126 /kg №√╡  11.3 /kg №√╡  

≢│ ─ ⌐╟╢ ™╕≢│ ⇔≡™⌂™⁹╕√⁸ ⌐ ∆╢ ⁸

≤─ ─ ⌂ ─ ⌐╟∫≡│⁸ ⅜╟╡ ↄ⌂╢ ⅜№╢⁹ 

 

 ╕√⁸ │ ≤⇔≡ ⌐ ╣≡ ⌐ ∆╢ │⁸

5m 5m 5.5mD ⌐ ≢⅝╢ ─ ⌐ ∂≡⁸ ─ ╩ ↕∑√⁹

╩ ∆╢ │☻♥fi꜠☻ ♪ꜝⱶ ≢ 585mm⁸ ↕ 895mm≢№╡⁸ כ꜠◒╠⅛

fi≢ ∫≡ ⌐ ≢ ╗↓≤╩ ∆╢⁹ ╩ ∆╢ │☻♥fi꜠☻

≢ 200mm⁸ ↕ 4000mm─ ™ ≢⁸ ≢fiכ꜠◒╠⅛ ∫≡ ⌐ ╣╢↓≤╩

∆╢⁹↓╣╠─ │ ≢№╡⁸ ⌐ ⅜ ℮─│ ─ ⁸ ⅜

∑↕╣√ ≤⌂╢⁹ 

表 4.4.10 黒色硫化水銀又は金属水銀の処分場建設原価及び維持管理原価 

水銀形態 必要となる処分

容器の数 

必要となる槽及

び処分場の数 

埋立期間 処分場建設費 処分場維持管

理費 

 

6,557  

ɫ585 H895  

34.15 

12 

50  275 /kg 

№√╡  

11.3 /kg 

№√╡  

 2,623  

ɫ200 H4000  

4.20 

2 

50  34 /kg 

№√╡  

11.3 /kg 

№√╡  

 

４）水銀売却益 

 ─ │⁸ ⌐╟∫≡ ↕╣╢  4.4.2 ⁹◖☻♩ ⌐№√∫≡│⁸

⅛╠─ ─ ⅜ ⅝ↄ ⇔√ 2009 1,682 /kg ┘ 2011 4,758 /kg ─

╩ ™≡ ─ ╩╖╢ ☻ꜝ♇☺─ ─╖ ⁹⌂⅔⁸ │

100 ┘ 50 ─ ≈─◦♫ꜞ○≢ ⇔√⁹ 
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図 4.4.2 水銀の日本からの輸出単価と世界市場価格 

44..44..22  処処理理ココスストト8855試試算算結結果果  

（１） 非鉄製錬スラッジ・廃金属水銀・水銀汚染物 

 ↓╣╕≢ ╩ ∫≡ ⇔≡™√ ╩ ≤⇔≡ ∆╢ ─ ♩fi№√╡

─ ◖☻♩╩ ⇔√ ⁸  4.4.11─╟℮⌐⁸ ─ ™┌™∂╪⁸ ⁸ │

◖☻♩⅜╒≤╪≥ ⇔⌂™⅜⁸ ─ ™ ╒≥◖☻♩⅜ ∆╢↓≤⅜ ⅛∫√⁹ 

表 4.4.11 水銀を廃棄物として処分する場合の物質 1t あたりの処理コストの変化 

物質 

処理方法 

黒色硫化水銀＋硫黄ポリマー固型化 黒色硫化水銀 金属水銀 

管理型処分場 遮断型処分場 遮断型処分場 遮断型処分場 

☻ꜝ♇☺ 4,000 +ɖ 33,000 +ɖ 39,000 +ɖ 18,000 +ɖ 

 291,000 +ɖ 807,000 +ɖ 931,000 +ɖ 543,000 +ɖ 

┌™∂╪ ╒╓  ╒╓  ╒╓  ╒╓  

 ╒╓  ╒╓  ╒╓  ╒╓  

▪ⱴꜟ●ⱶ 240,000 +ɖ 486,000 +ɖ 544,000 +ɖ 360,000 +ɖ 

 ╒╓  ╒╓  ╒╓  ╒╓  

 

                                                   
85 ◖☻♩│ ╕⌂™⁹ 
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0 

6 

 

図 4.4.3 廃金属水銀１t あたりの現在の処理コストと廃棄物として処分する場合の処理コス

ト（イメージ） 

 

╕√⁸ ↕╣√ ─ ╩ ≡™√ ☻ꜝ♇☺─ ⁸ ╩ ⇔√◖

☻♩─ ╩  4.4.12⌐⌐ ∆⁹ 

表 4.4.12 水銀を廃棄物として処分した場合の非鉄製錬スラッジ 1t あたりの処理コストの

変化（非鉄製錬スラッジから回収される水銀の売却益を加味した場合） 

水銀売却益の種別 

処理方法 

黒色硫化水銀＋硫黄ポリマー固型化 黒色硫化水銀 金属水銀 

管理型処分場 遮断型処分場 遮断型処分場 遮断型処分場 

╩ ⇔⌂™ 4,000 +ɖ 33,000 +ɖ 39,000 +ɖ 18,000 +ɖ 

2009 (100%) 97,000 +ɖ 125,000 +ɖ 132,000 +ɖ 110,000 +ɖ 

2009 (50%) 50,000 +ɖ 79,000 +ɖ 86,000 +ɖ 64,000 +ɖ 

2011 (100%) 266,000 +ɖ 294,000 +ɖ 301,000 +ɖ 279,000 +ɖ 

2011 (50%) 135,000 ɖ 163,000 ɖ 170,000 ɖ 149,000 ɖ 

 

（２） 水銀添加廃製品 

 ↓╣╕≢ ⅛╠ ⇔≡ ⇔≡™√ ╩ ≤⇔≡ ∆╢ ─ 1 ♩fi№

√╡─ ◖☻♩╩ ⇔√ ⁸  4.4.13 ┘  4.4.14 ─╟℮⌐⁸ №√╡─

⅜ ⌂™ꜝfiⱪ ⁸ │ ─ ◖☻♩≤╒╓ ≢№╢⅜⁸ ⅜ ™

│⁸◖☻♩ ≤⌂╢↓≤⅜ ⅛∫√⁹ 
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表 4.4.13 水銀を廃棄物として処分する場合の廃製品 1t あたりのコストの変化 

（一般廃棄物） 

廃製品の種類 

処理方法 

黒色硫化水銀＋硫黄ポリマー固型化 黒色硫化水銀 金属水銀 

管理型処分場 遮断型処分場 遮断型処分場 遮断型処分場 

ꜝfiⱪ  ╒╓  ╒╓  ╒╓  ╒╓  

 ╒╓  ╒╓  ╒╓  ╒╓  

 5,000 +ɖ 41,000 +ɖ 49,000 +ɖ 23,000 +ɖ 

 

表 4.4.14 水銀を廃棄物として処分する場合の廃製品 1t あたりのコストの変化 

（産業廃棄物） 

廃製品の種類 

処理方法 

黒色硫化水銀＋硫黄ポリマー固型化 黒色硫化水銀 金属水銀 

管理型処分場 遮断型処分場 遮断型処分場 遮断型処分場 

ꜝfiⱪ  ╒╓  ╒╓  ╒╓  ╒╓  

 ╒╓  ╒╓  ╒╓  ╒╓  

 ╒╓  24,000 +ɖ 30,000 +ɖ 10,000 +ɖ 
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5.  

5.1 廃金属水銀の管理の考え方 

ủ ה ↕╣╢ │↓╣╕≢ ≤⇔≡ ╡ ╦╣≡⅔╡⁸ ─

╩ ⇔≡™⌂⅛∫√⅜⁸ ≤⇔≡ ╡ ╦╣╢╟℮⌐⌂╢╙─⌐≈™≡│⁸∕─

⌐ ╖≡⁸ ⌐ ↕╣╢╟℮⁸ ┘

⌐ ⇔⁸ ⌂ ╩ ∆╢ ⅜№╢⁹ 

ủ ↓╣╕≢─ ⌂ ─ ⁸ 99.9% ─ ╩ ⇔√ ≢ ∆╣┌⁸

⅜ 0.005mg/L ≤⌂╡⁸ ≢─ ⅜ ≤⌂╢ ╩

√∆⁹↓─√╘⁸ ─ ╩ ⅝ ⅝ ⇔≈≈⁸ ⌐ ∆

╢ │⁸ ⌂ ─ ⁸ ╛ ─

─ ⁸ ─ ─ ╩ ∆╢⁹ ⌐ ∆╢

│⁸ ꜞ☻◒ ┘ ╩ ⇔⁸ ─ ᵑ ─ ⁸

ᵒ ─ ⁸ᵓ ─ ╩ ℮⁹ 

ủ 2030 ─ ─ │⁸ⱨ꜡כ≢ 43 ♩fi 8 ⅜ ☻ꜝ

♇☺ ⁸ ≢ 3 3 │ 10 ─ ≢ ∆╢≤ ⅎ╠╣≡⅔╡⁸

╙ ⌐ ╠╣╢↓≤⅛╠⁸ ─ ╩♩כꜟ ⅛⇔≡ ─

─ ╩ ⇔≡™ↄ↓≤⅜ ≢№╢⁹ 

 

 

5.2 水銀汚染物の管理の考え方 

ủ ≢│⁸ ╩ ╗ ╛┌™∂╪ ╩ ⌐ ∆╢ ⁸№╠

⅛∂╘ ─ ⅜ 0.005mg/l ⌐⌂╢╟℮ ⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹∕─ │⁸

╛☿ⱷfi♩ ⁸ №╡⁸≥─ ╩ ™╢⅛│ ─ ⌐ ⌡╠╣

≡™╢⁹ 

ủ ⅜ 1,000 mg/kg(0.1%) ─ │⁸ ─ ♩כ꜠◐⁸│≡∫╟⌐

╛ ≢│ ╩ ≢⅝⌂™ ╣⅜ ↄ⁸ ⅜ ≢⅝⌂™ │⁸

┘ ⇔√ ─ ⅜ ≤⌂╢⁹↓─√╘⁸ ╩ ∆╢

─ ≤⇔≡⁸ ╩ ∆╢⅛⁸ ╩ ℮⁹ 

 

 

5.3 水銀添加廃製品の管理の考え方 

 ╛ ─ │⁸ ─ ™│∕─╙── ⌐╟∫≡

↕╣⁸ ≢№╣┌⁸ ⅎ┌ │ ↄ∏⁸●ꜝ☻ↄ∏ ─ ≤⇔≡ ╡ ╦╣

╢⁹ │⁸ ╛ ⅜ ╦╣≡™╢╙─╙№╢⅜⁸ ⁸

⁸ │ ⅜⌂↕╣≡™╢╙─╙№╢⁹ 

─ ╩ ╕ⅎ√ ─ ─ⱶכ◐☻ ה ╛⁸ ─ ⌐≈
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™≡│⁸ ⌐│ ─╟℮⌂ ⅎ ≢ ╙ ⇔≡™ↄ↓≤⅜ ╕⇔™⁹ 

 

＜一般廃棄物としての水銀添加廃製品＞ 

ủ ─℮∟ ⌐№√╢╙─≤⇔≡│⁸ ⌐⁸ ⁸ ┘

⅜ →╠╣⁸↓╣╠─ ⌐≈™≡│⁸ ⌐ ⱨꜞכ─ ┼─ ╛ ─

⅜ ╘╠╣≡⅔╡⁸ ─ ╙№╡⁸↓─ │ ↄ╙─≤ ⅎ╠╣╢⁹ 

ủ ┘ ─⅛╠─ ⌐≈™≡│⁸∆≢⌐ ה ╩ ⇔

≢ ⅜♩כꜟ╢╣↕ ∆╢⁹ 

ủ ╕√⁸ ↔╖≤⇔≡ ⅜⌂↕╣≡™╢ ⁸↓╣╕≢─ ⌐⅔™≡│

╩ ⇔√ │ ╠╣∏⁸ ─ ⌐≈™≡╙ ╩╒≤╪≥

∫≡™╢ 40ng/m3 ↓≤⅛╠⁸ ─ ≢ │ ∂≡™⌂™≤ ⅎ╠╣╢⁹

√∞⇔⁸ ⅝ ─♃כ♦⅝ ה │ ℮ ⅜№╢↓≤⅛╠⁸ ⅛╠

─ ─ ╩ ∫≡™╢≤↓╤≢№╢⁹ 

ủ ─↓≤⅛╠⁸ ה ⌐≈™≡ ⅝ ⅝ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ה

─≢≤⌂♩כꜟ ╩╟╡ ∆╢↓≤⅜ ≢№╢⁹ 

 

＜産業廃棄物としての水銀添加製品＞ 

ủ │⁸ ─ ™│∕─╙── ⌐╟∫≡ ↕╣⁸ ⅎ┌

│ ↄ∏⁸●ꜝ☻ↄ∏ ─ ≤⇔≡ ╡ ╦╣╢⁹ │⁸ ╛ ⅜

╦╣≡™╢╙─╙№╢⅜⁸ ⁸ ⅜⌂↕╣≡™╢╙─╙№╢⁹ 

ủ ⅜ ≤ ↕╣╣┌⁸ ⁸ ╩ ∆╢ │⁸

≤●ꜝ☻ↄ∏ ─ ≤⇔≡ ╡ ╦╣╢↓≤⅛╠⁸ ─

─ ─ ─ ⌐ ∫≡ ∆╢√╘⌐⁸

⅜ ╟╡ ↕╣⁸ ⌐ ∫≡ ↕╣╢↓≤⅜ ╕╣╢⁹ 

ủ ─ ≤⇔≡ ╡ ╦╣╢ ≢№∫≡⁸ ⅜ ⌂╙─│⁸

≤Ⱳ♃fi ⅜ →╠╣╢⁹ 

ủ ≤Ⱳ♃fi │⁸ ─ ⅜ ⌂ↄ⁸ ⌐╟╡ ─ ╛

⅜ ╗↓≤⅜ ╕╣≡™╢↓≤⅛╠⁸ ⌐ ⅛╠─ ─ ╩ ≠↑╢

│ ™≤ ⅎ╠╣╢⁹ 

ủ √∞⇔⁸ ⁸ ╩ ⇔√╙─⅜●ꜝ☻ↄ∏≤⇔≡ ⌐ כ◔╢╣↕

☻╙№╡ ╢↓≤⅛╠⁸ ⅜ ⇔√●ꜝ☻ↄ∏╛ ↄ∏⌂≥⅜ ⌐ ↕

╣╢↓≤─⌂™╟℮⁸↓℮⇔√ ─ ┼─ ─ ⅜ ≢№╢⁹ 

ủ ╕√⁸ ꜝfiⱪ─ ≢│⁸ ─ ≢№╢ 0.005mg/l ╩ ⅎ╢

─ ⅜╖╠╣√↓≤⅛╠⁸ ≤ ⁸↓℮⇔√ ╩ ⌐ ╘

≡╢ ⌐│⁸ ─ ╙ ╗⁹ ╩ ™⁸ ─ ╩ 0.005mg/l

⌐ ⅎ√ ≢ ℮↓≤⅜ ≢№╢⁹ 
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表 5.3.1 リスクに応じた水銀添加廃製品（産廃）の対応（案） 

廃製品の種類 水銀の環境中への放出リスク 対応の方向性 

ה  ⅜ ↕╣≡⅔╡⁸ ꜞ

☻◒⅜ ™⁹ 

ה ⅜ №╢⁹ 

ה ќ  

ה  │ ⌂™ mg/ ⁹ 

ה ⅜ ╕╣╢ 

ה ⇔╛∆ↄ⁸ ⅜╖╠╣╢⁹ 

ה ќ  

ה  

Ⱳ♃fi ה  │ ⌂™ 0.5 2mg/  

ה ⅜№╢ ╕╣╢ 

ה ∆╢≤⁸ ⅜╖╠╣╢⁹ 

ה ќ  

ה  

ה ┼─  

 

 

 

™  
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6.  

6.1 廃金属水銀の管理 

─ ⌐ ∆╢ ─ │ ─╟℮⌐ ↕╣╢⁹ 

 

 ̧ ─ │⁸ ─ ⌂≥ ─ ⌐ ™ ─ │ ⇔≡

™ↄ≤ ↕╣╢⅜⁸ ⌐ ╘╠╣√ ╙ ∆╢√╘⁸ ⅜ ─ ┼─

⅛╠─ │ ∆╢≤ ⅎ╠╣╢⁹↓─√╘⁸ ─≥─ ⅜

≤⌂╢⅛⁸ ─ ⌐ ⅜ ≢№╢⁹⌂⅔⁸ ─ ─ ⌐≈™≡

│⁸ ─ ≤ ⁸∕─ ─ ⁸ ─ ⁸ ─ ™ ⁸ ─ ⁸

─ ⌐ ≠⅝⁸ ⌐ ↕╣╢⁹ 

 ̧ ╩ ⌐ ≢⅝╢╟℮⁸ ⁸ ─ √⌂ ⁸ ╩ ⅎ╢

⅜№╢⁹ 

 ̧ ─ ⌐≈™≡│⁸ ⅝ ⅝ ╩ ℮≤≤╙⌐⁸ ╩ ∆╢ ⅛

╠⁸ ─ ─ ⸗♬♃ꜞfi◓╛ ─№╡ ⌐≈™≡╙ ∆╢

⅜№╢⁹ 

 ̧ ─ ⌐≈™≡⁸ ⌐⅔↑╢ ─ ⅜ ─

13 ─╖≢ ⅛≥℮⅛⁸ ⅜ ≢№╢⁹ 

 ̧ ─ ─ ⌐≈™≡⁸ ─ ┘ ▪ꜟ◌ꜞ☿ⱷfi♩⌐╟╢

─↕╠⌂╢ ╩ ℮↓≤⅜ ≢№╢⁹ 

 

 

6.2 水銀汚染物の管理  

 ─ ⌐ ∆╢ ─ │⁸ ─╟℮⌐ ↕╣╢⁹ 

 

 ̧ ⌐⅔↑╢ ─ ≤ ─ ⌐≈™≡⁸ ⌐⅔↑╢ ─

─ ╩ ⌐⁸↕╠⌐ ╩ ↕∑╢ ⅜№╢⁹ 

 

 

6.3 水銀添加廃製品の管理 

 ─ ⌐ ∆╢ ─ │ ─╟℮⌐ ↕╣╢⁹ 

 

 ̧ ╛ ⁸ ⌐⅔™≡ ↕╣≡™╢ ─☻♩♇◒ │ 60♩fi ≤ ↕

╣⁸ ╛ ⁸ ─ꜞ☻◒⅜ ™≤ ⅎ╠╣╢ ⌐≈™≡│⁸ ◐

ꜗfiⱭכfi ─ ╩ ∆╢⁹ 

 ̧ ⅛╠─ ┘ ⌐≈™≡│⁸ ─ ╩ ⇔⁸

⌂ ─ ╩ ℮⁹ 
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 ̧ ™⌐ ⅜ ⌂ ╩₈ ₉ ₈ ₉≤ ⁸

─ ≤⇔≡─ ⁹ ≤⇔≡ ⇔⁸ ─ ╛ ⌐⅔↑╢

─ ╛⁸ ─ ≤─ ⁸ⱴ♬ⱨ▼☻♩┼─ ─ ╩ ∆╢⁹ 

 ̧ ─ ─ ╛ ─ ⌂≥⁸ ─ ╙ ╕ⅎ√ ≤⌂╢╟

℮ ∆╢⁹ 

 

 


